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プロローグ　コラボイベント開催









　二十八歳の会社員、哀あい川かわ圭けいは数日前に通勤電車の中でとある広告を目にした。

『ジェネシス・オメガ・オンライン』というフルダイブ型のＶＲを用いたネットゲームの広告だ。普段ならばゲームにはまったく興味を持たない圭だったが、この時ばかりは違った。

「これ……バチモン？」

　そこに映っていたのは、圭が子どもの頃に大好きだったアニメ【バーチャルモンスター】のキャラクターたちだった。

　所謂いわゆるコラボイベントというやつだ。新進気鋭のＶＲＭＭＯ『ジェネシス・オメガ・オンライン』に、バチモン（バーチャルモンスターの略称）のキャラクターが登場するというようなことが、ＣＭから読み取れる。

（待って。ＶＲＭＭＯ……フルダイブ型のゲームってことは、ゲームの世界でバチモンと触れ合いながら遊べるってこと？）

　つり革の向こうの広告用液晶ディスプレイには、圭が子どもだった時よりも遙はるかに進化したＣＧで再現されたバチモンが映っている。

（やってみたい！　だけど……）

　厳しい家庭で育った圭は、小学校に上がる頃には漫画やアニメ、ゲームといった娯楽は全て禁止されていた。バチモンのアニメも、当時は父親に隠れてこっそり視聴していたのだ。

『漫画なんてくだらん。もっとちゃんとした本を読め。それがお前の将来のためだ』

『こんなものを好きでいてもメリットはないぞ』

『人から尊敬される立派な大人になれ！』

　そんな父親の下で育ったからか、圭はこういった娯楽に興じることに、一種の罪悪感を抱くようになってしまった。

（やっぱり駄目だ。いい大人がゲームなんて……）

　そう思って、圭が目を伏せたその時。

『僕たちは、君を待ってる！』

「……っ!?」

　コラボイベントのＣＭを締めくくるその言葉は、アニメバチモンの名めい台詞ぜりふだった。

　なんてことないその台詞に、圭の目頭は熱くなった。




　帰宅してすぐに、圭は機械に強い妹に相談し、『ジェネシス・オメガ・オンライン』を遊ぶための機材を揃そろえた。

　かなりの出費になったが、無趣味な独身の社会人。貯金は十分にあった。

　ネット接続などの設定を全てしてもらい、お礼として豪華な食事を奢おごった後の別れ際。

「しかしお姉がＶＲゲーム、しかもＭＭＯとはねぇ。意外だわ～」

　と、妹は妙に嬉うれしそうに去って行った。

「私がゲームに興味ない人間だと思ってるわね、あの子」

　妹の前でゲームを遊んだことなんて殆ほとんどないのだから、当たり前ではある。

　だが、興味がなかったわけではない。ただ、我慢していたのだ。友人たちが遊んでいる様子を見て自分も遊びたいと思っては、その気持ちを心の奥底へしまい込んでいた。

　だが、それも今日で終わる。

　後ろめたい気持ちよりも、今はワクワクする気持ちの方が勝っていた。

「今までずっと我慢してきたんだから……少しくらい。いいえ。思いっきり、遊ぶわよ」

　そう強く決意すると、ラフな部屋着に着替え、機材を頭に装着し、ゲームの電源を入れた。

「待っててね。私のバチモンたち！」

　こんなにワクワクしたのは一体いつ以来だろう。

　そんなことを考えながら、圭はゲームを起動した。




　　　　＊＊＊＊＊




『ジェネシス・オメガ・オンラインへようこそー。こちらではキャラクタークリエイトを行っておりまーす』

　目を開くと、圭は真っ白い空間にいた。

　目の前には近未来的な衣装を身に纏まとった女性が立っている。その見た目は、本物の人間にしか見えないクオリティだった。

　自然と、ゲームへの期待が高まる。

「凄すごいわ。これ、本当にゲームなの？」

　家庭用のゲームすら殆ほとんど経験のない圭にとって、目の前の光景は現実と変わらない。その圧倒的なクオリティに、ただただ驚いていた。

『ハイ。私はプレイヤーの皆様をご案内するガイドでございます』

　微妙に会話が成り立っていないが、感動している圭には気にならない。

『それでは早速、アバターを作成致しましょう。まずはプレイヤーネームを入力してください』

「わかりました。ええと、名前ね」

　目の前に現れたキーボードにプレイヤーネームを打ち込むようだ。

「本名はありえないとして。圭だから【Ｋ】とか？　いやいや安直、ないわね。……どうしましょう」

　しばらく悩んだ結果、好きなバンドのボーカルから名前を頂いて【ヨハン】と打ち込む。

　すると、次に職業を決める画面に移る。

『職業とはプレイヤーの戦闘スタイルのことです。【剣士セイバー】【弓使いアーチヤー】【槍使いランサー】【魔法使いウイザード】【破壊者クラツシヤー】【召喚師サモナー】【守護者ガーデイアン】の中からお選びいただけます。各職業の特徴などを知りたいですか？』

　圭は首を横に振る。

　あらかじめ下調べしておいたのだ。コラボイベントのバチモンと遊びたいなら【召喚師サモナー】を選ぶ必要があるということを。

「【召喚師サモナー】で」

　迷わず【召喚師サモナー】を選択する。

『では、続けて容姿を決めてください』

　目の前のウィンドウに、簡易的な３Ｄになった圭の姿が表示される。これをベースに、髪や瞳ひとみ、顔立ちから体形まで、自由に変更できるらしい。

『安全のため、身長はプラスマイナス一〇センチまで。体重はプラスマイナス一〇キロまでとさせていただいておりますので、ご了承ください』

「そうね。いきなり背が縮んだり伸びたりしたら危ないものね。とは言っても、少し残念だわ」

　童心に帰って子どもの容姿でゲームをやりたかったのだが、それは不可能らしい。

　しばらく容姿を色々弄いじっていたのだが、ゲーム経験値が不足していたのか、それともセンスがなかったのか。

「妖よう怪かいのようになってきたわね」

　このような得体のしれない怪物としてゲームを始めるのはどうかと思い、リセット。その時、右上に【おまかせ】ボタンを発見した。

　不安げにガイドの方を見ると、彼女はにこりと笑って教えてくれる。

『そちらは元の容姿をベースに、雰囲気を変えたアバターを自動で作成するボタンです』

「なるほどね。それなら容姿はこれにしてっと」

　納得し、【おまかせ】ボタンを押す。

「最後はステータスポイントを振り分けるのね。かなり重要だと言われたわ」

　寿司を食べながらステータス振りの重要性を説いていた妹のことを思い出す。

「ちょっと何を言っているのかわからなかったのよねぇ……ここは満遍なく振り分けておきましょう」

　妹が言うまでもなく、ステータスへの数値振りはかなり重要な項目なのだが、早く遊びたい圭はこれを適当に行う。

　こういったゲームでは平均的というのが一番よくないのだが、当の本人の目的はバチモンなので、問題ないようだった。

『はい。これにてキャラクタークリエイトは終了となります。新人プレイヤー【ヨハン】さん。どうぞ、ジェネシス・オメガ・オンラインをお楽しみください』

　ガイドさんに手を振り返していると、圭の身体からだが光に包まれる。

　次に気が付いた時には、そこは異国の古い町だった。




「お、おおう……これが私!?」

　ヨハンは店のショウウィンドウに映った自身の姿を見て、興奮していた。正確には自分ではなく、おまかせで作成した、自身のアバターを見てだ。

　ガラスに映っていたのは異国風の洋服に身を包んだ、金髪の美女。瞳はエメラルドグリーン。

　顔の雰囲気や年齢はそこまでリアルと変わっていないものの、髪と目の色に合わせた調整が施されており、どこか幻想的な美しさへと仕上がっている。

　異国風の質素な衣装も相まって、お忍びで町にやってきた王女といった風ふう貌ぼうである。

「体形は元のまま……いえ、一部増量されているわね。素晴らしい仕事だわ、ジェネシス・オメガ・オンライン！　これなら現実の私を忘れて、思う存分遊ぶことができそう！　さて……」

　まずは何をすればいいのかしら？　と動こうとした途端、ヨハンの周囲にいくつものＰＯＰが出現した。

　メニュー、お知らせ、通知など。どれから手をつけていいのかわからなかったので、とりあえずステータスを開くことにした。






名前：ヨハン　Ｌｖ：１　　職業：召喚師サモナー




ＨＰ：30／30

ＭＰ：50／50

筋力：20

防御：20

　魔力：20（＋１）

　敏びん捷しよう：20

　器用：20




【装備】

　頭　：

　胴　：

　右手：最初の杖つえ

　左手：

　足　：

　装飾：　装飾：　装飾：




【スキル】

　【初級召喚術】








「うふふ、いい感じね。それじゃあ早速バチモンと遊びたいところだけど、どうすればいいのかしら？」

　何をするべきかわからず、途方にくれてしまう。

　すると、一人のプレイヤーが近づいてきて、話しかけてきた。

「おいおい新人が来たかと思ったら、大人じゃねーか。いい歳としこいてゲームかよ」

　ヨハンがムッとしながら振り返ると、そこには厳いかめしい装備に身を包んだプレイヤーが立っていた。

　その男の年齢は三十代後半に見える。「貴方あなたも十分いい歳でしょう？」と言いたい気持ちをぐっと堪こらえた。

「おいおい無視か。人がせっかく初心者のお前に、色々教えてやろうとしてるのによぉ」

　失礼な男の頭上にはプレイヤー名とレベルが表示されている。

　名は【ズワイガニ】でレベルは38。十分にこのゲームをやりこんだプレイヤーだろう。

　だが、初対面の人間への接し方がなっていないなと感じたヨハンはきっぱりと断る。付き合うに値しない人物と判断したためだ。

「結構です。それじゃあ」

「テメェ。人が親切にしてやってるのに、その態度はねぇよな。ゆとりか？　お？　来い、礼儀ってやつを教えてやるぜ」

（えぇ!?　この人しつこい）

「やめなさい！」

　ヨハンが困っていると、凜りんとした声が響く。声の方を見ると、全身青い装備に身を包んだ高校生くらいの女子が仁王立ちしていた。

　黒く長い髪が風に靡なびいている。

　強者の風格漂う少女の視線に怯ひるんだズワイガニは「チッ」と舌打ちをすると、あっさりとどこかへ消えていった。

「大丈夫でした？」

　と、少女が今度は心配そうな顔でヨハンに近づいてきた。

　青いレオタードを基本とし、白い短パン、そして左の肩から空色のマントを装備している。明らかに質の違う装備をつけている彼女のレベルは50と表示されていた。

『ジェネシス・オメガ・オンライン』の現在の最高レベルは50なので、先ほどのズワイガニ以上にやりこんでいるプレイヤーということになる。

「大丈夫です。本当に助かりました」

　ヨハンがお礼を言うと、少女は「よかった」とにっこり笑った。

（この子、カッコ可愛かわいいわ！）

　ついヨハンが見み惚とれていると、少女は手を差し出してきた。

「私、ゼッカと言います。お姉さんは？」

「私は哀か……ヨハンよ。さっきは本当にありがとう。とても困っていたのよ」

　差し出された少女の手を握り返す。うっかり本名を言いそうになったがなんとか堪こらえた。

「助けられてよかったです。あの人、このゲームでもかなり悪名高いプレイヤーなんですよ。でも、あんな人ばかりじゃないので、このゲームのこと、嫌いにならないでくださいね？」

　ゼッカはとびきりの笑顔でそう言った。

（ああ、この子は本当に、心の底からこのゲームを楽しんでいるんだな）

　ゼッカの輝く笑顔を見て、ヨハンは思った。そして、この子になら安心して相談できると確信し、バチモンの件を聞いてみることにした。

「バチモンイベントですね！　それなら、プレゼントボックスを開いてみてください」

「ええと……ここね！」

　ゼッカに言われたとおり、メニュー画面からプレゼントボックスを開く。すると、そこには様々なアイテムが並んでいた。

　スタートダッシュ応援キャンペーンやログインボーナスが並ぶ中、ヨハンの目は【バチモンコラボイベント開催記念品】に留まる。

　それをタップすると、手元に卵を模した形のおもちゃが出現する。

「召喚獣は普通、クリスタルに入っているんですけど、コラボ系はコラボ元のアイテムの形をしていることが多いんですよ」

「へぇ……それは素晴らしいわね」

「細かいですよねぇ、私このゲームのこういうところが大好きで。この卵型のおもちゃも、私が生まれる前に流行はやっていたらしいですよって……どうしたんですかヨハンさん!?　どこか痛いんですか!?」

「し、心配しないでゼッカちゃん。大丈夫、私は大丈夫よ。私の幼少期にゼッカちゃんが生まれていないという事実に思わぬダメージを食らっただけよ」

　バーチャルモンスターが初めて世に出たのは、二十年以上前。当時流行っていた携帯型育成ゲームの一つであった。卵型のおもちゃに入っているバーチャルモンスターはお世話をしたり戦わせたりすることで進化し、姿を変えていく。

　そして二十年前にはバチモンのアニメが放送され、大人気を博した。実はヨハンもアニメからバチモンを知ったのだ。

　二十年前のあの日。

　何の前情報もなしにアニメのオープニング映像を見たヨハンは、一瞬でその世界観の虜とりことなった。それからは父の目を盗んではバチモンを視聴し、心を躍らせていた。

「じゃあ、当時ヨハンさんもこれを持っていたんですか？」

「ああ……うん。持ってた……持っていたんだけど」

「……？」

　ヨハンの──圭けいの苦い記憶が蘇よみがえる。

　当時八歳だった圭は、お小遣いでバーチャルモンスターを購入し、日々育成に励んでいた。

　当時の圭にとって、バチモンは宝物で、どこに行くにも手放さない、相棒のような存在だった。単純なゲームではあったものの、液晶の中で動くモンスターに本物の命を感じ、大切に育てていた。

　だが小学四年生に上がった頃。不注意で、大事なバチモンが父親に見つかってしまった。

　未いまだにおもちゃを卒業できない、どういうことだ？　と父親に叱られ、目の前でバラバラに壊されてしまったのだ。

「別に勉強をサボってたとか、そういうわけじゃないんだけどね。ごめんね。つまらないよねこんな話……ってゼッカちゃん!?　どうして泣いてるの？」

「ゆ、許せないです！　ヨハンさんのお父さんだろうと、私は怒ってます！　酷ひどすぎですよ、子どもの宝物を勝手に壊すなんて！」

「ゼッカちゃん……」

　ヨハンは驚いていた。初対面の自分のためにここまで悲しんでくれている少女の優しさに。

　そして、当時の自分はどうだったかと振り返る。

　あの時の出来事は、今でも思い返すだけで辛つらくなる。だから、当時の自分は、早く大人になろうとしたはずだ。父の言う、立派な大人になろうとしたのだ。

　大人はアニメや漫画なんて見ないし、ゲームのキャラを生き物のように扱ったりはしない。所しよ詮せんデータだと。たとえ生きているように見えても、それはただのプログラムだと、自分に言い聞かせていた。

　おそらく自分は、【ゲームやアニメは子どものための幼稚なモノ】という価値観に縛られていた、最後の世代なのだろうとヨハンは思う。

　下の世代、たとえば妹の世代は普通に高校生や大学生になってもそういった文化に浸っているところを見てきたからだ。

　それを羨うらやましく思うことはなかった。なかったはずだ。だが、ヨハンは当時の自分の代わりに泣いてくれている少女を見て、ようやく本心に気が付く。本当は自分も、そうありたかったのだと。

　胸を詰まらせながら「ありがとうね」と伝えるとゼッカは泣き止やんで、今度は満面の笑みを浮かべる。

「これ、きっと運命ですよ！　二十年の時を超えて、ヨハンさんの相棒がＧＯＯ（ジェネシス・オメガ・オンラインの略称）に復活したんです！」

「ちょっと大げさな気がするわ……」

「大げさなんかじゃありません！　ああ、そんなエピソードを聞いたら、私までワクワクしてきました。ヨハンさん、早速召喚しましょう」

「えっ、ここで召喚できるの？」

「できます！　戦いはできないけど、喚よび出すだけならできるんです！　さぁ、大声で、カッコよくいきましょう！」

　ゼッカは興奮した様子で召喚獣の使い方を教えてくれる。本体を手に取り、スキル名を叫ぶだけで召喚できるらしい。

　しかし。

「ちょっと恥ずかしいわ……」

　ゲームの台詞せりふを叫ぶというのは、真面目に社会人として生きてきたヨハンにとってはかなり勇気のいる行動だ。

「何を言っているんですか！　勇気を出してください。相棒が待ってますよ」

「勇気……そうよね！」

　卵型のおもちゃを握る手に、ぐっと力が宿る。

「召喚獣召喚！　現れよ──ヒナドラ！」

　ヨハンの台詞に反応し、【初級召喚術】のスキルが発動する。

　地面に幾何学的な魔法陣が浮かび上がると、その中から小さな子竜型のモンスターが出現した。

「もっきゅ！」

　子竜型とはいっても、そのデザインは独特だ。丸っこいシャチのような身体からだで、アイパッチにあたる部分からは角が生えている。その姿は、ヨハンが昔からよく知るものだった。

「ほ、本物みたいだわ……」

　ヨハンは思わず抱き上げる。ヒナドラはくすぐったそうに「もきゅ」と鳴く。

　その姿はアニメで見た姿と全く同じで、ぬいぐるみのようなもふもふの感触の中に、確かに生き物としての体温がある。

　遠い昔。子どもの頃に自ら捨ててしまった、何か大事なものが、ヨハンの中に蘇っていく。

「こんなに、軽かったのね」

「もきゅ？」

　丸い瞳ひとみで疑問符を浮かべるヒナドラに、潤んだ瞳を隠すように顔を埋うずめ「なんでもないよ」と返す。

「久しぶりの再会ですね」

　ゼッカの言葉にうんと頷うなずく。

　すると、ヒナドラはヨハンの腕を飛び出して、肩までよじ登ると、ヨハンの顔に横から抱きついた。

「大丈夫ですかヨハンさん!?　もしかしてこの子、人間を食べる系のモンスターですか!?」

「そ、そんな設定はないはずだけど。設定、設定……あっ」

　その時、ヨハンは思い出す。

　子どもの頃に見ていたアニメ【バーチャルモンスター】。その作中でヒナドラは、よくパートナーである少年の顔に、思いっきり抱きついていたことを。

　その行動を、作中ではこう呼んでいた。

「親友のしるし……」

「もっきゅ！」

　だが作中でのこの動作は、少年とヒナドラの仲がよくなってから行われる。少なくとも初対面で行われるものではない。

（この子とは今日初めて出会ったはずなのに……）

　愛いとおしそうに自分を抱きしめてくれる子竜の姿が、かつて握りしめていた宝物の中にいた、親友と重なった。

「二十年……か。随分時間が経たってしまったのね」

「もきゅー？」

[image: ]

「ヒナドラ……あの時、守ってあげられなくてごめんね」

「もっ！」

　ヒナドラはヨハンを励ますように、頭をポムポムと叩たたいた。まるで、

「気にするな！」

　とでも言っているかのように。

「うふふ、ありがとうね、ヒナドラ。よし。それじゃ、めでたく再会したところで……早速このゲームを遊び尽くすわよ！」

「もーっ！」

　ヨハンとヒナドラ、そしてゼッカも加わって。

　仲良く「おーっ!!」と拳こぶしを天へと突きあげた。




　　　　＊＊＊＊＊




　ゼッカの教えにより、ヨハンはバチモンコラボイベントの概要を完全に把握した。

　メニューからイベント専用エリアにワープし、そこでコラボ限定の召喚獣を操り、【バーチャルモンスター】のアニメの名シーンを再現した戦闘を四回行う。

　一周ごとに、バチモンコラボ限定の召喚石が一つと、アイテムと交換可能なポイントが貰もらえる。

　召喚師サモナー以外にはあまりおいしいイベントとは言えないことから、過疎気味になっている。だがソロ専用のイベントなので、ヨハン一人でも問題なく遊べるそうだ。

「色々ありがとうゼッカちゃん。貴方あなたに会えて良かったわ。早速イベントに行ってくるわね」

　本当に世話になったと、頭を下げて礼を言うヨハン。

「そ、そんな。初心者に優しくするのは古参の義務ですから……それと、あの」

　ゼッカは急に顔を赤らめ、もじもじし出す。

「あの、私とフレンド登録してくれませんか？　また、お姉さんと遊びたいです」

（う～ん。バチモンイベント以外興味ないから、迷惑をかけたくないしなぁ）

「駄目……ですか？」

（涙目が可愛いわ……）

「オッケーよ！」

「やったー！」

　フレンド登録を済ませると、ゼッカは手をブンブン振って去っていく。その姿を見送ってから、改めて手の中にある卵型の召喚石を見つめる。

　二十年前に夢見ていたような心躍る冒険の予感が、ヨハンの胸を熱く燃え上がらせていた。








一章　ユニーク装備









　ゲーム開始から一週間。

　仕事終わりの貴重な時間を使い、圭はバーチャルモンスターのコラボイベントを楽しんでいた。いやむしろ、コラボイベントしかやっていないと言った方が正しいだろう。だが──。

「…………」

「あれ、ヨハンさんどうしたんですか？　こんなところで」

　はじまりの街の広場で狐きつねにつままれたような顔で立っているヨハンに、ゼッカが不思議そうに話しかける。

「ああ、こんにちはゼッカちゃん」

「こんにちは！」

「困ったことになったのよ。いつものようにバチモンのイベントを楽しんでいたのだけど……急にこの広場に戻されてしまったの！」

　ヨハンの叫びを聞いて、ゼッカは「あー」と言葉を漏らす。そして言い辛そうに口を開いた。

「ヨハンさん、悲しいお知らせです」

「え？」

「バチモンのコラボイベント、今日のお昼でおしまいです」

「そ、そんなー!?」

　バチモンコラボイベントは期間限定である。その期間が終了したため、イベント限定エリアから強制的にはじまりの街まで戻されたのだ。

「じゃあもう、二度と遊べないの？」

「残念ながら……」

「そんな……」

　ここ数日、仕事の疲れをこのゲームで癒やしていたヨハンはこの世の終わりのような顔をする。

「私はこれから一体、何を糧に生きていけばいいのかしら……」

「あはは！　大げさですよヨハンさん」

「……」

「あれ、もしかして本気で落ち込んでいる!?」

　ちょっと大げさに落ち込んで見せているだけなのかと思ったゼッカはヨハンのリアクションが本気なのだと気づいて、大慌てで慰めに入る。

「な、何言ってるんですか！　ヨハンさんには相棒の……ヨハンさんだけのヒナドラがいるじゃないですか！」

「……っ!?　そうよ、そうだわ！」

　イベントで手に入った召喚石は、イベントが終わっても消えることはない。ヨハンの下に残り続ける。

「それにヨハンさん、ずっとイベントを周回していたんですよね？　だったら限定召喚獣、コンプリートできたんじゃないですか？」

「ええ、それはもう完かん璧ぺきよ」

　ヨハンはドヤ顔をしながらメニュー画面を開き、大してアイテムの入っていないストレージをゼッカに見せる。

「【クロノドラゴン】１個、【メタルブラックドラゴン】２個、【ワーフェンリル】６個、【サイバーエンジェル】３個、【バスタービートル】１個、【メテオバード】５個、【イヌコロ】６個、【ヒナドラ】７個……え、ヨハンさん一体何周したんですか？」

「平日はあまり遊べなかったから、三十周くらいかしら」

「えぇ……」

　ゼッカはコラボイベントのスキップ不能かつ、まぁまぁ長いイベントムービーを思い出し、ぞっとする。いくら好きなアニメとはいえ、三十回も見るなんて信じられない。

「アニメを再現しながら遊んでいたから、余計に時間がかかってしまったわ」

「再現……？」

「ええ、敵を倒す順番とか、トドメの技とか。ほら、再現していると、アニメの台詞を当時の声優さんが言ってくれるじゃない？」

「知らなかったですその機能」

「だからね、頑張って再現していたのよ！」

　難なく答えるヨハンに恐ろしさを感じ、ゼッカの顔が引きつった。

　バチモンイベントは召喚獣に後ろから指示するだけのイベントなので、プレイヤーのレベルが絡まない。その分、経験値も手に入らないところが不人気の要因の一つだ。

　その上イベントムービーも差し込まれるので、クリアするのには時間がかかる。

　それを三十周。できなくはないだろうが、自分は絶対嫌だなと思うゼッカだった。

「ところでゼッカちゃん、質問があるのだけど」

「はい、なんですか？　なんでも聞いてください！」

「うん。ヒナドラとイヌコロは召喚できるんだけど、それ以外のバチモンを召喚できないのよね。何がいけないのかしら？」

「ああ、それはですね」

　ゼッカはこのゲームにおける召喚獣の仕組みを教えてくれる。

　召喚獣は強さによって【初級】【中級】【上級】に分かれている。そして、ヨハンの職業である召喚師サモナーの初期スキル【初級召喚術】で召喚できるのは、【初級】のヒナドラとイヌコロまでなのだ。

【中級】を喚よび出したければ【中級召喚術】を、【上級】を喚び出したければ【上級召喚術】をそれぞれ習得しなければならない。

「え、でも待って。それじゃあこれは？」

　ヨハンは並べられた卵型おもちゃの見た目をした召喚石の一つを指さす。その召喚石に入っている召喚獣はクロノドラゴンだ。

「このクロノドラゴンだけ、【超級】って表示されるんだけど」

「コラボイベントで【超級】!?　そんなまさか!?」

　ゼッカが驚いた様子でクロノドラゴンの召喚石を覗のぞき込む。

「ほ、本当だ。まさかコラボイベントで【超級】が入手できるなんて……」

「そんなに凄すごいの？」

「凄いですよ。上級召喚獣の上をいく、究極の召喚獣です」

　ゼッカの驚き具合から、【超級】の凄さを知り、嬉うれしくなるヨハン。

　クロノドラゴンとは、バーチャルモンスターにおけるヒナドラの最終進化形態であり、最強の姿なのだ。

「超級召喚獣は【初級】・【中級】・【上級】までと違い、それぞれに個別の召喚方法が定められています。その方法は、ヨハンさんの手で見つけるしかない……すみません。お役に立てなくて」

「そ、そんないいのよ。頭を上げて？　それにね……」

　ヨハンはクロノドラゴンの召喚石を手に取る。そして、昔を思い出すような表情で語る。

「クロノドラゴンはね、ヒナドラの最終形態なの。ヒナドラからブラックドラゴン。ブラックドラゴンからメタルブラックドラゴン。最後にクロノドラゴンに進化するの」

「おお、進化！　モンスターもののお約束ですね！」

「うふふ、そうよ。でもね。子どもの頃の私はゲームが下手くそで、とうとうヒナドラをクロノドラゴンまで進化させてあげることができなかった」

　昔のゲームとは、時に理不尽な難易度が設定されていることがある。バーチャルモンスターにおいてのクロノドラゴンもそうであった。

　緻ち密みつなスケジュールを組み、一つの育成ミスや敗北も許されない。そこまでやってようやく進化することができる存在だった。

「だから、いつか自分の力で、クロノドラゴンを喚び出してみせるわ。今度こそ……必ず!!」

「それがヨハンさんの、今後の目標ですね。応援してます！」

「うふふ、ありがとう。でも、まずは【中級】の子たちからかしらね？」

「はいっ！　まず、ヨハンさんは【中級召喚術】習得を目指すべきです。そのためには、第二層へ行って、ランキングイベントへの参加権を得ないといけません」

　ゼッカの話をまとめると、【中級召喚術】を習得するまでの流れはこうなる。





　１、【虫のダンジョン】を攻略し、第二層へと進む。

　２、第二層に進むことで、月に一、二回ほど開催されるランキングイベントに参加できる。

　３、ランキングイベントでポイントを稼ぎ、それを使って【中級召喚術】を習得する。






「み、道のりは長そうね……」

「大丈夫です。大体の人は一ヶ月くらいで二層まで行けますから！」

　もちろんゼッカのこの発言はゲーム慣れした人間の感覚によるものである。ゲーム慣れしていないヨハンにとっては茨いばらの道だった。

　不安そうなヨハンの顔色を察し、ゼッカは申し訳なさそうに口を開く。

「本当は手伝いたいんですけど、次の階層へ行くためのダンジョンは一度クリアすると入れなくなっちゃって」

「いいのよ、気にしないで。バチモンたちと、のんびり攻略を楽しむから。色々教えてくれてありがとう。本当に助かっているわ」

　ヨハンの言葉にぱっと顔を明るくするゼッカ。

「あ、そうだ！　これよかったら使ってください。私は使わないので」

　ゼッカはストレージから三つの石を取り出した。透明な石の中央には人形のようなモンスターが閉じ込められている。これが本来の召喚獣のクリスタルなのだろうと理解し、ヨハンは尋ねた。

「いいの？」

「いいんです。私は使えないですし。これ【召喚師サモナースタートセット】って言います。攻撃、守備、搦からめ手ての三種のモンスターが揃そろっています。バチモンだけじゃ攻略は難しそうですから、役立ててください」

「ありがたいわ。遠慮なく頂くわね」

　ヨハンは受け取った召喚石をストレージに入れる。

　ゼッカは新しい召喚獣の使い方をヨハンに説明し、用事があるからと、ログアウトしていった。

「さて、早速その【虫のダンジョン】に向かおうかしら……あら？」

　初心者のヨハンが無謀なことを言っていると、プレゼントボックスに何かが届いている。ログインボーナスはちゃんと受け取ったので、新しく何かが送られてきたようである。

「何かしら？」とタップすると、送られてきたのは装備品のようだった。






《ユニーク装備》

　ゲーム内において設定された特殊な条件を満たした者に贈られる特典。




【カオスアポカリプスシリーズ】頭・胴・右手・左手・足

　防御＋50　譲渡不可・破壊不可・売却不可




　装備スキル：暗黒の遺伝子

　○装備したプレイヤーが所持している召喚可能な召喚獣のスキルを全て発動することができるようになる。




《入手条件》

　期間限定コラボイベント：バーチャルモンスターにおいて、原作再現状態でのクリア回数が最も多いプレイヤーに贈られます。バーチャルモンスターを好きでいてくれてありがとうございました。








　装備名となっているカオスアポカリプスとは、アニメ版【バーチャルモンスター】のラスボスで、全てのバチモンの技や能力が使えるという最強の敵の名前だ。コラボイベントはアニメの半分くらいまでの場面しか再現されていないので、登場しなかったキャラクターである。

　そのラスボスをモチーフとした鎧よろいというわけであるが、ヨハンの心中は複雑だ。

「何な故ぜラスボスの装備を作ったの？　普通主役で作らない？」

　だがせっかく貰もらったのだからと、一度装備して、姿を確認してみることにした。






　名前：ヨハン　Ｌｖ：１　職業：召喚師サモナー




　ＨＰ：30／30

　ＭＰ：50／50

　筋力：20

　防御：20（＋50）

　魔力：20

　敏びん捷しよう：20

　器用：20




【装備】

　頭　：カオスアポカリプス

　胴　：カオスアポカリプス

　右手：カオスアポカリプス

　左手：カオスアポカリプス

　足　：カオスアポカリプス

　装飾：　装飾：　装飾：




【スキル】

　【初級召喚術】








　装備を変更すると、防具なしの状態の証あかしである異世界風の服から、見た目が大きく変わる。

　鎧は全身黒のフルプレートで、顔も覆い隠されている。全体的に刺とげ々とげしい意匠は大元のカオスアポカリプスを意識していると言えるだろう。そしてアクセントのように金やメタリックレッドが使われ、そして兜かぶとの目に当たる部分は紫色に禍まが々まがしく発光している。

　さらに女性であるヨハンが装備したためか胸やくびれの目立つ女性的なデザインとなり、肩からはマントが垂れ下がっている。

「これ、どう見ても悪役よね……しかも最後の方に出てくるやつ」

　ヨハンの脳内には、現在甥おいっ子こがハマっている特撮番組ウルトラ仮面の敵キャラが浮かび上がる。

「可愛かわいくないわね……前の服の方が好きだわ。強いというのはわかるのだけど。一気に防御力が50も上がったし」

　と、ヨハンはラスボスのような格好で一通り悩んだ後、

「まぁ可愛い装備は後でもいいでしょう。まずは【中級召喚術】を取らないとね」

　そして、まずは様子見よね！　と大した準備もせずに【虫のダンジョン】へと向かった。




　　　　＊＊＊＊＊




「あれが【虫のダンジョン】かしら？」

　洞どう窟くつのような入り口を守るように、昆虫の石像が並んでいる。

　ちなみにヨハンは今、装備を外している。理由はカオスアポカリプスを着ていると、色々な人にジロジロ見られるからである。

　特に顔を覆い隠す兜の威圧感が凄すさまじいらしく、目が合っただけで逃げ出すプレイヤーもいるほどだ。一応兜は装備したまま非表示にできるのだが、目立つことには変わりない。

　なので、外では初心者の服を着て、ダンジョンに入ったら着替えようという腹積もりである。

「まるで古代遺跡みたいね……って、あれ？　入り口に誰かいるわね」

　隠れて様子を窺うかがうと、入り口に四人のプレイヤーが立っていて、丁度ダンジョンに入っていくところのようだ。

　全員が小学生くらいに見える男子。おそらく友達同士で遊んでいるのだろう。

　腰に剣を差した剣士セイバー職と思われる少年が二人。魔法使いウイザードの服を着た少年が一人。そして最後の一人は破壊者クラツシヤーの職業だろうか、グレーのパーカーに頭だけを鉄てつ兜かぶとで覆っている。

　パーティーバランスなんて知るか！　これぞ小学生男子と言わんばかりの攻撃一辺倒な組み合わせである。

「今日こそここを越えて、第二層に踏み込むぞ！」

「おうよ！」

「待ってろボス！」

　彼らが意気込んで入っていく姿を微笑ほほえましく見守るヨハン。

（遠足みたいで可愛いわ。あと数年もしたら甥っ子君もあんな風になるのかしら）

　可愛がっている甥っ子の未来を想像していると、背後に妙な気配がした。

「ギュギュグ」

「うえっ……モンスター!?」

　振り返ると、そこには体長１メートルほどのダンゴムシの姿をしたモンスターがいた。

　頭上に表示されているモンスター名は【ダンゴロン】。高い防御力を持つモンスターである。

　ヨハンは急いで召喚石を取り出す。

「召喚獣召喚！　──ヒナドラ！」

　幾何学的な魔法陣の中から、意気揚々と子竜が出現する。

「さぁヒナドラ。私たちの初バトルよ！」

「もきゅ！」

　やる気に満ちたヒナドラが、敵に攻撃を仕掛けようと前に出る。だがそれよりも早く、敵が動く。

「ギュギュグ」

　身体からだを丸めると、そのまま転がってきてヒナドラに体当たりする。赤いダメージエフェクトが光ると、ヒナドラの頭上のＨＰバーが凄すさまじいスピードで減っていく。

「嘘うそでしょ……一撃？　いえ、耐えたわ！」

　ヒナドラはＨＰ残り１でなんとか耐える。

「ふふ、甘いわねダンゴロン。私のヒナドラにはスキル【ガッツ】があるのよ！」

　敵モンスターに対してドヤ顔を決めるヨハン。【ガッツ】とはＨＰが０になるダメージを受けても一度だけＨＰを１ポイント残して耐え、さらにそこから十秒間無敵状態を得る、ピンチをチャンスに変える逆転のスキルなのだ。

「今のうちよ、ヒナドラ。反撃の【ブラックフレイム】！」

「もっきゅー！」

　ヒナドラは黒い炎を吐き出すスキル【ブラックフレイム】でダンゴロンを攻撃。炎を弱点とするダンゴロンのＨＰは一瞬でなくなり、粒子となって消滅した。

　そしてレベルアップを告げるＢＧＭが流れ、ヨハンは新しいスキルを習得した。






【シフトチェンジ】

　召喚獣と自分の位置を入れ替える。

《入手条件》

　プレイヤー自身の召喚獣を使った戦闘で勝利。










【視覚共有】

　召喚獣が見ている景色を表示することができる。

《入手条件》

　プレイヤー自身の召喚獣のみを使って戦闘に勝利する。








「これ、ゼッカちゃんが言ってた召喚師サモナー必ひつ須すスキルよね。こんなに早く手に入るなんてラッキーだわ。あなたのお陰よ～ヒナドラ！」

「もっきゅ！」

　勝利したヒナドラを抱きかかえつつ、新しく入手したスキルを確かめていると、召喚していたヒナドラが声をあげる。何事かとその姿を見ると、ヒナドラの姿が薄くなっている。どうやら今の戦いでＭＰを使い切ったようだ。

　召喚した召喚獣はＨＰを０にされれば消滅するが、ＭＰが０になっても消滅してしまう。ＭＰはスキルの使用、そしてフィールドに現れているだけでも徐々に減っていく。

　ヒナドラは【ブラックフレイム】という強力な攻撃スキルを持っているが、そのＭＰ消費量はとても多い。【ブラックフレイム】一発と時間の経過が合わさって、ＭＰを使い尽くしてしまったのだろう。

　そして一度召喚した召喚獣を再度召喚できるようになるまで、一時間ほどのクールタイムが必要だ。

「お疲れ様、ヒナドラ。ありがとうね」

　消えゆくヒナドラを優しく見送った。

　そして消滅したヒナドラの召喚石がストレージに戻ったのを確認すると、別のヒナドラの召喚石を取り出し迷うことなく召喚した。

「もっきゅ！」

「うふふ。まだまだ、たくさんいるのよ。最高だわ!!」

　ヒナドラを七体持つヨハンには、あまり気にならないシステムだった。

「さて、【虫のダンジョン】に入りたいところだけど。まだあの子たちが入ったばかりよね。少し、時間を潰つぶす必要があるわね……よし。遊びましょうか、ヒナドラ」

「もっきゅー！」

　ヒナドラが嬉うれしそうにぴょいんぴょいんと跳ねる。

　召喚師サモナーという職業は、持っている召喚獣の数とバリエーションが強さに直結する。再び召喚可能になるまで一時間かかる召喚獣を、ダンジョン攻略前に一緒に遊ぶという目的で喚よび出すのは、ヨハンくらいだろう。

　だが暇さえあればバチモンと戯れたいのが、ヨハンなのである。イベントを周回し、多くのバチモンを手に入れたヨハンだからこそできる、贅ぜい沢たくな暇つぶしだった。




　三十分ほどヒナドラと遊んだヨハンは、いよいよ【虫のダンジョン】に突入する。

「わっふ！」

　小型犬の姿をしたバチモン【イヌコロ】を喚び出したヨハンは、手探りでダンジョンを進んでいた。イヌコロを喚び出したのはスキル【もの拾い】を持っているからである。

　シベリアンハスキーの子犬のような姿をしたイヌコロは、嬉しそうに尻尾しつぽをブンブン振り回しながら先へ進む。

「わんわんわん！」

「そう、ここにあるのね」

　イヌコロが示す場所に手を触れてみると、エフェクトと共に宝箱が出現する。

「って、また召喚石なのね……しかも同じヤツだわ」

　このイヌコロ、先ほどからいくつもアイテムを見つけてくれるのだが、その殆ほとんどが召喚石なのである。

　しかも全部【マジックゴーレム】と呼ばれる初級召喚獣。保有スキルが一つしかない、低レアの召喚獣である。

　──ピコン！

　拾い上げた召喚石をアイテムストレージに仕舞うと、ヨハン自身にもスキル発動のメッセージが表示される。

　見回してみると、少し先の地面が光って見えた。

「ふふ、私も見つけたわよ、イヌコロ」

　そう。ラスボスのようなビジュアルをした鎧よろいカオスアポカリプスの保有する装備スキルにより、ヨハンは召喚可能な召喚獣のスキルを全て使用、発動することができる。

　つまり、イヌコロの持っているスキル【もの拾い】をヨハンも使用できるのだ。

　それに気が付いたヨハンはイヌコロと「どっちが多くアイテムを見つけられるか競争よ！」とダンジョン内を探索していたのだが、ここで一つの事実に気が付いた。

「なんか、私の方が隠しアイテムを見つける回数が多くない？」と。

　そして色々考えた結果、ヨハンは一つの結論にたどり着く。もしかして、スキルの効果が重複しているのでは？　と。

　ヨハンの【イヌコロ】の所持数は６個である。つまり【もの拾い】のスキルを６個分、常に同時に発動している状態なのではないかと。

「だとすると強すぎる気がするけど……」

　けれどまぁ、このゲームはこのくらいの強さが普通なのかもしれないわね……と考えながら宝箱を開ける。

　ゲーム経験が殆どないヨハンは、ゲームバランスには疎かった。

「ひぇ、また【マジックゴーレム】。これで11個目じゃない……」

　流石さすがにいらないなぁと思いストレージに入れようとしたが、その時メッセージが表示される。

『【マジックゴーレム】は所持数が限界です』

「ああそうか。召喚石は一つの種類につき10個までしか持てないんだっけ」

　ゼッカに聞いていた知識を思い出し、肩を落とした時。進行方向の角からぞろぞろと人がやってきた。

　それはさっきこっそり見送った、四人の小学生だった。

（なるほど。全然モンスターに遭遇しないと思っていたけど、この子たちが全部倒しちゃったのね）

　と一人納得していたヨハンだったが、少年たちはそんなヨハンを訝いぶかしげに見つめると、やがて口を開いた。

「おい、その装備どこで手に入れた？」

「お前レベル２だろう？　何な故ぜそんないい装備を持ってるんだ？」

「ちょうだい」

「あー」

　可愛かわいいと思っていたが、どうやら礼儀がなってないクソガキタイプの小学生だったかぁと一人落ち込む。現実の小学生男子はドラマや漫画のように可愛くはないのである。

　一か八か戦って勝てないかと、ヨハンはちらりと相手の名前を見やる。このゲームでは意識して相手プレイヤーを見つめると、プレイヤーネームとレベルが頭の上に浮かんで見えるのだ。




　オウガ　Ｌｖ：15

　ゾーマ　Ｌｖ：16

　ユウヤ　Ｌｖ：14

　パンチョ　Ｌｖ：15




（全員レベル10以上かぁ……無理ね。勝てそうもない。これは穏便に済ませないと）

「あのね、この鎧はイベントで手に入れたものなの。だからもう手に入らないのよ」

「ちっ、残念だ……おい行こうぜ」

　リーダー格と思われるオウガという少年は立ち去ろうとするが、残り三人はまだ納得できないようだ。それぞれ武器を取り出す。

「お、おいダセー真似まねやめろって」

「「「オラオラ行くぜー」」」

　そんなオウガの制止も聞かず、三人が襲いかかってくる。

「きゃあ！」

「わんわんっ！」

　だが襲いくる少年たちの前にイヌコロが立たち塞ふさがる。

（い、イヌコロが私を守ってくれている！）

　とヨハンがトキめいていたのも束つかの間。

「はは、なんだこの犬！」

「出てくんなよ雑ざ魚こがよぉ！」

「食らえー」

　初級召喚獣のイヌコロはレベル10程度のステータスを持っているが、少年たちの数の暴力により、一気にＨＰを削られる。第二のスキル【ガッツ】を使うものの、攻撃スキルのないイヌコロでは、分が悪い。反撃の牙きばは届くことなく、イヌコロは粒子となって消滅した。

「あっ……」

　ヨハンは普段あまり腹を立てるタイプの人間ではない。

　仕事で後輩がミスした時も、冷静に対処し、決して叱ったりはしない人間である。だが今回の理不尽な仕打ちには、かなり頭に来た。大好きなバチモンが罵ば倒とうと共に撃破されたせいだろう。子ども相手に本気で怒るなんて大人げない。理性的であろうと笑みを浮かべるが、それでも、怒りが隠しきれない。

「君たち酷ひどいなぁ。お姉さん、ちょっと悲しいなぁ」

「うっせぇババァ」

「装備置いていけ」

　怒っているのは大好きなバチモンを倒されたからである。ババアと言われたからではない。念のため。

　ヨハンは襲いかかってくる少年たちに向けてスキルを発動する。




「──【ブラックフレイム】！」




　ユニーク装備のカオスアポカリプスが持つ装備スキル【暗黒の遺伝子】により、ヨハンは手持ちの召喚可能な召喚獣【ヒナドラ】のスキルである【ブラックフレイム】を発動させた。

　ヨハンの右手から放たれた黒い炎は襲い来る小学生たちのうちの一人、ゾーマに命中すると、一瞬で全身に燃え広がる。ド派手に弾はじけるダメージエフェクトに、さっきまで怒り心頭だったヨハンのテンションが高まる。

（凄すごい！　青と黒のエフェクトがカッコいいわ～。あれ？　でもなんか、ヒナドラが使った時よりも演出が派手になっているような……？）

　ヨハンが異変に気づくと同時に、攻撃を受けたゾーマの悲鳴が聞こえた。

「うわああああ!?」

　ヨハンの一撃を食らったゾーマのＨＰが０になった。

「え……？」

　そしてゾーマの身体からだは光の粒子となって消滅する。

「あれ……なんでなの？」

　全員がこの事態に驚いていたが、中でも一番驚いていたのはヨハンだった。流石に勝てないだろうなぁ～と考えていたのに、黒い炎は一瞬で相手を消滅させたからだ。

（あ、もしかしてマジックゴーレムのスキル……？）

　ここでヨハンは、所持数限界まで拾い集めた【マジックゴーレム】のスキルを思い出す。






【魔力放出】

　永続効果。自身の魔力ステータスに＋50








（えっと……【マジックゴーレム】を10個持ってるでしょ？　【魔力放出】は魔力のステータスを＋50するでしょ？　それが重複して10個分だから……もしかして今の私、魔力の数値に＋５００されてる!?）

　それはレベル50の魔力極振りプレイヤーを超える数値だった。その凄すさまじい炎の威力に、他の少年たちは怯おびえる。そして、

「「「すみませんでしたー！」」」

　ぴゅーっとダンジョンの奥の方へ走り逃げていく。

「あ、待って……待ちなさい！」

　ヨハンはその背中に声をかけるが、追いつけそうもなかった。

「困ったわね。ちゃんと謝りたいんだけど」

　どう考えても先に仕掛けてきた小学生パーティーが悪い。だが怒りのままに放った攻撃が相手を倒してしまうという想定外の事態に、ヨハンは冷静さを取り戻す。

（ちょっと驚かせようとしただけなのに……）

　どうしたものかと考えていた時、ヨハンの脳裏に妙案が浮かぶ。

「そうだ……召喚獣召喚──ゴースト！」

　ゼッカから貰もらった初心者用の【召喚師サモナースタートセット】のうちの一体、ゴーストを召喚する。

　魔法陣から、白く可愛らしいデザインの幽霊が現れた。

　この召喚獣に戦闘能力はない。だが最初から便利なスキルを三つ保有しているのだ。

「ゴースト、【透明化】しながらあの子たちを【追跡】して！」

「……おーけー」

　ゴーストは頷うなずくと、その姿を消してしまう。おそらく少年たちを追いかけたのだ。

　ゴーストのスキルは三つ。






【透明化】

　自身を見えなくする。発動中は攻撃できない。

【追跡】

　対象をどこまでも追いかける。発動中は攻撃できない。

【単独顕現】

　召喚者から離れても消滅しない。








　と、偵察や追跡に特化した性能となっている。

「さらにさっき覚えたスキルの【視覚共有】を発動。お、ちゃんと追いかけているわね」

　先ほど入手したスキル【視覚共有】を発動すると、目の前に新しいウィンドウが開き、今ゴーストが見ている映像が映し出される。

　しばらく見ていると、座り込んで休憩している少年たちが映った。どうやら追いついたらしい。

「よし、それじゃあもう一つのスキルを発動……【シフトチェンジ】！」

　そして、ヨハンは召喚獣と自分の位置を交換するスキルを発動した。




　　　　＊＊＊＊＊




「はぁはぁ、一体どうなってんだよあのババァ」

「俺たちの中で一番レベルが高いゾーマが一撃って……ありえねぇだろ」

「ともかく今日はもう無理だ。ボスには明日また挑戦だな」

「あー明日無理」

「俺もー。塾のテストだわ」

　と、目下の危機であるヨハンからなんとか逃げ延びた小学生たちは雑談に興じていた。

　ボスに挑戦するつもりだったのだが、余計なことをしたせいで計画が台無しになってしまい、テンションは低かった。そしてそろそろ解散しようかという時、少年たちの前に、突如それは現れた。

「こんにちは！」

「「「ぎゃあああああああああああああ!?」」」

　何の前触れもなく、漆黒の鎧に身を包んだプレイヤー・ヨハンが目の前に現れた。

　兜かぶとから覗のぞく瞳ひとみは毒々しい紫色に輝いており、ここにいる全員を生かして帰すつもりはないのだと、少年たちは悟る。

　最も早はや取るべき策は一つだった。




　──ログアウト。




　少年たちは「どうか名前と顔を覚えられていませんように！」と願いながら、ゲームから現実へと帰っていった。

「あの……お友達を殺してしまってごめんなさいって……謝ろうと……思ったんだけど……」

　虚空に手を伸ばしながら、即座に全員が消えてしまった空間に呟つぶやくヨハン。

「え、私そんなに怖い？　ちょっと凹へこむわね……いや、そもそもこの装備が悪いのよ」

　いつか絶対に可愛い装備を作ろうと心に誓うヨハン。

「そういえば何も考えずに来ちゃったけど……」

　気が付けば、目の前には大きな扉がある。

　その扉は触れただけで、ゴゴゴと大きな音を立てて開いた。

「嘘うそ、これってボス部屋……？　こんなにすぐに!?」

　驚くヨハン。

　まさかこんなに早くたどり着くとは……レベル２で戦うのは無理では？　という考えが頭に浮かぶ。

　だが、これを倒せば【中級召喚術】に一歩近づく。【中級】のバチモンを召喚できるようになるには、避けては通れない道。

　それに、ＧＯＯのデスペナルティは所持金を半分失うだけ……と、非常に軽い。

「なら、一度ぶつかってみるのも悪くないか。それに……早く【中級】の子たちに会いたいしね。よし、行くわよ」

　ヨハンは両手をぐっと握りしめると、覚悟を決めて中に入った。

「ギチィィィ」

　扉を潜くぐると、そこはとても広い空間だった。中央には土が盛ってあり、その上には巨大なモンスターが待ち構えていた。

「クワガイガー……かなり大きいモンスターね」

　鉄でできたような黒いゴツゴツした身体に、電子回路のような模様が青白く光っている。

　さながら、クワガタロボといったところか。コラボイベントを除けば、今まで戦ってきたどのモンスターよりも強いだろう。

「ギチィィイイイイ」

　クワガイガーが不愉快な声を鳴らすと、身体中から電撃が迸ほとばしり、フィールド中に落雷が降り注ぐ。

「嘘……このクワガタ速い!?」

　そのあまりのスピードに対応できなかった。ヨハンのＨＰは一瞬で減り、残すところ１となってしまう。




『スキル【ガッツ】が発動しました』




　召喚獣のスキルを使えるヨハンに、【ガッツ】が適用される。

「助かった……十秒無敵の間に体勢を立て直して……って、ええ!?」

　身体が動かなくなっている。そして、自分のステータス欄に状態異常【スタン】と表示されていることに気が付いた。

【スタン】の状態異常は十秒間その場で動けなくなるというもの。【ガッツ】のメリットが死んだことになる。

「よし、動けるようになったわ！　召喚獣召か──きゃあ!?」

【ガッツ】による無敵状態と【スタン】が同時に解除された瞬間、再び雷攻撃がヨハンの身体を直撃する。これで終わりか……そう思った時。




『スキル【ガッツ】が発動しました』




「え？　どうして？」

　なんと再び【ガッツ】のスキルが発動したのだ。

（どうして？　【ガッツ】って一日一度までのスキルだったはず……もしかして！）

　ヨハンはマジックゴーレムの持つ【魔力放出】が重複していたことを思い出す。

（ひょっとして、【ガッツ】は召喚獣の数だけ使えるってこと!?）

　ヨハンの持つ初級召喚獣で【ガッツ】を持っているのはヒナドラとイヌコロ。その数は合計で13個。さっきの小学生たちとの戦いでイヌコロが一回。今二回発動したから、あと十回【ガッツ】を使える計算になる。

「でも【ガッツ】を使えたって……このままじゃ」

【ガッツ】で耐えたとしても、【スタン】を受けて動けなくなる。そして【スタン】が解除されれば、すぐさま次の雷攻撃が来てしまう。

「無限ループってやつよね……厳しいわ」

　この後もヨハンは、一歩も動くことができずに雷攻撃による【スタン】を食らい続けた。

「く……もう十回目……【ガッツ】も残り二回……」

　しかし、十度目の【スタン】を食らった時、状況が変わった。




『スキル【スタン耐性・小】を獲得しました』






【スタン耐性・小】

　スタン症状を50％の確率で無効にする。

《入手条件》

　一定時間内に十回スタンさせられる。








「こ、これなら！」

【ガッツ】による無敵、そして【スタン】が解除される。すると、再び回避できない雷攻撃を身体に受ける。




『スキル【ガッツ】が発動しました』

『スキル【スタン耐性・小】が発動しました』




「やった！　今度は動けるわ！」

　このチャンスを活かさない手はない。

　ヨハンはゼッカから貰った召喚獣の一体を喚よび出す。

「召喚獣召喚──スケープゴート！」

　幾何学的な魔法陣から、丸いぬいぐるみのような羊のモンスターが現れる。

　この召喚獣も特別なスキルを三つ持っている。そのうちの二つを使い、攻撃のチャンスを作る。

「スケープゴート、【増殖】よ！」

「メェー！」

　ヨハンの指示を受け、スケープゴートの身体からだが三つに分裂する。

【増殖】は自分の分身を二体生み出すスキルなのだ。さらにもう一つのスキルと組み合わせることで、絶大な効果を発揮する。

「続けて【デコイ】を発動よ！」

　三体のうちの一体に発動させた【デコイ】は、一定時間、敵の攻撃を引きつけるスキルだ。

「ギィイイイイイイイ」

【デコイ】の効果によって、フィールド中に降り注いでいたクワガイガーの雷撃は、スケープゴートに集中する。ヨハンの狙い通りだった。

「メェエエエエ」

　雷撃を食らったスケープゴートの消滅を確認すると、次のスケープゴートに【デコイ】を発動させる。これであと一回、敵の攻撃を無力化できる。

「──【ブラックフレイム】！」

　その隙に、ヒナドラのスキル【ブラックフレイム】を敵に打ち込むヨハン。

【魔力放出】の重複により５００を超えた魔力ステータスから放たれる炎のスキルは、クワガイガーにとてつもないダメージを与える。

「流石さすがに一撃では無理よね。でも、あと四発撃てるのよ──【ブラックフレイム】！」

　二発目が命中すると同時に、敵の攻撃によって二体目のスケープゴートが消滅。

　最後のスケープゴートに【デコイ】を使わせ、三発目の【ブラックフレイム】を打ち込む。

「ギチギチギチィィイイイイイ」

　三発目の【ブラックフレイム】で、なんとかクワガイガーのＨＰを削りきることに成功した。

　クワガイガーの姿が光の粒子となって消滅し、反対側の扉が開く。そしてクワガイガーがいた場所に、一つの宝箱が現れた。




『レベルが15に上がりました』




　レベルは上がったが、新しいスキルを覚えることはなかった。まぁさっき覚えたしいいか、とヨハンは宝箱へと手を伸ばす。

　中に入っていたのは召喚獣のクリスタルだ。だが色は黄色く輝いていて、他のものとは違う特別な感じがした。






　召喚獣【クワガイガー】

　超級：スキル【迅雷召喚】によってのみ召喚可能。

《入手条件》

　召喚師サモナーが初挑戦かつソロでクワガイガーを撃破。








『スキル【迅雷召喚】を獲得しました』






【迅雷召喚】

　手持ちの超級召喚獣【クワガイガー】を召喚する。

《入手条件》

　召喚師サモナーが初挑戦かつソロでクワガイガーを撃破。








「これ、今戦っていたクワガタを召喚できるってこと？　凄すごい！　これでランキング戦でもきっといい結果が残せるわ！　うふふ、待っていてね、私の【中級】バチモンたち！」

　ヨハンはクワガイガーの召喚石をストレージに仕舞うと、スキップで第二層を目指すのだった。








二章　ランキングイベント









「ふぅ……今日は疲れたわ」

　哀あい川かわ圭けいは帰宅するなり、自宅のソファーに倒れ込んだ。

『ふぇええええん哀川せんぱああい。仕事終わらないでずぅうう手伝ってぐださいいい』

　と泣きついてきた後輩の仕事を手伝っていたら、遅くなってしまった。

　コンビニのサラダと寒天で腹を満たすと、機材を準備し、『ジェネシス・オメガ・オンライン』へログインした。




　雪と石の壁に囲まれた、城じよう塞さい都市に降り立つ。第二層は雪に包まれたエリアなのだ。

　ヨハンは適当な宿屋に入り部屋を借りると、召喚獣ヒナドラを喚び出す。

「もっきゅ！」

「んきゅー！　うふふ、相変わらず可愛かわいいわねーもうっ！」

　召喚したヒナドラを抱きかかえると、そのままベッドにダイブする。そしてヒナドラを抱きしめながらゴロゴロと転がる。

「はぁあああ幸せ。疲れが吹っ飛ぶわ。私ここに住みたい……永住したい」

　他人には到底見せられない顔で幸せを満喫したヨハンは、早く【中級】のバチモンも召喚したいと思った。

【中級】クラスのバチモン召喚獣はサイバーエンジェル、バスタービートル、メテオバードの三体。それらは《可愛い》というよりは《格かつ好こいい》部類の見た目をしているモンスターたちだ。

　イベントでモンスターのクオリティを確認しているヨハンは、なんとしてもその三体を召喚したかった。

「召喚してあんなことやこんなことを……ぐへへ」

「もきゅぅ……」

　ヒナドラが胡う乱ろんな目をヨハンに向ける。

「さて、そのためにはランキングイベントで勝たなくちゃね。一応確認しておかないと」

　ヨハンはメニューからイベント予定を開き、ランキングイベントの概要を確認する。






【定期ランキングイベント開催】

　日時：４月12日（土）10：00　14：00　19：00




《参加条件》

　　第二層到達。Ｌｖ：10以上




・各時間のどれか一つに参加可能。事前にいずれかの時間に申し込む。

・参加時間にログインしていれば、自動でイベントエリアへと転送される。

・イベントエリアではレベル帯ごとに三十～五十人ずつの部屋に分けられ、二十分間のバトルロイヤルを三回行う。

・プレイヤーを倒した数、倒したプレイヤーのレベルによってポイントが割り振られる。








「三十人以上での戦いが、三回連続で行われるということよね。不安だわ。あのクワガタにもかなり苦戦しちゃったし」

　ヨハンの脳裏に、昨日戦ったクワガイガーの姿が過よぎる。辛勝だった。あの時こそ浮かれていたヨハンだったが、冷静になってみれば、色々と反省点の多い戦いだった。

「参加条件が第二層到達ってことは、全員あのクワガタを倒してきたってことよね。はぁ。みんな強いんだろうなぁ……」

「もきゅきゅ」

　自信なげにため息をついたヨハンを励ますようにヒナドラが鳴いた。短い手でポンポンとヨハンを叩たたいている。

「そうよね。貴方あなたの仲間を喚べるように、私頑張るわ」

「もっ！」

「ひとまず一層に戻るわよ！」




　階層間の移動はワープポータルで一瞬だった。

　ヨハンが一層に戻ってきた理由はいくつかある。

　まず、ランキングイベントは次の土曜なので時間がない。火曜と金曜はジムがあるし、今日のように急な残業が入ることを考えれば、準備に充てられる時間はそこまでないのだ。

　だったら、残りの時間を一層のまだ攻略していないダンジョン探索に充て、マジックゴーレムのようなコモン召喚獣を集める方が自分の力を高めることになるのでは？　と考えたのだ。

「よし。残りの時間は全部探索に使うわよ！」

「わんわんわん！」

　ヨハンは【もの拾い】スキル持ちであるイヌコロと共に、未探索のダンジョンへと潜っていった。




　結果、レベルは16に上昇した。そして──

「あの、本当にいいんですか？　釣り合ってない気がするんですけど？」

「いいのいいの。私が持っていても使わないから」

「やったー！　じゃあトレード成立ということで！」

　メニューから開けるトレード掲示板を活用する。召喚石を集める過程でゲットした鉱物系の素材やレアアイテムを出品し、狙いの召喚獣を集めたのだ。

　召喚師サモナー以外は召喚石の使い道がないので、面白いくらいトレード依頼が舞い込んできた。

　そうして、《筋力》が50上昇するスキル【筋力増強】を持つソードマンを10個。

《防御》が50上昇するスキル【シェルアーマー】を持つカイガラスを10個。

《器用》が50上昇するスキル【職人の手】を持つノームを10個。

　全部で30個の召喚石を手に入れることに成功するのだった。

「ふう。結構頑張ったわよね、私」

「もきゅっ！」




　そして金曜の夜。

　飲みの誘いを断ったヨハンは二層の宿屋にて、召喚獣ヒナドラと共にくつろいでいた。

　明日はランキングイベント。土曜だというのに午前中は仕事があるので、19時の部に参加予定である。

　その最終確認として、自分のステータスを確認していたのだ。






　名前：ヨハン　Ｌｖ：16　職業：召喚師サモナー




　ＨＰ：30／30

　ＭＰ：80／50（＋30）

　筋力：35（＋５００）

　防御：35（＋５５０）

　魔力：35（＋５００）

　敏びん捷しよう：35

　器用：35（＋５００）




【装備】

　頭　：カオスアポカリプス

　胴　：カオスアポカリプス

　右手：カオスアポカリプス

　左手：カオスアポカリプス

　足　：カオスアポカリプス

　装飾：マジックリングＺ　装飾：　装飾：




【スキル】

　【初級召喚術】【シフトチェンジ】【視覚共有】【スタン耐性・小】【迅雷召喚】








　レベルアップごとに５ポイント入手できるステータスポイントは均等に振り分けた。

　余った素材アイテムは売却し、その金で最大ＭＰを増やす装飾品マジックリングＺを購入。

「これなら一方的に負けることはないでしょ」

　ぐっと伸びをして、ログアウトの準備をするヨハン。

「じゃあね、おやすみなさいヒナドラ」

「もっきゅ！」

　明日仕事に行くための元気をヒナドラから貰もらったヨハンは、気合十分にログアウトするのだった。




　　　　＊＊＊＊＊




　イベント当日。

『びえええええんんん哀川せんぱあああいいいいたずげでくだざいいいいいいいいいい』

　と泣きつく後輩を見捨て、予定通り午前中で仕事を切り上げた圭。

　力をつけようとファーストフード店でハンバーガーとポテト、コーラを貪むさぼり、一時帰宅。

　ランニングを済ませ風ふ呂ろにて精神統一。万全の状態でログインする。

「まだ十分前なのに凄いわ……」

　雪の城塞都市の中央広場には大勢のプレイヤーが集まっていた。

　そしていつもより殺気立っているように感じられた。彼らの頭上に表示されるレベルは30、40、中には50とかなりの強者が揃そろっているようだ。

（もしかして、この中で私が一番弱いのでは？）

　なんてヨハンが考えていると、無機質なブザーが鳴り響く。

　そして目の前が真っ白な光に包まれたかと思うと、次の瞬間、古代ローマの闘技場のような場所へと転移させられていた。

　周囲には四、五十人のプレイヤー。そして客席の方には何な故ぜかオーロラビジョンが設置されていて、イベント開始のカウントダウンが表示されている。

『５……４……３……２……１……第一フェーズスタートで～す』

「「「「うぉおおおらおおおおおお」」」」

　プレイヤーたちが一斉に武器を取り、戦いを開始する。

「わわっ、急に始まったわね……」

　血走った目をしたプレイヤーたちの波に押され、ヨハンはあたふたする。

　これから二十分間、逃げ場のないこの空間で戦い続けることになる。

　ヨハンは軽く深呼吸した。

「予定通りやろう……【透明化】発動」

　ゴーストのスキルである【透明化】を発動させる。これにより、ヨハンは攻撃ができなくなる代わりに、相手から一切姿が見えなくなった。

「これで安心して召喚ができるわ」

　クワガイガー戦での反省を活かしているヨハン。

　ヨハンが真っ当な召喚師サモナーかどうかは別として、召喚師サモナーは召喚したモンスターを戦わせる職業だ。だが召喚の邪魔をされると何もできなくなってしまう。

　なので、一度透明化することでその弱点をカバーする作戦だ。

「召喚獣召喚──ヒナドラ！」

「もっきゅ！」

　気合十分の子竜が姿を現す。

「うふふ。【透明化】を使っている間は攻撃できない。けど、私が出した召喚獣は攻撃できるのよね」

　事前の練習の通り、通常の召喚師サモナーには真似まねできない極悪コンボを平然と行うヨハン。

　ヒナドラの姿こそ敵からは丸見えだが、この混戦とサイズの小ささで、的にされにくいという利点があった。

「もっきゅ！」

「「「ぎゃあああああああ」」」

　二、三人が集まる場所を狙って【ブラックフレイム】を打ち込むヒナドラ。10～25のレベル帯のプレイヤーたちが集まったこの部屋では、【ブラックフレイム】一発でＨＰを削り取れる。

　もちろんここにいるプレイヤーは、【虫のダンジョン】を乗り越えてきた猛も者さたちである。

　もし一対一でヒナドラと対面していたなら、その攻撃を受けることはなかっただろう。それを理解しているからこそ、ヨハンは漁夫の利、つまりプレイヤー同士が戦っているところへ【ブラックフレイム】を打ち込ませる。意識の外からの攻撃には対応しづらいのだ。

「よし、行けるわ！」

　ヒナドラのＭＰでは【ブラックフレイム】を一発打つと、殆ほとんどのＭＰを使い果たし、消滅してしまう。ヨハンはその都度、新しいヒナドラを召喚し、送り込む。

　この作戦は大成功し、七体全てのヒナドラを使い切った時、生き残っている敵プレイヤーは残り一人となった。残り一人ならば、こそこそする必要もないと、ヨハンは【透明化】を解除する。

「あら、貴方あなたは」

「げぇ……」

　対たい峙じする少年に、ヨハンは見覚えがあった。

　数日前、【虫のダンジョン】で出会った小学生パーティーのリーダー格と思われる少年、オウガだった。

「あの後、ちゃんとダンジョンをクリアできたのね」

「ま、まぁ。レベルも20に上がりましたし……」

　オウガは気まずそうにしながらも、剣を構える。そして、真剣な表情となった。

「負けないっすよ？」

「私も……今日は負けられないのよね」

　剣を構えたオウガは慎重にヨハンの出方を窺うかがっている。なので、ヨハンは自分から仕掛けることにした。

「──【放電】！」

「はっ？　うわあああああ!?」

　クワガイガーのスキルを発動すると、ヨハンの全身から電撃が溢あふれる。一瞬面食らったものの、オウガは見事に避よける。

（凄すごいわね。きっと物凄く運動神経がいいんだわ……でもね）

「あっぶねー。なんでアンタがクワガイガーのスキル使えるんだ──あっ」

「うふふ。私の勝ち」

　驚いている隙に接近したヨハンはオウガの頭を軽く小突く。とはいっても、筋力の数値５３５からの小突きである。

　その威力は極振り級。オウガはまるでギャグ漫画のように吹っ飛んで、地面に叩たたきつけられる。

「や、やっぱあの人……怖え～」と呟つぶやきながら、消滅した。

「やった!?　勝ったわ！」

　第一フェーズを無傷で生き残るヨハン。初めての対人イベントとしては、最高のスタートと言えるだろう。十分ほど余った時間が過ぎた後、アナウンスが流れる。




『第一フェーズ終了～。続けて第二フェーズへと移行しまーす』




　第一フェーズでの戦績を基に、今度はレベル帯もごちゃ混ぜで再び部屋へ割り振られる。

　ヨハンが次に飛ばされたのは、前と変わらぬ闘技場。だがそこに集まっているのはほぼ全員がレベル30以上と、前の部屋とは比べものにならない実力者揃ぞろいだった。

「あれ……？　使い終わった召喚獣がまた使えるようになってる？」

　本来召喚獣は一度召喚したら一時間は使用できないはずだ。それが復活しているということは、フェーズを跨またげば再び使えるようになるということを意味していた。

（出し惜しみはしなくていいのね。なら、最初からアレを使ってみようかしら）




『それでは、第二フェーズ開始～！』




「「「「うおおおおおおおお!!」」」」

　おそらく第一フェーズをヨハンと同じような戦績で勝ち抜いてきたであろう猛者たちの雄お叫たけびがフィールドに轟とどろく。ヨハンはターゲットにされないうちに召喚石を取り出す。

「迅雷召喚！　──クワガイガー！」

　稲妻を帯びた魔法陣が展開し、中から巨大なクワガタ型のメカモンスターが姿を現した。ヨハンはクワガイガーの頭上に乗る。

「ちょっ待てよ！　なんでモンスターがここに!?」

「これ、一層のボスモンスターじゃねーか！」

「ランキング戦でボスが出るなんて聞いてねぇぞ!?」

「クワガイガー、【放電】！」

「ギチィイイイイイ」

　カタカタと不愉快な鳴き声をあげながら、クワガイガーはフィールド全体に電撃を放つ。その電撃は混乱の中にいたプレイヤーたちを襲い、大ダメージを与えた。ＨＰや防御にポイントを振っていないプレイヤーはこの時点で消えてしまう。

「う、動けねぇ」

「ぐ……ボス戦の時と同じ仕様かよ……」

　そして、十秒間のスタン状態を付与する。なんらかの対策をしていないプレイヤーは動きを封じられる。

「いいわよ。さらに【充電】を発動！　スタンさせた人たちからＭＰを吸い取るわ！」

「ぐああああああ」

「ぎゃあああああ」

　まさに阿あ鼻び叫きよう喚かんの様である。召喚獣クワガイガーはボスとして配置されていた時と同じ性能を持っている。

　一つ違うのは、『ＭＰが切れると消滅してしまう』という召喚獣のルールが追加されたことによる弱体化。

　しかし【放電】でスタンさせ【充電】でＭＰドレインをするというコンボにより、召喚獣にあるまじき場持ちのよさを発揮するに至っている。

「おい、クワガイガーの上に人が乗ってるぞ！」

[image: ]

　スタン状態から抜けた一人が、クワガイガーの頭部を指さす。

　他プレイヤーの目線が一気にヨハンに向けられ、皆驚きよう愕がくで目を見開く。

「う、嘘うそだろ……!?　奴やつの召喚獣なのか!?」

「召喚者を殺せ！　そうすればこの化け物は消える！」

「みんな一時休戦だ。まずはあの化け物を倒そうぜ」

　たまたまスタン対策を持っていたためかろうじて生き残ったプレイヤーたちは、階層ボスが召喚獣として使役されているという異常事態に対して、咄とつ嗟さの停戦協定を結ぶ。だが──

「クワガイガー、【放電】！」

「ギッチギチイイイイイ」

「「「シビベエエエエエエエ」」」

　無慈悲にも二度目の【放電】がフィールドのプレイヤーたちを襲う。

　突如現れたボスモンスターの前に、第二フェーズの猛者たちは為なす術すべもなく散っていくのだった。





　掲示板

【ＧＯＯ】ランキングイベントＲＯＭ専の集い【雑談】




　１３２.名無しの冒険者

　もろちんさんのイベ配信見てたんだがやばいプレイヤーが居た




　１３３.名無しの冒険者

　詳しく




　１３４.名無しの冒険者

　魔王みたいな鎧よろいとマントつけてクワガイガーに乗って五十人を瞬殺してた




　１３５.名無しの冒険者

　ちょっと何言ってるかわからない




　１３６.名無しの冒険者

　クワガイガーって一層のボスだろ？

　スタン対策積みまくって五～六人でゴリ押ししないと勝てない奴




　１３７.名無しの冒険者

　今やってるのランキング戦だろ？　サプライズでボス投入とか運営寒いわ




　１３８.名無しの冒険者

　いや、どうもプレイヤーが召喚したぽい




　１３９.名無しの冒険者

　ってことはサモナー？　この前の超弱体化の後にまだサモナーとか居たんだ




　１４０.名無しの冒険者

　ボスを召喚獣化する方法が見つかったのか？




　１４１.名無しの冒険者

　わからん。その配信者は滅茶苦茶すぎて爆笑してた




　１４２.名無しの冒険者

　対人イベントに参加したと思ったら、ボスモンスターが待ち構えていた……って感じか？




　１４３.名無しの冒険者

　実際見てみないと信じられないわ

　今日のイベントって公式配信されてたっけ？




　１４４.名無しの冒険者

　されてない。日付変わる前にハイライト動画はアップされるはず




　１４５.名無しの冒険者

　あー！　気になってしょうがねー




　１４６.名無しの冒険者

　とりあえずもろちんさんの配信のＵＲＬ貼るわ

　まだ最終フェーズがあるから確認してくれ




　１４７.名無しの冒険者

　おｋ




　１４８.名無しの冒険者

　頼むわ









　最終フェーズ。

　戦闘開始と同時にクワガイガーを召喚したヨハンは、最終フェーズに集まった猛者たちを蹂じゆう躙りんしていた。

「クワガイガー、【放電】！」

「ギチィイイイイイ」

　ビリビリ

「「「ぎゃああああああ」」」

『ジェネシス・オメガ・オンライン』では今現在、スタンを付与する雷属性の攻撃をプレイヤー側は持っていない（ユニーク装備、ユニークスキルを除く）。だから対人イベントでわざわざスタン対策を行っているプレイヤーはほぼいないのだ。

　そんな中、スタンを主体とするクワガイガーの出現は、プレイヤーたちにとって脅威となった。

　その優位性を以もつて、ヨハンは着々と敵を葬り去っていた。

　だが、フィールド内のプレイヤーも残りわずかとなった時。

「え、ちょっ……何アレ!?」

　遠くから、一人のプレイヤーが剣を振るったのが見えた。そこから金色のビームが発射され、一直線にクワガイガー目掛けて飛んでくる。

　クワガイガーの上に乗っていたヨハンは急いで飛び降りる。その間に、クワガイガーはビームの直撃を受けて消滅してしまった。

「痛たた……」

　尻しりを擦さすりながら立ち上がるヨハン。

　攻撃のあった方向を見ると、ビームを放った白銀の鎧を身につけた剣士セイバーがジグザグに蛇行しながらこちらに迫っている。そして白銀の騎士は通りすがりに他のプレイヤーたちを一撃二撃で葬り去っていく。

「ロランド。レベル50……あの人、間違いなく強い」

　白銀の騎士の頭上に表示された名前を読み取る。このままでは確実にやられると感じたヨハンは【透明化】を発動しようとするが……。

（速っ!?　もうここまで）

「逃がしませんよ──【ガードブレイク】！」

　透明になったものの、ロランドに追いつかれたヨハンは目にも留まらぬ攻撃を受ける。




『スキル【ガッツ】を発動しました』




　そのダメージを【ガッツ】でなんとか耐える。

（【ガッツ】の無敵時間は十秒……この間に何か召喚獣を……え？）

【ガッツ】後の無敵時間を利用して新しい召喚獣を喚よび出そうとしたヨハンだったが、ロランドは構わず剣を振り下ろしてきた。

　そして、再びダメージが入り、召喚しようとしていた行動がキャンセルされてしまう。




『スキル【ガッツ】を発動しました』




（な、なんで!?　無敵のはずなのに）

　ヨハンはまだ知らないが、このゲームには自身の攻撃に無敵貫通能力を付与する装飾品やスキルが存在する。ロランドは前者を装備した一人だった。




『スキル【ガッツ】を発動しました』




　追撃を受け、三度目の【ガッツ】が発動する。そこで初めて、ロランドの攻撃が止まる。

「おや……三度目の【ガッツ】ですか。新しいユニークスキルでしょうか？　それともその見たことのないユニーク装備の効果でしょうか？」

　顔を覆う兜かぶとによりその表情はわからない。だがヨハンの装備がユニーク装備であることを見抜いた。その冷静さがヨハンに言い知れぬ恐怖を感じさせる。

「くっ──【放電】！」

「ほう──!?」

　ヨハンは自分で【放電】を発動させる。

　これにはさすがのロランドも驚いた声をあげた。だが剣で弾はじくように防御すると、一瞬で体勢を立て直し反撃してくる。




『スキル【ガッツ】を発動しました』




　胴体に光る赤いダメージエフェクト。これで四度目の【ガッツ】発動である。

　相手プレイヤーのあまりの強さに驚くヨハンだが、同時に敵であるロランドも驚いている。

「見たことのない鎧。四度の【ガッツ】、階層ボスであるクワガイガーの召喚、さらにそのクワガイガーのスキルを使うプレイヤー。聞いたこともない。貴方あなたは一体なんなのですか？」

　ヨハンには答えようがなかった。

「そ、そんなことを言われても……初心者なりに頑張ったとしか……」

「ははは、初心者とは。面白い冗談だ！」

　ヨハンの発言を一笑に付し、さらに一太刀。

　敏びん捷しようステータスの差か、それとも元々の肉体スペックの差か、ロランドの攻撃にヨハンが一切反応できないまま五度目の【ガッツ】が発動。

「くっ……一体何をしたら倒れるんだ、貴方は……」

　焦るロランド。

（まずいわ……なんとか対策をしないと、一方的に負ける……。スケープゴートを召喚して時間を稼ぎたいけれど、そんな時間をくれる相手じゃない……あ、そうだ）

　ヨハンはとある方法を思いつく。

　スケープゴートの【増殖】と【デコイ】で時間を稼ごうと思っていたが、それを自分でもできるのでは？　と。

「今度こそトドメ！」

　ロランドが斬きりかかってくる。だがその瞬間、

「させない──【増殖】！」

「は……？」

　ヨハン自身が【増殖】を発動。ロランドの攻撃を回避しつつ、二体の分身を生み出す。

「く……本当にどうなっているんだ!?」

　驚きよう愕がくしつつもめざとく本体を狙ってくるロランド。

　だが、あまりの事態に動揺していたためか、この攻撃にさっきまでのキレはなかった。それが隙となり、ヨハンにスキル発動の時間を与える。

「【デコイ】！」

　ロランドの攻撃はその切っ先を分身へと変える。そして分身の一体を葬り去った……と思ったが。




『スキル【ガッツ】を発動しました』




「馬鹿な!?」

　なんと分身も【ガッツ】を発動。ＨＰを１残し消滅を免れた。そしてそれは、ヨハンにとって初めて訪れたチャンスだった。

「今よ！　──【ブラックフレイム】！」

「ぐっ……滅め茶ちや苦く茶ちやだな、貴方は……だが面白い」

　ロランドのＨＰは一撃で０になるかと思われたが、１残る。どうやらロランドも【ガッツ】のスキルを持っていたようだ。

　ヨハンに無敵貫通能力はない。瞬時にそう判断したロランドは十秒の無敵時間を利用して距離を取る。

「ここまでのようですね。ヨハンさん。機会があれば是非、お手合わせを」

　ロランドは爽さわやかにそう言うと、剣を仕舞う。

「ちょっと待って、まだ勝負は……」




『はーい、そこまででーす。お疲れ様でしたー』




　その時、最終フェーズ終了を告げるアナウンスが流れた。どうやら時間が来たようである。

「え、もう終わりなの」

　ヨハンがまだ夢心地で目をぱちくりさせていると、兜を外したロランドが笑みを浮かべながらこちらに歩いてくる。

　彫りの深い顔立ちの黒髪ロングの美形男子だった。そんな彼は爽やかな笑顔で握手を求めてきた。

　ちなみにヨハンは装備を解いていないので、漆黒のラスボススタイルのままである。鎧よろいからロランドを覗のぞく眼光は毒々しい紫色に輝いており、何も知らない人が見れば今にも相手を射い貫ぬかんとしているように見えるだろう。

　並のプレイヤーならば怖おじ気けづいてしまいそうなその眼光を、しかしロランドは気にも留めない。

「ヨハンさん。貴方の名前、覚えさせていただきました」

「え、なんで!?」

「ここ最近のＧＯＯは上位メンバーが固定され、強いとされる戦術が固まってしまっていました。ですが、今日の貴方との戦いは驚きに満ちていた。一撃、一撃と剣を振り下ろす度たび、貴方の底知れぬ強さに私は感動していた。今過ぎ去った時間の圧倒的な楽しさ。ああ、なんと甘美で刺激的な時間だったのか。どうでしょう。私たちのギルド【最果ての剣】に入りませんか？」

「ギルド？」

「ええ。私はもっと貴方と戦っていたい。貴方とお話ししたい。ギルドに不安があるというのならまずはフレンド登録からでも」

『はーい、それではプレイヤーの皆さんを元の場所に戻しまーす』

「そんな!?」

　ロランドの熱烈な勧誘はアナウンスに遮られ終わる。

　ヨハンの目の前からロランドの姿は消え、ヨハン自身も元いた広場に転送される。

　広場に戻ったヨハンはそのままログアウトすると、現実の世界で目を覚ました。

「う～ん。せっかく格かつ好こいいのに、なんか怖いわね、あの子。でも強かったわ」

　んーと伸びをして自分の肩を軽く揉もむと、圭けいは立ち上がる。

「上には上がいるものね。まぁ、もう会うこともなさそうだけど」

　と、イベントの余韻に浸りながらソファーに腰かけた。

「ところで……ギルドってなんなのかしら？」

　残念ながらヨハンはギルドを知らなかった。








　掲示板

【ＧＯＯ】総合スレ【雑談】




　３６６.名無しの冒険者

　俺同じエリアに居たけどマジで手も足も出なかったぞ。なんだよあのヨハンってやつ




　３６７.名無しの冒険者

　ＧＯＯユニーク取れれば初心者でも無双できるクソゲーってマジ？




　３６８.名無しの冒険者

　元々ナンバーワンよりオンリーワンってゲーム

　良く強いスキル取った奴やつが勝ち




　３６９.名無しの冒険者

　ロランドがトップの時点でそれはない

　奴は誰でも取れる装備と単純なプレイヤースキルでトップに居座ってるから




　３７０.名無しの冒険者

　鎧のデザインと時期的にバチモンコラボイベントで手に入れたぽい

　ラスボスのデザインと酷似してる




　３７１.名無しの冒険者

　普通の遊び方だと絶対手に入らないからヨハンもなんかとんでもない遊び方してたんだろうな




　３７２.名無しの冒険者

　まぁトッププレイヤーのロランドがユニーク装備一切なしのキャラ構成なのが救いだな

　みんなあいつを参考に頑張れる




　３７３.名無しの冒険者

　動画見てきた。なんだあのラスボスは




　３７４.名無しの冒険者

　バチモンという過去の遺物から蘇よみがえった魔王だ




　３７５.名無しの冒険者

　ラスボス……マジそれだわ

　階層ボス従えてるとか怖すぎ




　３７６.名無しの変質者

　体型が女性だよな。ちょっと友達になりてーわ




　３７７.名無しの冒険者

　おまわりさーん




　３７８.名無しの変質者

　俺、リアルでは警察官




　３７９.名無しの冒険者

　世も末で草










幕間　その頃のゼッカ









　ゼッカこと、姫ひめ神がみ絶ぜつ佳かは高校二年生である。

　塾の実力テストを終えて帰宅した絶佳は「そういえば今日はランキングイベントだったっけ」と、スマホを開いて結果を確認する。

　それはトップギルド【最果ての剣】に所属していた頃からの、絶佳の習慣となっていた。

「総合順位は～っと。１位は不動のロランドさん。代わり映えしないなぁ」

　２位３位４位５位とスクロールするが、前回と変わらぬメンツが並んでいて、絶佳にとっては退屈だった。

『ジェネシス・オメガ・オンライン』には膨大な数のユニークアイテム、ユニークスキルが存在する。そのため、最強の【結論ビルド】……所謂いわゆる『どんな対戦相手にも安定して勝てる』キャラクタービルドは見つかっていなかった。

　だが半年前に『筋力と敏びん捷しように特化し、後は経験とプレイヤースキルであらゆる状況に対応する』という通称【ロランド構築】が完成。ユニークを一切必要としないこのビルドは大流行し、現在のランキングは、ロランドの劣化コピーのようなプレイヤーに埋め尽くされている。

　唯一無二の最強オリジナルを目指しているゼッカも、そんな状況に嫌気が差していた。

「まぁ、そんな劣化コピーにも勝てない私が悪いんだけどさ。さてと。次は急上昇ランキングを見てみよ。この停滞した環境を打破できる、有力な新人はいないかな」

　急上昇ランキングとは、順位をどれだけ上げたか……を競うランキングである。

　例えば３位から２位に上がったプレイヤーと１０００位から９９０位に上がったプレイヤーでは、後者の方が上にランキングされる。

「えっと急上昇ランキング第１位は10万位から１０７位。プレイヤー名がヨハンっと。一体何したらいきなり１０７位になるのよ……ん？　ヨハン……ヨハン……ヨハンさん!?」

　思わず叫び声をあげ、隣の部屋に居た母親に叱られてしまう絶佳。だがそんなことはどうでもよかった。

「えぇ、ヨハンさんって、まだ始めて二週間でしょ……先週会った時もまだレベル１だったし。社会人だからあんまりログインできないって言ってたし……」

　謎に頭を抱える絶佳。

　チラリと時計を見やると、そろそろ日付が変わろうという時間帯だった。

　絶佳は動画サイトの『ジェネシス・オメガ・オンライン』公式チャンネルにアクセス。丁度十分前にアップロードされていたハイライト動画を開いた。

「急上昇１位なら、どこかに映っているはず」

　食い入るように画面を見つめる絶佳。そして求めた映像はすぐに出てきた。

　漆黒の鎧に身を包んだヨハンは赤いマントを翻しながら、階層ボスであるクワガイガーを従え、プレイヤーが使うことができない雷属性攻撃でプレイヤーたちを蹂じゆう躙りんしていく。

　そして最強プレイヤーであるロランドが切っても切ってもＨＰが１から減らない、謎の耐久力。

　最後には三人に分裂し始めるのだから、絶佳はもう自分がどうやったらこの存在に勝つことができるのか、想像もつかない。

「ありえない……」

　これが本当にあの、バチモン以外はどうでもよさそうだったヨハンなのだろうかと絶佳は悩む。

「これ、多分何かしらのユニーク装備を入手したんだろうけど……」

　絶佳は動画を見ながら思う。

　ここに自分がいたとして、果たして彼女に勝てるのだろうかと。最強のプレイヤー・ロランドに押されつつも切り返そうとしている彼女に、勝てるビジョンが思い浮かばない。だがそう思いつつ、絶佳の口角は自然と上がっている。

「……ていうかコレ、時間切れにならなかったら、ヨハンさんが勝っていた？」

　いやさすがにないかと首を振る。それは、今の環境を退屈に感じている絶佳の希望的観測だ。

　絶佳は『ジェネシス・オメガ・オンライン』が大好きだ。この十ヶ月、本気で遊びつくした。だからこそ、絶佳は最強を目指している。

「ヨハンさんなら、もしかしたら……」

　スマホを見つめる絶佳の瞳ひとみが輝く。

「明日、会えるかな……もし会えたら、話を聞いてみよう！」

　ヨハンからならばあるいは、自分がもっと強くなるためのヒントを得られるかもしれない。そんなことを考えながら、眠りについた。








三章　挑戦！　アイドルコラボイベント









　次の日。

　早朝からログインしたヨハンはユニーク装備【カオスアポカリプス】を外した状態で、獲得したランキングポイントを確認する。

　自分が急上昇ランキング１位になったことは知らないヨハンだったが、それでも５８０Ｐという大きなポイントが振り込まれており、頑張った甲か斐いがあったと満足していた。

「【中級召喚術】を２５０Ｐで購入して……っと。やったわ！　これでやっと【中級】のバチモンが喚よべるわね。余った分は……」

　言いながら、ヨハンはリストの【中級召喚術】の横、【上級召喚術】へ目を向ける。【上級召喚術】の習得には倍の５００ポイントが必要なうえ、レベルを35以上まで上げる必要がある。

「ポイントは案外簡単に貯まりそうだけど『レベル35以上』が遠いわね……。まぁとにかく、今は【中級】の子たちを召喚できるようになったことを喜ぼう！」

　気持ちを切り替えたヨハンは、人ひと気けのないフィールドへと移動する。嬉うれしさを抑えきれないのか、その足取りはスキップのように軽やかだった。

「流石さすがにこの子たちは宿屋じゃ喚べないからね～」

　そして玩がん具ぐ型の召喚石を取り出す。

「召喚獣召喚──バスタービートル！」

　幾何学的な魔法陣から、一体の巨大なモンスターが出現する。

　大型トラックほどの大きさ。上下に並んだ白い二本の角、赤い装甲に稲妻模様。四本の足で身体を支え、残り二本の足は攻撃用に進化している。

　ヨハンはヘラクレスオオカブト型バチモン、バスタービートルを喚び出すことに成功した。

「ビビビ……」

「ああ、格かつ好こいいわ……ホントもう素敵!!」

　アニメ【バーチャルモンスター】では、主要メンバーのパートナーとして活躍していた。

「アニメでの活躍が脳内に浮かんでくる……」

　ヨハンは出現したバスタービートルの前足に抱きつくと、頬ずりをする。

　コラボイベントの時は後ろから見ていることしかできなかったが、こうして自分で召喚してしまえば、直接触れ合うことができる。

「はぁはぁ……この装甲、硬くて冷たくて、でも少しぷにっとしていて、気持ちいい。ずっとここに住みたい……このゲーム、こうしているだけで楽しい」

　召喚獣に抱きつきながら恍こう惚こつとした表情を浮かべるその姿は端から見たら完全にヤベー奴やつである。おそらく現実リアルの知り合いに見られたら一ヶ月は引きずるであろう醜態だった。

　そしてそんな醜態をさらすヨハンに声をかけるプレイヤーがいた。

「あの……ヨハンさん」

「ひゃ!?　ああ、誰かと思ったらゼッカちゃんか。どうしたの？」

　慌てて平静を装うヨハンだったが、時既に遅し。ゼッカは割と初めから全てを見ていた。だが心優しいゼッカは今見た光景を全てスルーして会話を開始する。

「昨日のランキングイベント、お疲れ様でした！」

「ありがとう。ゼッカちゃんがスターターセットをくれたお陰で、ほら！」

　ヨハンはまるで我が子を自慢する母親のようにバスタービートルを指し示す。

「【中級】のバチモンも喚べるようになったのよ。格好いいでしょう！」

「わぁ、凄すごく格好いいですね！　って、そうじゃなくてですね！」

　一瞬バスタービートルの姿に目を輝かせたゼッカは、

「違う違う」

　と首を振り回す。

「昨日のイベント中、黒い鎧よろいを装備してましたよね？　あれってなんなんですか!?　どうやってゲットしたんですか!?」

「お、落ち着いてゼッカちゃん」

「始めて二週間の初心者がトッププレイヤーを追い詰める。まさに歴史的な瞬間でした。あんな凄い戦いを見せられて、落ち着いてなんていられませんよ！」

（そんなに凄いことなのかしら……？）

　興奮気味のゼッカに気け圧おされつつ、ヨハンは先週ゼッカと別れてからの出来事を全て話した。

　ユニーク装備カオスアポカリプスを入手したこと。

【虫のダンジョン】を単独で突破したこと。

　クワガイガーを入手したこと。

　そしてランキングイベントのこと。

「やっぱりあの鎧はユニーク装備だったんですね」

「ええ、恥ずかしいから戦う時以外は装備しないんだけどね。ところでユニークって何？」

「このゲーム内に一つだけしか存在しないって意味です。ヨハンさん、物もの凄すごく運がいいんですよ」

「そ、そういえばそんな説明文があった気がするわ……運。運かぁ」

　レベル50のゼッカが言うのなら、そうなのだろうとヨハンは思う。そして、自分のような初心者がこうもあっさりゲームを進められたことにも、今更ながら得心がいった。

「でもそれを聞いちゃうと、なんだか申し訳ない気分になるわね」

「ええ!?　なんでですか!?」

「だって、みんなこのゲームを一生懸命頑張っているのに。バチモンのコラボイベント目当ての私が楽に強くなってしまって……それが凄く申し訳ないわ」

　自分の動機は不純だと落ち込むヨハン。だがそれは違うとゼッカは否定する。

「それは違います、ヨハンさん。コラボイベントっていうのは集客目的でやるものです。だからそれ目当てで始めたヨハンさんは何も間違ってないんです」

　コラボイベントとはそういうものだと、ゼッカは語る。

「それに、ユニークアイテムを入手できたのは、ヨハンさんが本当にバーチャルモンスターを大好きだったから。愛していたからです。だから何も恥じることなく、むしろ堂々とその鎧で暴れ回っていいんです！」

「暴れ回るかはともかく……ありがとうゼッカちゃん。元気が出たわ。そうよね。別にズルしたわけじゃないし。堂々とこのゲームを楽しむわ」

　ヨハンの言葉を聞いて、ゼッカは嬉しそうに笑う。

「その意気です！　それに、昨日のハイライト映像でヨハンさんの活躍を見て思ったんです」

「え、ちょっと待ってハイライト映像？　なにそれ!?　活躍？　ちょっと詳しく」

　あの鎧を着ていた姿が配信されている!?　その事実に戸惑いを隠せないヨハンだったが、ゼッカは構わず続けた。

「エンジョイ勢なのにロランドさんと互角に渡り合うヨハンさんを見て、少し救われた気分になりました。ああ、自分が楽しいと思うことだけを貫いて、強くなれるんだって！」

「あの、ハイライト映像って……」

　ゼッカの言うことがまるで頭に入らないヨハン。

「ヨハンさん！」

「は、はい!?」

「これからも私と仲良くしてくださいね！」

「え、ええ、別に構わないけれど」

　美少女に手を握られている事実に、ヨハンは少し頬を赤らめる。

（よくわからないけど。きっと何かあったのね、ゼッカちゃん。もう少し仲良くなったら、話を聞いてみましょう）

　その後、一通り話をして、今日はもう解散しようかという時分。ヨハンはふと気になっていたことを思い出し、ゼッカに尋ねてみた。

「なんですか？　なんでも私に聞いてください！」

「バスタービートルなんだけどね。召喚できたのはいいんだけど、スキルが一つしか使えないのよ」

　ヨハンの召喚獣管理画面にはバスタービートルの状態とスキルが並んでいる。確かにスキルは三つあるのだが、そのうち二つには鍵かぎのアイコンがついている。

「ああ、【中級】以上の召喚獣は強力なスキルを持っていますから。最初は封印されているんですよ」

「封印？」

「ええ。使うためには素材アイテムを集めなくてはいけません。ここを押してください」

　ゼッカに言われたとおりに操作すると、何やら見慣れない画面が表示された。




【召喚の魔石】×１

【ビートルダイヤ】×３

【甲虫の角】×28




「スキル一つにつき、これらの素材を消費して解放すると使えるようになるのです」

「え？」

　ヨハンは青ざめながら、自らのアイテムストレージを漁あさる。

「【召喚の魔石】……ない。【ビートルダイヤ】……ない。【甲虫の角】……３個……」

　肩を落とすヨハン。

「み、道のりが長すぎるわ……」

「あはは。他の中級召喚獣たちの分も考えたら気が遠くなりますね！」

　そんなヨハンを笑いながら慰めるゼッカ。剣士セイバーはここまで素材を要求されることは少ないので、この余裕である。

「アニメのバスタービートルの必殺技は【テラーズブラスター】。なのにこのゲームではロックされている……。使いたい……でも使うにはどこで手に入るかもわからない素材を探し続けなくてはいけないの!?」

　絶望的な表情をするヨハン。

「いいえ。素材集めは確かに面倒ですが、その面倒さを楽しく済ませてしまう方法があるのです」

「そ、そんな方法があるの!?」

　ヨハンの質問に、ゼッカは得意げに答えた。

「はい。来週から始まる新しいコラボイベント【アイドルスターズ】を私と一緒に遊べば、全て解決するのです！」

「あ、アイドルスターズですって!?」

「ええ、ヨハンさんが驚くのも無理はありません。何せ小学生女子から大人の男性まで、あらゆる層を虜とりこにする超大型ご長寿コンテンツ、アイドルスターズとのコラボですからね」

「ゼッカちゃん」

「はい、なんですか！」

「アイドルスターズって何？」

「え……？」

　ジェネレーションギャップを互いに感じ、二人はしばらく目を見合わせていたのだった──。




　　　　＊＊＊＊＊




　次の土曜日。第二層、城じよう塞さい都市のとある広場。

「ゼッカちゃんはまだみたいね」

　久々にログインしたヨハンは人気のない広場にやってきていた。中央広場は大勢の人で賑にぎわっているが、こちらには店がないためか、人が殆ほとんどいなかった。

「今のうちにイベントの概要を確認しておきましょう」






　コラボイベント第７弾　【アイドルスターズ】




《概要》

　有名アイドルがＧＯＯでライブ!?

　武闘派プロデューサーとなって迷惑なモンスターファン共からアイドルのライブを守ろう！


・開催期間は二週間。

・毎日一枚配布されるイベントチケットを使用すると、特別なエリアに行くことができる。

（パーティー単位で転送。他パーティーと同じエリアにはならない）

・ライブ会場を目指して侵攻してくる敵モンスターを倒して、専用ドロップアイテム【サイリウム】を手に入れよう。

・【サイリウム】はイベント限定アイテムや、通常素材と交換可能。




なお、イベント期間終了後に【サイリウム】は消滅するので注意。










「なるほど、集めた【サイリウム】を好きなアイテムと交換できる。だからゼッカちゃんはこのイベントに誘ってくれたのね！　イベント限定アイテムは、アイドルスターズのアイドルと同じ衣装か。可愛かわいいけど……あはは、自分が着るのは無理ね」

　ヨハンは自分の年齢を考えて自重する。

「あと十歳若ければねぇ……」

　そのまま交換アイテムのリストを見ていると、ヨハンが欲している【召喚の魔石】や【ビートルダイヤ】や【甲虫の角】も並んでいる。

「他の召喚獣に必要な素材もリストアップしておいた方が良さそうね」

　そうしてヨハンが必要な素材とそれにかかる【サイリウム】の数を計算していると、ゼッカがやってきた。

「遅くなってすみません～」

　いつものかっこ可愛い剣士セイバーの衣装で駆け寄ってくる。

「いいのよ。それより、ここ人がいなくていい場所ね。落ち着くわ」

「はい、私のお気に入りなんです！」

　笑顔のゼッカを見て、相変わらず楽しそうにゲームをする子だなと思うヨハン。

「ヨハンさん、イベントチケットはありますか？」

「ええ、バッチリよ」

　ログインボーナスから金色のイベントチケットを取り出す。後はこれをちぎればイベントエリアへと転送される。

　ヨハンは装備をカオスアポカリプスへと切り替えた。

「よし、パーティーを組めましたので、そろそろ出発しましょうか……ん？」

「……あっ、あの」

　二人で出発しようかと思ったその時、異様な姿をしたプレイヤーが近づいてきた。

[image: ]

　ゆるキャラのような白い着ぐるみ。可愛らしくデフォルメされた、ゴリラか雪男を思わせる見た目をしている。




　レンマ　Ｌｖ：40　職業：守護者ガーデイアン




　かすかに聞こえる声から、相手が女の子だということがわかるが、それ以外が全くわからない、謎に包まれたプレイヤーだった。

「貴方あなたは？」

　少々警戒したように強めの口調でゼッカが言った。

「……うぅ」

「あのね、何か言ってくれないとわからないんだけど？」

「……」

　着ぐるみなのに、ゴリラの顔が困り顔になる。

　着ぐるみとプレイヤーの表情が連動しているのだ。

　ヨハンはやっぱゲームって凄すごいわと感心しつつ、着ぐるみゴリラに近づいた。

「ちょっとヨハンさん、危険ですよ。攻撃してくるかも」

「そんなことしないわよね？」

　そう尋ねると、着ぐるみゴリラはコクリと頷うなずいた。

「怖がらなくていいわよ。あのお姉ちゃんはね、いきなり話しかけられてびっくりしているだけなの。ゆっくりでいいから、話してちょうだい？」

「いや、どう考えてもヨハンさんの方が怖いと思うんですが……ラスボスの見た目だし」

　そんなゼッカを他所よそに、着ぐるみゴリラは再び頷くと、ゆっくりと話し始めた。

「……あの。ボク、職業【守護者ガーデイアン】……なの。だからね……えっと」

「敵をたくさん倒して、素材を集めるイベントは一人じゃ厳しいわよね」

　職業【守護者ガーデイアン】。最も守りと回復に優れた職業で、一人パーティーに加われば、クエスト攻略の難易度が一気に下がると言われている。

　だが習得できるスキルの八割が守備、回復系のスキルとなっており、攻撃スキルは覚えられない。

　ヨハンの言う通り、敵を倒すイベントは、かなり厳しいのだ。

「……うん。それでね。その……お姉さんたちに手伝ってほしいなって」

「パーティーに入りたいってこと？」

「……うん。アイドルの衣装、着たいんだ」

「あなた、アイドルスターズが好きなの？」

　そう聞くと、着ぐるみゴリラは照れた表情になってこくりと頷いた。

（か、可愛い……！　それにまさか目的がアイドルの衣装だったなんて！）

　純粋にコラボイベントを楽しみたいという彼女に、ヨハンは親近感を覚えた。

「それは素敵ね！　ゼッカちゃん、怪しい子じゃないみたいだし仲間に入れてもいいよね？」

　ヨハンはそう言い、ゼッカを振り返る。

「ヨハンさんがそう言うならいいですけど。でもね、君……えっと名前は……レンマさん？　ただ寄生するつもりならお断りしたいんだけど？」

　強いパーティーに参加させてもらって、戦闘では何もせず、経験値やドロップアイテムだけはしっかり貰もらっていく。一方的にメリットだけを享受していく寄生プレイを行うプレイヤーは、このＧＯＯでも多く、【寄生虫】と呼ばれ嫌われている。

　そういう【寄生虫】に何度も嫌な思いをさせられてきたゼッカは、ヨハンを守るため、敢あえてなのだろう、厳しい口調で言った。

「……あの……これ」

　着ぐるみゴリラ改め、レンマは二つのアイテムを取り出した。アイドルの名前が刻まれたハチマキだ。

「これは……イベント限定アイテム【プロデューサーのハチマキ】じゃない!?」

「ん？　なぁに、コレ？」

「ヨハンさん、これを装飾品欄に装備しておくと、【サイリウム】のドロップ数がアップするんです。上位の生産職しか作れないはずなのに……これを私たちに？」

　ゴリラの着ぐるみがこくりと頷きながら、おずおずと二本のハチマキを差し出す。

「うん……手伝ってくれるなら……あげる」

「嬉うれしい。私も【サイリウム】が沢山欲しかったし、助かるわ」

「わざわざこんなものを用意してくれるなんて……レンマさん、寄生なんて言って申し訳ありませんでした」

　ゼッカはペコリと頭を下げると、レンマに向かって、右手を差し出した。

「……？」

「握手です。イベント、一緒に頑張りましょう」

「……うん。よろしく」

　ゼッカの小さな手を、レンマの着ぐるみの手がもっふと包み込む。幸せな感触に、ゼッカは癒やされる。

「それじゃ、仲直りも済んだところで……行きましょうか！」

　奇妙な少女レンマも迎え、ヨハンたちはイベントエリアへと旅立った。
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　イベントエリアに転送されるヨハン、ゼッカ、レンマ。

　古代ローマの劇場のようなフィールドで、ステージの上ではコラボ元のキャラクターなのだろうアイドルの女の子が踊っている。

　そして客席の向こう側から、オタ芸をしながらステージに向かってくる敵モンスターが見えた。

　その姿は第一層で見たことのあるゴブリンだったが、ハチマキや法被、団扇うちわなどを所持しており、このイベント限定の敵なのだとわかる。

「曲もアイドルスターズのみたいですね！　テンション上がります」

「……可愛い」

「へ、へぇそうなんだ」

　ヨハンは知らなかったが、他の二人は聞き覚えがあるようだ。

「とにかく、アイドルのライブを守り切る……っていう設定みたいですね」

「そういうストーリーみたいなのがあると燃えるわね」

　ゼッカは一歩前に出ると、二本の剣を抜いた。

「ヨハンさん。ここは私に任せてください」

　ゼッカは、自分だけ一方的にヨハンの戦い方や能力を知っているということに負い目を感じている。なので、このタイミングでヨハンに自分の戦い方を知ってもらおうと思ったのだ。

「えっ？　任せてって？」

「いざ！」

「ちょ……っ!?」

　ヨハンが止める隙もなく、ゼッカは飛び出していく。

　ゼッカは剣士セイバーの中でもより攻撃力の高い二刀流をメインに戦うプレイヤーである。

　ゼッカが両手に持つ二本の剣は、右手側が黒、左手側が白い色をしていて、それぞれに別の特殊な能力が備わっている。

　ゼッカは物もの凄すごい速さで敵に近づくと、左手に握った白い剣を振り下ろす。その一振りで五匹のゴブリンを粉々に切り裂いた。

　だがそれだけでは止まらない。ゼッカは休むことなく、次々とゴブリンを切り裂いていく。

「なんだか、だんだんゼッカちゃんの動きが速くなっていくような……」

　ヨハンの言う通り、ゼッカの動きは、敵を倒す度たびに速くなっていく。

　それは彼女の持つユニーク装備【デッド・オア・アライブ】の能力。左手の白い剣で敵にダメージを与えると、一定確率で【疾風】という特殊な強化状態が付与される。

　この【疾風】が付与されると、プレイヤーの【敏びん捷しよう】ステータスが増加、その分【防御】ステータスが減少する。このステータス増減は【疾風】の強化状態が増えるほど重複していく。

　つまり【疾風】の強化状態が増えれば増えるほど、ゼッカのスピードは増していき、防御力は落ちていく。

「そして今度は……」

　頃合いとばかりに、ゼッカは右手の黒い方の剣を、円を描くようにくるりと回す。すると、黒い剣の刀身が光を帯びた。

【デッド・オア・アライブ】のもう一つの能力。白い剣で手に入れた【疾風】の数だけ、次の攻撃の威力とダメージを上昇させる。その代償として、集めた【疾風】の強化状態は全て解除されるが、破壊力のある一撃を放つことができる。

「──【グランドクロス】!!」

　二本の剣で十字を作ると、それを一気に振り切る。

　群がった敵陣の中央に十字の爆発が巻き起こり、圧倒的な威力でゴブリンたちの身体からだを一瞬で崩壊させた。

「す、凄いわね……」

「見ましたか！　これが私のユニーク装備【デッド・オア・アライブ】です！」

　得意げに剣を掲げるゼッカ。

　簡単そうに使いこなしたゼッカだが、【デッド・オア・アライブ】は誰にでも扱える剣ではない。

　どちらかと言えば扱いにくい武器である。

　その理由は【疾風】の強化状態獲得がランダムなことだ。

　敏捷のステータスが急に上昇すると、当然、身体の動きが急に速くなる。普通のプレイヤーはそれに反応できず、態勢を崩したり、攻撃をミスったりする。

　針に糸を通すようなプレイヤースキルを持っていて初めてまともに扱える武器、それがゼッカのユニーク装備【デッド・オア・アライブ】なのである。

　ヨハンが目を丸くして感心している隣では、レンマが目をキラキラと輝かせていた。

「……ユニーク装備いいなぁ……うらやましい」

「レンマちゃんの装備は別の意味でユニークよ」

「キタキタ第二陣。また私が全滅させてやりますよ！」

　その後も侵攻を続けてくるゴブリンを倒し続けるゼッカ。

　イベントの敵のＣＧモデルは使い回しだが、その戦闘力は比較的上昇している。にも拘かかわらず、ゼッカにかかればまるで元のゴブリンと同じように倒せてしまう。さすがはレベル50と言ったところか。

　そして数え切れないほどの敵を倒した結果、床には大量の【サイリウム】が転がっている。

「召喚獣召喚──イヌコロ！」

「……わぁ、カワイイ！」

　召喚されたイヌコロを見て、レンマは黄色い声をあげた。

「わっふ」

　ヨハンは撫なでてと言わんばかりに顔を突き出したイヌコロの頭をわしわしと撫でると、指示を出す。

「よしよしイヌコロ。あのお姉ちゃんの周りに落ちている【サイリウム】を集めてきてちょうだい」

「わっふ」

　イヌコロを【サイリウム】の回収に向かわせる。

「……いいの？」

「え、何が？」

「……召喚獣……お姉ちゃん戦えないよ？」

　言葉は足りないが、どうやらレンマはヨハンのことを心配しているようだった。召喚獣がいなければ戦えない、それが召喚師サモナーだからだ。

「ああああミスった！　ヨハンさん、そっちに敵が行っちゃいました」

　その時、前衛で頑張っていたゼッカの攻撃をすり抜けた敵が、ステージに迫ってきていた。

　法被を着たゴブリンが、オタ芸モーションをしながら近寄ってくる。

「……ここはボクが」

「いいえ、大丈夫よ。私に任せて」

　レンマにそう言うと、ヨハンは前に出る。

「……え、どうやって？」

「うふふ、ここは通さないわよ……【ブラックフレイム】！」

　ヨハンは侵攻してきたゴブリンを焼き払う。黒い炎に包まれた敵は一撃で消滅。その場には数個の【サイリウム】が残った。

「……え、えぇぇええ!?　なんで？　……召喚師サモナーなのに……どうなってるの？」

「ふふ、私もユニーク装備なの。さ、こっちの【サイリウム】は、私たちで拾いましょう」




　一時間が経たった頃。

　最終的にステージの前で守りを重ねる意味はないと判断し、三人で協力して敵を倒していた。

　ヨハンはイヌコロに【サイリウム】の回収をさせつつ、自分は様々なスキルを使って敵を殲せん滅めつ。レンマは攻撃的なスキルを持たないものの、ゴリラアーマーのパワーによって格闘で敵を倒していた。

　そして戦闘も一段落。集めた【サイリウム】の山を前に、三人は一息ついていた。

「結構集まりましたねぇ」

「ゼッカちゃんが大暴れしたお陰ね」

「……ボクは殆ほとんど何もできなかった」

「ドロップ増加アイテムをくれたじゃない。あれだけでも大助かりよ」

　さてこの【サイリウム】の山をどう分配しようかと悩んでいると、突如、空が赤く染まり、重厚な音楽が流れ始める。それはさながらボス戦のＢＧＭのようだった。

　ステージで歌うアイドルたちの曲の雰囲気が大きく変わったのだ。

　何か大きな戦いを予感させる演出に三人は一斉に立ち上がり、身構える。

「……何よこれ？」

「おそらく、一定数の敵を倒したのでボスモンスターが登場するのかと」

「なるほど。レアアイテムの予感ね」

「そうですね……レアは出ないにしても、大量の【サイリウム】獲得のチャンスです」

　しばらく待っていると、上空に巨大な、全身をサイボーグ化した鯨のようなモンスターが現れた。






『高難易度クエスト発生：彼女の歌は世界を救う～Ｐするよりも、ピーしたいマジで～』

《勝利条件》

　全ての敵の撃破。

《敗北条件》

　プレイヤーの全滅。又はステージ上のアイドルのＨＰが０になる。








　メッセージが表示され、クエスト開始の合図が鳴る。同時に、空に浮かぶ鯨型のモンスター【空母ビッグホエール】の腹部ハッチが開き、そこから先ほど戦っていたゴブリンたちがパラシュートで下降してくる。

「拠点防衛系かぁ……熱い！」

「……あわわ。そんなこと言ってる場合じゃないよゼッカ。空から大量に敵が降ってきたよ!?」

　空を泳ぐビッグホエールを見上げながら、レンマが叫ぶ。

「ゼッカちゃん、私こういうの不慣れだから、指示をちょうだい」

「……ボクにも」

　二人に頼られたことが嬉うれしかったのか、ゼッカは嬉しそうに説明を始めた。

「わかりました！　まずあの鯨を倒しましょう。そうすればゴブリンは増えなくなるはず……でもアイドルがやられてもいけません。なので……」

　ゼッカはクエスト内容を簡単にまとめると、二人に指示を出す。

「まず、レンマちゃんはステージ前で待機。ここから私たちに防御バフをかけつつ、敵の強力な攻撃が来たらステージを守って」

「……わかった」

　防御バフとは、味方の防御力を上昇させる強化状態の総称である。職業【守護者ガーデイアン】のレンマは、防御バフを付与できるスキルを数多く持っているのだ。

「ヨハンさんは飛べる召喚獣で鯨本体を攻撃。さらに降りてくる敵にもできるだけダメージを与えてください。パーティーを組んでいるプレイヤー同士ではダメージを受けないので、ド派手にやっちゃってオーケーです！」

「わかった。それで、ゼッカちゃんは？」

「私？　私は……」

　ゼッカは二本の剣を引き抜くと、ニカッと笑った。

「地上の敵を全て倒します!!」

　ゼッカが地上の敵に向かって駆け出すと、ヨハン、そしてレンマも行動に移った。

「ようやく出番ね。召喚獣召喚──メテオバード！」

　玩具おもちや型の召喚石から新しい召喚獣を喚よび出すヨハン。

　中級召喚獣メテオバード──バチモンコラボの一体。ヨハンの手持ちで唯一空を飛べるモンスターである。

　火の鳥が隕いん石せきでできた鎧よろいを纏まとったような姿のメテオバードは羽を広げ飛ひ翔しようする。

「か、格かつ好こいい……」

「……見み惚とれている場合じゃないよ、お姉ちゃん？」

　じと目のレンマに指摘され、ヨハンはハッと我に返る。

「わ、わかってるわよ？　本当よ？　メテオバード、貴方あなたはビッグホエールを攻撃して」

「ぎゃるうう」

「そして私は……【ブラックフレイム】！」

　メテオバードを見送ってから、ヨハンは上空からパラシュートで下降してくるゴブリンたちを焼き払う。

　既に着陸しているゴブリンたちはゼッカに任せ、ひたすら上空の敵を狙い続けた。

　しかし、降りてくるゴブリンの数が多すぎて、肝心のビッグホエールを攻撃する暇がない。このままではやがてゴブリンに空が覆われ、鯨の姿すら見えなくなるかもしれない。

「ちょっと手数が足りないか。それなら……【増殖】」

　スケープゴートのスキル【増殖】を発動し、ヨハンは三体に分裂した。

「……お、お姉ちゃんが三人に分裂した!?」

　驚くレンマ。無理もない。

「「「【ブラックフレイム】！」」」

　そして、三体が同時に暗黒の炎を放つ。

　空を埋めていたゴブリンたちは一瞬で蒸発し、ドロップアイテム、【サイリウム】の雨が降る。

　見通しの良くなった空を見上げれば、メテオバードがビッグホエールにたどり着いたところだった。

「今よ、メテオバード。スキルを発動──【ファイナルメテオインパクト】！」

　メテオバードの身体が輝き、より強い炎のオーラを纏まとう。その状態で、敵に向かって全力で体当たりを行う。その攻撃はビッグホエールの身体を大きく揺らすが……。

「そんな……ＨＰが全然減ってない!?」

　メテオバードの攻撃は、ほぼノーダメージと言っていいほど効いていない。それどころか、ビッグホエールは口を大きく開くと、メテオバードにかみつき、一撃で撃破。そのまま頭部をこちらに向ける。

　そして再び大きな口を開く。その口の奥には、巨大なスピーカーのような機械があった──。

「敵の必殺技が来る!?　ヨハンさん、レンマちゃん、気を付けて！」

「ぶおおおおおおおおおおお」

　ビッグホエールの攻撃スキル【超撃爆音波】がフィールド全体に降り注ぐ。その攻撃範囲は凄すさまじく、【デコイ】を発動したとしてもカバーできないだろう。

「……ここはボクの出番だよ……スキル発動。【ルミナスエターナル】！」

　レンマの足下から魔法陣が広がり、黄緑色の光がフィールド全体を包む。そして、パーティー全体に十秒間の【無敵】と【状態異常無効】を授ける。この効果は、護衛対象であるステージ上のアイドルにも有効だ。降り注いだ敵の音波攻撃からヨハンたちを守る。

「凄すごいわレンマちゃん！　こんなこともできるのね！」

「あれが守りの要と言われる、守護者ガーデイアンの最強スキルです。ちゃんと習得済みとは……やりますね、あの子」

　言いながら、ゼッカは額の汗を拭ぬぐった。

　もしあの時レンマの申し出を断っていたら、今の鯨の攻撃でアイドルが倒され、クエスト失敗になっていただろう。フィールド全体を範囲とするあの攻撃を守れるのは、守護者ガーデイアンしかいない。

「さて、それじゃあ反撃ですよ」

「ええ、私に任せてちょうだい」

　ヨハンはそう言うと、二体目のメテオバードを召喚する。

「乗ってゼッカちゃん。二人で接近して倒しましょう」

「ナイスですヨハンさん！」

　二人はレンマをステージに残し、メテオバードの背に乗って飛翔する。

　幸いゴブリンたちは先ほどのビッグホエールの攻撃に巻き込まれ全滅しており、二人の接近を邪魔するものはいない。

　またビッグホエールも強力な攻撃を続けて撃つことは難しいらしく、驚くほど簡単に接近に成功した。

「背中の部分にクリスタルが埋まってますね……。なるほど、これが攻撃しても食らわないカラクリでしたか」

　ゲーマーとしての経験と勘で、敵の弱点を見抜くゼッカ。

「多分アレを砕けば攻撃が通用するはず……行ってきますヨハンさん！」

「えっ、危ないわよ……って」

　ヨハンが止める暇もなく、ゼッカはメテオバードの背からビッグホエールの背中に飛び移る。

　空中ゆえにその行動にヒヤッとしたが、ゼッカは軽い身のこなしでビッグホエールの背中に着地した。巨大な背中を物もの凄すごいスピードで駆け抜けたゼッカは自慢の双剣【デッド・オア・アライブ】でザクザクと切り裂きクリスタルを破壊する。すると、ビッグホエールが身を捩ねじり咆ほう哮こうした。

「ぼええええええんんん」

「試しに撃ってみましょうか……【ブラックフレイム】！」

　敵の腹部に攻撃を当てると、ビッグホエールのＨＰバーが減少する。

「やっぱり！　あのクリスタルがこいつの守備力を上げていたんですね！」

　敵の弱点を見破った喜びに震えながら、その身体からだを切り裂くゼッカ。敵のＨＰがぐんぐんと減っていく。あと大技一発と言ったところか。

「後は私に任せて！　はっ」

　そう言うと、ヨハンはメテオバードから飛び降りる。ゼッカとレンマは何が起こるのか見守った。

「スキル発動──【ファイナルメテオインパクト】！」

　ヨハンが発動させたのはメテオバードの突撃攻撃スキルだ。全身に炎を纏まとい、跳とび蹴げりのポーズで敵に突撃する。

　カオスアポカリプスのスキル【暗黒の遺伝子】によって、ソードマンのスキル【筋力上昇】10個分の効果を受けたヨハンの筋力ステータスは＋５００されている。

　そんなヨハンが放つ【ファイナルメテオインパクト】の威力は、本家メテオバードを遙はるかに超える破壊力を持っている。

「はあああああああああ！」

「ぼげええええええええええ」

　ヨハンの身体がビッグホエールの身体を貫通し、向こう側へと突き抜けるその姿はまさに隕石が降っているように見える。ボスモンスターであるビッグホエールは断末魔の咆哮をあげながら身体を粒子に分解し、消滅した。

　一方、ヨハンはその勢いのまま落下していく。

　ビッグホエールが消えたため、足場がなくなったゼッカも逆さまに落ちていった。

「「ぎゃあああああああああああああああああ」」




『スキル【ガッツ】が発動しました』

『スキル【ガッツ】が発動しました』




「はぁ……はぁ……死ぬかと思った……」

「【ガッツ】があるってわかっていてもビビりますね……」

　地面に落ちたヨハンとゼッカは即死級の落下ダメージを受けるも、スキル【ガッツ】によりなんとか存命。大の字になって寝っ転がる二人のもとにレンマが駆け寄る。

「……大丈夫？」

　三人は高難易度クエストをクリアすることに成功した。




『みんな、本当にありがとう！　今日のライブは、私の一生の思い出だよ♪』




　アイドルのライブステージはそんな言葉で締めくくられ、フィールドには「どうやって回収するの？」というくらいに大量の【サイリウム】が降り注いでいた。




　　　　＊＊＊＊＊




　街に戻って。

　使い切れないほどの【サイリウム】を手に入れた三人は、各々欲しい素材と交換していた。

　ヨハンは中級モンスターたちのスキル解放に必要な素材を大量に交換。

　レンマは自らの推しアイドルの衣装を交換したようだ。

「ちょっと着てみせてよレンマちゃん」

「私も見たいです」

　ヨハンとゼッカの二人にせがまれて、レンマはアイドル衣装に装備を切り替える。すると必然、着ぐるみゴリラで隠されていた彼女の素顔が見られるわけなのだが。

「「……可愛かわいい」」

　ヨハンとゼッカの二人はレンマの可愛さに絶句した。

　年齢は中学生くらいだろうか。輝くような水色の髪に青い瞳ひとみ。透き通るような白い肌は、頬だけが照れくさそうに桃色に染まっている。

「あの……変？」

「「変じゃないよ！」」

（ち、ちょっと可愛すぎないかしらこの娘こ？　持って帰りたいんだけど!?）

（何な故ぜこれほどの美び貌ぼうを隠しているのか！）

　と悶もだえるお姉さんたち。そんなヨハンとゼッカを見てくすくす笑うと、レンマは二人にも同じステージ衣装を取り出してきた。

「え？」

「くれるの？」

「……うん。あと……一緒にボクと写真撮ろう？　それを着て」

「おお、いいアイディアですね！」

　瞳を輝かせて衣装を受け取るゼッカ。さすが女子高生と言ったところか。コスプレに抵抗がない。だがヨハンはそうはいかない。

（うぅ……背中開きすぎ……胸元見せすぎ……スカート短い……くっ。この歳としでコレを着るのはな～ううぅむ……）

　アイドル衣装をぴらっと掲げつつ、ヨハンは唸うなる。美麗なアバター姿とはいえ、中身はアラサー。抵抗があった。

　一人悩んでいたヨハンだったが、潤んだ瞳でこちらを見つめているレンマに気が付く。

「……ボクと一緒は……嫌？」

「いいいいい嫌じゃないわよ！」

　美少女にうるうるした上目遣いで見つめられ、断れるわけがない。

　漆黒の魔王装備からアイドルの衣装に着替えたヨハン。その顔は羞しゆう恥ち心しんで真っ赤だった。

「似合ってますヨハンさん！　可愛いです」

「……綺き麗れい」

「そ、そうかなぁ……あははははははははは」

　ヤケクソとはこのことか。

　そして、若者二人に上手うまく乗せられ、後に見る度たびに死にたくなるようなスクリーンショットを撮りまくってしまうヨハンであった。








四章　トレジャーイベント開催









　インターネットのとある掲示板。

　混こん沌とん渦巻くその場所で、今日も男たちの戦いが、始まろうとしていた。





　掲示板

【ＧＯＯ】打倒ヨハン【被害者の会】




　１２２.被害者

　謎のプレイヤーヨハンの被害者たちが集まっているというのはここですか？




　１２３.名無しの復ふく讐しゆう者

　よく来た




　１２４.名無しの復讐者

　肩の力抜けよ




　１２５.名無しの復讐者

　歓迎するぜ。で、アンタは何をされたんだ？




　１２６.被害者

　先日のランキングイベントのことです。いきなり黒い炎に包まれたと思ったら、死んでました。




　１２７.名無しの復讐者

　そうか……辛つらかったな




　１２８.被害者

　皆さんも？




　１２９.名無しの復讐者

　俺はヤツの召喚獣に殺された。だが俺なんてまだマシさ。１２５なんて大事な妹を殺されている。




　１３０.名無しの復讐者

　ランキングデビュー戦だったんだよ。

「私もトップランカーになりたい！」って綺麗な目して言ってたさ、それまでは。

　でも最近はさ……濁った瞳で言うんだ。

「ヨハン様にまた殺されたいなぁ」……って




　１３１.被害者

　ひっ……




　１３２.名無しの復讐者

　……いつ聞いてもひでえ話だ




　１３３.名無しの復讐者

　ビビる事はねぇ１３１。

　ここじゃヨハンに勝つためのあらゆる情報が集まってくる。

　なぁに焦る必要はない。次のランキングイベントまであと二週間ある。

　じっくり楽しもう、魔王攻略をな




　１３４.被害者

　はい！






　＊＊＊数日後＊＊＊





　６７９.名無しの復讐者Ａ

　野郎共準備はいいか！　決戦は明日土曜。狙いは前回と同じ19時の部だ




　６８０.名無しの復讐者

　イッツパーフェクト




　６８２.名無しの復讐者

　いいか！　誰が倒しても文句なしだぜ？




　６８３.名無しの復讐者

　誰が勝ってもいい……その時はここで笑い合おうじゃねぇか




　６８４.名無しの復讐者

　へへ、当たり前だ……




　６８５.名無しの復讐者Ａ

　最後に確認だ。

　スタン対策は必ひつ須す。そして召喚およびスキルの発動を封じるため、ＭＰドレイン系の武器で攻め、欲を言えば無敵貫通……異論ないな？




　６８６.名無しの復讐者

　もちろん。それがここ一ヶ月で出した対ヨハンの結論だ




　６８７.名無しの復讐者

　暗唱できるわ




　６８８.名無しの復讐者

　俺は明日に備えて寝るとするよ




　６８９.名無しの復讐者

　俺も




　６９０.名無しの復讐者

　俺も






　　　　＊＊＊＊＊




　第一層はじまりの街。

　中央通りに並ぶガラス張りのカフェに、ヨハンたちの姿があった。

『女子会をしましょう！』

　というゼッカの呼びかけで集まったのだ。

　窓際の席にヨハンとゼッカ、そしてゴリラアーマーを脱いだレンマが並び、雑談に興じていた。皆で紅茶を飲みながら次の話題を探していた時、ふとヨハンが口を開く。

「明日、甥おいっ子この誕生日なのよ」

「おめでとうございます」

「……おめでとう。いくつになるの？」

「明日で六歳よ」

「へぇ～プレゼントは何かあげるんですか？」

「ウルトラ仮面のベルトのおもちゃよ。喜んでくれるといいんだけど」

「……大丈夫。きっと喜ぶ」

　と話をしていると、急にゼッカが大声をあげた。

「あー！　ヨハンさん、明日はランキングイベントですよ!?　どうするんですか？」

　そう。明日は一ヶ月ぶりにランキングイベントが開催される。

　前回１０７位まで上り詰めたヨハンだが、もし参加しなければ、大きく順位を落とすことになるだろう。

「私も前々回は50位くらいだったんですけど、前回出なかっただけで７００位くらいまで落ちちゃいましたし……ってランキングとか全然興味ないって顔してる！」

「そそそ、そんなことはあるようなないような……あるわ」

「あるんじゃないですか！　……あれ？」

　途中で意味がわからなくなるゼッカ。

「……ゼッカ。このゲームの遊び方は人それぞれ。強制はよくない」

「うぅ……すみません、つい……。でも、ヨハンさんは滅め茶ちや苦く茶ちや強いし、活躍を期待しちゃうんですよ……というか。私もちょっと戦ってみたいと思ったりして」

　左右の人差し指をつんつんさせて俯うつむくゼッカ。

　そんなゼッカに、オレンジジュースを飲んでいたレンマが「どうせ勝てないのに」と煽あおる。

「……ぐっ」

　ゼッカは苦虫をかみつぶしたような顔をする。

「私ももっと強くならなきゃ……ならなきゃ……」

「あ、あんまり思い詰めないでゼッカちゃん。約一ヶ月遊んだ感想だけど、このゲームは楽しむのが強くなる一番の近道だと思うわ」

「フフフ……大丈夫ですよヨハンさん。私はどうやって勝つか脳内シミュレーションするのが楽しくて楽しくてしょうがないんですから……フフフ」

　不気味に笑うゼッカ。ヨハンとレンマが軽く引いている。

　ヨハンは話題を変えようと、ゼッカが興味ありそうな話を振った。

「で、でもその次の土曜日のイベントには出られるから」

「トレジャーイベントですね！」

　ばっとゼッカが顔を上げる。

（一瞬で機嫌がなおったわね）

　ゼッカが鼻歌を歌いながら、新イベントの告知を表示する。






　第一回トレジャーイベント開催決定




《概要》

　第一層全てを使った宝探しイベント開催決定！

　多くの希少なアイテムを復刻！　今では入手不可能なアイテムを手に入れるチャンス！




《開催日時》

　４月26日（土）19：00～22：00

（ゲーム内時間を加速させます。リアルタイムの一時間につき、ゲーム内では一日が経過します。つまり、イベントはゲーム内で三日間の開催になります）




《参加条件》

　　全てのプレイヤー

　・パーティー単位で参加可能。

　・イベント中、装備の変更はできません。

　・アイテムの持ち込みはできません。ポーション等のアイテムは全て現地調達。

　（但し、【召喚石】や【矢】等の職業の必須アイテムは持ち込み可）

　・イベント中にＨＰが０になった場合、手に入れたアイテムを全てその場でドロップ。

　・死亡したプレイヤーは待機エリアにてイベント終了まで待機。

　・イベント中にログアウトした場合、イベント終了までログイン不可。

　・Ｌｖ20までのプレイヤーには【緊急脱出ボタン】を配布。




《緊急脱出ボタン》

　イベント中一度だけ使用可能。イベントエリア内の他のプレイヤーのいない場所までワープする。




　貴重なアイテムやレアな装備、過去のイベントレアアイテムなどを手に入れる絶好のチャンス。

　是非挑戦してみよう！




《アフター》

　・イベント終了から十日間、メニューからトレジャーイベント限定掲示板が使用可能。

　・掲示板ではトレジャーイベントで手に入れたアイテムをプレイヤー同士で取引可能。

　・要らないアイテムで一いつ攫かく千せん金きんのチャンス!?　また、参加できなかったプレイヤーもここで欲しいアイテムを手に入れるチャンス！








「……復刻アイテムには興味あるけど……見た限りプレイヤー同士の戦いが加速しそうだね。不安だな」

　イベント概要を見終えたレンマが呟つぶやく。

「大丈夫ですよレンマちゃん。私がついてる。それに、手に入れたアイテムは全部ヨハンさんに預けておけばいいんです。何せ一日十三回【ガッツ】が使えるんですから」

「安心してレンマちゃん。みんなで集めたアイテムは誰にも渡さないわ」

　仮に敵に襲われたとしても【透明化】や【シフトチェンジ】など、戦闘を回避する方法はいくらでもある。

「あとはスキルを解放した【中級】のバチモンたちを活躍させてあげたいわね」

「そうですね！　頼りにさせてもらいます！」

「……それで、ゼッカは張り切ってるけど、何か狙いのアイテムとかあるの？」

　オレンジジュースの二杯目を飲みながら、レンマが尋ねた。

「う～ん、今回に限っては事前に何が手に入るかわからないのが気になるかな」

　ゼッカはイベント概要を何度も上下にスクロールさせる。

「……蓋ふたを開ければしょぼかった……ってこともあるわけだね」

「そういうこと。本当に豪華な可能性もあるし、運営が言ってるだけで私たちからしたらしょっぱい可能性もある」

「けれど、最後にみんなで交換もできるみたいだし。できるだけ豪華なアイテムを取っておけば、たとえ自分が要らなかったとしても、欲しいアイテムを手に入れるチャンスになるわ」

　ヨハンの言葉に二人は頷うなずく。

「……ちょっとわくわくしてきたね。……それで、ボクはイベントまでにやっておくことはあるかな？」

「無難にレベル上げですかねぇ。レンマちゃんは平日は何時にログインしてますか？　私、20時くらいからなら手伝えますよ」

「……ボクは暇だから大体ログインしてる。じゃあその時間に落ち合おう」

「おっけー！」

　ちなみに『ジェネシス・オメガ・オンライン』の現在の最高レベルは50である。

　そしてゼッカのレベルも50なので、これ以上経験値を稼ぐのは時間の無駄では？　と思うかもしれない。

　だが、運営は今後のレベル上限引き上げをプレイヤーに約束しており、レベル50であっても経験値を貯め続けることができるようになっている。そして上限引き上げと同時にレベルが上がるようになるのだ。

　来月のゴールデンウィーク頃にサービス開始一周年記念の大型アップデートが来るのでは？　と、もっぱらの噂うわさである。

「じゃあ、二人はレベル上げ頑張ってね。私も明日、甥っ子の誕生日パーティーを楽しんだら、すぐ準備に取りかかるわ」

「ヨハンさんはどんな準備を？」

「……新しい召喚獣を仕入れに行く？」

　レンマの言葉にヨハンは酷ひどく落ち着いた表情で首を振る。その目は虚うつろで、どこか遠くを見ているようだった。

「仕事よ。土曜に予定が入らないよう、仕事を完かん璧ぺきに終わらせる」

「「え？」」

「社会人の休日というのはね、来るのを待っていてはいけないの。自ら勝ち取るものなのよ」

「「お、お疲れ様です！」」

　唯一の社会人であるヨハンに、学生の二人は深々と頭を下げた。




　　　　＊＊＊＊＊




　次の日の深夜。とある掲示板にて。





　掲示板

【被害者限定】打倒ヨハン【攻略】




　７８９.名無しの復ふく讐しゆう者

　順位上がった。うれしい




　７９０.名無しの復讐者

　俺もだ兄弟




　７９１.名無しの復讐者

　俺なんて勝ちすぎて最終フェーズはロランドと同じ部屋だったぜ




　７９２.名無しの復讐者

　あっはは、やっぱランキング上がると楽しいわ、このゲーム




　７９３.名無しの復讐者

　……




　７９４.名無しの復讐者

　……




　７９５.名無しの復讐者

　……おい、みんな現実見ろよ




　７９６.名無しの復讐者

　居なかったな、ヨハン




　７９７.名無しの復讐者

　なんでなんだよちくしょおおおおおおおおおおおおお




　７９８.名無しの復讐者

　ヨハンなんで居ないの？　私から逃げたの？

　ヨハンヨハンヨハンヨハンヨハンヨハンヨハンヨハンヨハンヨハンヨハンヨハンヨハンヨハ




　７９９.名無しの復讐者

　まぁ落ち着けおまいら。来週のトレジャーイベントには出没するかもしれん




　８００.名無しの復讐者

　おおおお、生きる希望が




　８０１.名無しの復讐者

　しかもこのイベントはパーティーを組める。俺たちが力を合わせる時が来たようだ




　８０２.名無しの復讐者

　盛り上がってきたああああああああ！




　８０３.名無しの復讐者

　パーティーが組めるとなると、作戦の幅が広がるぜええええええ




　８０４.名無しの復讐者

　よーしおまえら、今から来週まで寝ずの会議だ

　命が惜しいヤツは今すぐ消えろ！　死にてえヤツだけついてこい！




　８０５.名無しの復讐者

　リベンジじゃあああああい！






　イベント当日の土曜日。

『びえええええんんん哀あい川かわせんぱあああいいいいたずげでくだざいいいいいいいいいい』

　午前中で仕事を片付けて帰ろうと思っていた圭けいの下に、後輩が泣きついてきた。

　仕方ないので間違いだらけの注文書の手直しをしてやっていると、いつの間にかその後輩の姿が消えていた。

『ごめんなさーい　長引きそうなんで先に帰りますねー！　先輩も遅くならないようにしてくださいねーん！』

　と一通、メールが届いていた。




　　　　＊＊＊＊＊




「はぁはぁ……遅くなってごめんね」

　スタート地点である第一層はじまりの街に、漆黒の鎧よろいに身を包んだヨハンが姿を現した。

「……まだギリギリセーフ」

「心配しましたよ、ヨハンさん。事故にでも遭ったんじゃないかって……」

「仕事が終わらなくて……」

　なんとか合流できたことを喜んでいると、街全体にイベント開始を告げるアナウンスが流れる。

『お待たせしました！　それでは只ただ今いまより、第一回トレジャーイベントを開始しまーす』

「「「うおおおおおおお」」」

　その後、改めてこのイベントのルールがアナウンスされる。そしていよいよ、全てのプレイヤーは、第一層の各地へと転移させられるのだった。

　ゲーム内ではあるが、今から三日間。プレイヤーたちの長い戦いが始まる。




　ヨハンたちが目を開くと、そこには森が広がっていた。とはいっても、一層をあまり遊ばずに第二層へと進出したヨハンには、見覚えのない土地だ。

　場所を把握しようと、ゼッカが何か見覚えのあるものがないか周囲を観察する。

　地図すら持ち込めないので、まずプレイヤーが行うべきは、自分がどこにいるのか把握することだろう。

「ゴブリシャーマン、プレデターワーム……多分ここ【誘惑の森】ですね」

「誘惑の森？」

「第一層では、結構難易度が高い場所です。あんまり来てない場所なので、私は詳しくないですけど。過去に期間限定の隠しイベントが沢山あったらしいです」

「へぇ～」

「このイベントに伴って変わっている部分もあるはず……慎重にいきましょう」

　とは言ったものの、今さら第一層の敵に苦戦することはないだろうと、三人は早速探索を開始する。

「召喚獣召喚──イヌコロ！」

　幾何学的な魔法陣の中から、デフォルメされた犬型召喚獣イヌコロが姿を現した。イヌコロは現れるや否や、すかさずヨハンに跳びついてくる。

「わふわふ」

「よしよし、今日もよいもふもふだわ。さぁ、誰が一番多くアイテムを見つけられるか、競争よ！」

「わっふ！」

　ヨハンとイヌコロは駆け出した。

「……待って」

「ああ、置いていかないでくださいよ～」

　レンマとゼッカが慌てて追いかける。

「ん、早速アイテムを見つけたわ」

　何もない森の道。ヨハンはその真ん中で止まる。

　地面の光って見える場所に触れると、宝箱が出現した。

「ハイポーション１個……ＨＰを最大値まで回復するアイテムですね」

「……レアってわけじゃないけど、必要なアイテムだね」

　今回のルールで、各職業ごとの必ひつ須すアイテム以外は持ち込めない。だからこそ、宝箱から通常のショップで販売されているようなポーションの類いが出るようになっている。

「……生産プレイをしている人を連れてきた方が良かったかもね」

　生産プレイ。

　ＧＯＯでは器用の数値を上げたり、街で職人ＮＰＣから発せられるクエストをクリアすることで得られるスキルを駆使したりして、様々な武器や防具を作ることができる。

　こういった遊び方は生産プレイと呼ばれ、極めればトッププレイヤーのロランドが愛用するような鎧すら生産可能となるため、人気が高い遊び方である。

「よくできたイベントですね。色々な職業の人が活躍できるように考えられてる」

「……まぁボクたちはボクたちのペースで楽しもうよ」

「あ、レンマちゃーん、ゼッカちゃーん！　何か盾が出てきたわー！」

　二人はいつの間にか６個目のアイテムを見つけたヨハンの呼び声に顔を見合わせて笑うと、置いていかれないように急いで走り出すのだった。




　　　　＊＊＊＊＊




「誰か近づいてきますね……」

　それから一時間ほど。

　森の奥深くへと足を延ばしたヨハンたちは、大したレアアイテムこそ手に入れていないものの、十分なほどのポーション類を集めきった。

　しかし気配を感じたゼッカは森の奥をキッと睨にらむと、背中から剣を引き抜いた。

　ヨハンとレンマが遅れて人が走ってくる気配を感じて身構えると、茂みの向こうから一人の女性プレイヤーが姿を現した。

「よかった……人がいたってきゃああああああああ!?」

　叫ぶのも無理はない。

　この女性プレイヤー、名を【カロン】という。森の奥でとてつもないモンスターに遭遇し、誰か手伝ってくれるプレイヤーがいないか走り回っていたのだ。

　ようやくプレイヤーを見つけたと駆け寄ってみれば、そこにいたのは強そうな剣士、ゴリラ、そして中央に身構える漆黒の鎧の魔王。新たなボスモンスターと遭遇したと勘違いしてしまっても不思議はなかった。

「だ、大丈夫ですか!?」

　悲鳴に驚いたゼッカが声をかけると、カロンはこちらをまじまじと見てから「に、人間だった……」と呟つぶやいた。

　そしてはっとしたような表情を見せ、ゼッカに縋すがりついた。

「あ、あの、助けてくれませんかっ！」

「「「え？」」」

　話を聞いてみると、どうやらこのカロンというプレイヤーは彼氏と二人でこのイベントに参加したようなのだが、スタート地点がかなり酷ひどかったらしい。

　ダークエルフの里の真ん中だったというのだ。

　ダークエルフは状態異常魔法を使う強敵だ。まだレベル20程度の二人では歯が立たず、彼氏はカロンを逃がし、一人捕らわれてしまったのだという。

「全く、彼氏と一緒にイベントに参加するなんて……そんな浮ついた気持ちでどうするんですか？」

「ゼッカちゃん、嫉しつ妬とがダダ漏れよ」

　理不尽にキレる若者のゼッカを諭すヨハン。

「……でも、おかしい」

　レンマが疑問を口にした。

「え？」

「何がおかしいの？」

　レンマの言葉にカロンとヨハンが首を傾かしげる。

「レンマちゃんの言うとおり、おかしいんですよ。彼氏さん、捕まってるんですよね？」

「ええ……ほら、これを見て。まだ生きてるでしょう？」

　カロンが表示するのは、パーティーメンバーの状態が確認できる画面だ。ＨＰが半分程度になっているものの、その彼氏はまだ生存中である。

「もしかして……」

　顎あごに手を当てて唸うなっていたゼッカが、何かを思い出したようだ。

「ダークエルフ、すぐに殺されずに捕らわれる……もしかしたらコレ、【ダークエルフの拷問】という隠しイベントなのかも」

「ダークエルフの拷問？」

「……ボクも聞いたことがあるよ。なんでも女性プレイヤーからの苦情が酷くて、すぐに削除されたイベントがあったって」

　レンマの言葉に、ヨハンは眉まゆを顰ひそめた。

「拷問って……穏やかじゃないわね」

「ええ、私は実際に参加した人から聞いたことがあります。『あんな過酷なイベントは初めて体験した。私は男だったから耐えられたが、女ではまず耐えられないだろう。だから行かない方がいい。いや、絶対行かないで』って。その削除されていた隠しイベントが復活しているのだとしたら？」

　ゼッカの言葉を聞いたカロンは顔を覆う。

「か、彼は今、どんな酷いことをされているのでしょうか！　私の……せいで」

「……いやシリアスになっているところ悪いけど……これゲームだし……」

　レンマの言いたいこともわかる。

　異世界ならともかく、これはＶＲゲーム。痛みだって感じない。

　もし仮に、耐えられないほどの拷問ダメージなんてものがあるのだとしたら、すぐにサービス停止に追い込まれるだろう。

「でも、やりすぎたから、クレーム殺到で消したんじゃないですか？」

「わ、私の彼氏が……殺されちゃう」

　カロンは最も早はやパニック状態だ。

「とにかく、一度行ってみましょう。助けられるかもしれないわ。カロンさん、案内してちょうだい」

「え、助けてくれるんですか？」

「もちろん。それに、どんなイベントなのか、気になってきたわ」

　カロンは彼氏を助けるため。ヨハン、ゼッカ、レンマの三人はレアアイテムのため、【誘惑の森】の奥深く、ダークエルフの里へと向かった。




　ダークエルフの里へとやってきたヨハンたち。

　木造の質素な家々が立ち並んでいる。どこか牧歌的な雰囲気だが、鼻をつくのは強烈な香水の匂い。

　そして里の中央は数枚の大きな板で囲われて見えなくなっており、その向こうからカロンの彼氏のものと思われる悲鳴が響き渡っていた。

「うああああああ！　た、助けてくれえええええ」

「ダークエルフたちは全員あの壁の向こうですね。接近は容易でしょう」

「そうね……もっと近づいてみましょう。さぁ、カロンさん、もう少しよ」

　彼氏の悲鳴が聞こえる度たびに肩を震わせ、青ざめるカロン。

　ゲームのイベント故にそこまで酷い目にあっているとは思えないが、大事な人が拷問を受けているとなれば、心中穏やかではないだろう。

　それを考慮し、四人は壁のすぐ傍そばまでやってきた。そして、ひそひそ声で相談を始める。

「さて、どうやって攻めるか……ですが（ヒソヒソ）」

「クワガイガーで蹂じゆう躙りんしましょうか（ヒソヒソ）」

「ちょっと勿もつ体たいない気もしますけど……それが一番安全そうですね（ヒソヒソ）」

「ソラああああああ！　助けに来たよおおおおお！（大声）」

「「「っ!?」」」

　その時、カロンが壁の向こうの彼氏に向かって大声で叫ぶ。

　壁の向こうからは「何事だ？」というダークエルフのものと思われる声が聞こえた。

「何してるんですか！　まったくこれだから彼氏持ちは……」

　憤りながらも剣を抜くゼッカ。

「カロン……カロンなのか……来るな、来るんじゃねえええええええぎゃああうひょーい。お、お前には……無理だあああ」

「大丈夫！　強い人たちを連れてきたから！　今そっちに行くからね！」

「うひょ……来るな……これは……お前には見せられんんほおおおおおお」

「大丈夫!?　大丈夫なのソラ？」

「お、俺のことは置いて……ひゃん……帰れええええええええ」

　目の前で繰り広げられるラブコメを冷めた目で見つめるヨハン、ゼッカ、レンマ。

「なんか様子が変ですよね、彼氏」

「ええ、これは」

「……苦しがっている声というより……」

「「「愉たのしんでいる声」」」

「なんかオチが見えた気がしますね……」

　言いながら、ゼッカは引き抜いた黒い剣を両手で構える。

「はああああああ！」

　そして、そのまま剣を叩たたきつけると、中央を覆い隠していた壁を破壊する。破壊された壁が光の粒子となって消滅すると、中の様子が見て取れた。

「ほらほら……早く私に屈服してしまいなさい。ここ？　ここなの？」

「んほおおおお……さいこおおおおおおおおおお」

　壁の向こうには、大勢のダークエルフたちがいた。

　褐色肌に銀髪の非常に美しいダークエルフたちは、見せてはいけない大事なところが最低限隠れるくらいの衣服しか纏まとっていない。

　カロンの彼氏【ソラ】は仰あお向むけの状態で四人のダークエルフに四肢を拘束されていた。それだけでダークエルフの身体からだを堪たん能のうするのには十分なのだが、さらに追い打ちをかけんばかりにダークエルフの女王は、ソラを見下しながら、足で彼の顔や胸、腹をぐりぐりと踏みつけている。

「くそ……俺は……負けねぇ……どんな姿になろうが……人としての誇り……プライドは失わねぇ……逃げろおおおおおカロンんんん」

　立派なことを言っている彼氏だったが、その目は足の向こう側、ダークエルフの女王の股また座ぐらを真剣に見つめている。ワンチャン運営がそこまで作り込んでいるのでは？　と期待している目だ。

「これは酷いわね……何が拷問なのかしら」

「そりゃキレますよ女性なら……なんですかあのデカすぎる胸は！」

「……はわわわ」

　レンマが真っ赤になって固まっている。「見ちゃダメ！」と急いでヨハンがレンマの目を手で隠した。

「レンマちゃん、あっちで隠れてなさい」

「……うん、そうする。……ボクには刺激が強すぎだ」

　女王の秘部を見ることに真剣になっている彼氏は、助けに来た彼女がすぐ傍に来ていることに気が付かなかった。

「……ねぇソラ君……何をシテイルノカナ？」

「見え……見えっ……もうすぐ……え、あ……え？」

　一瞬で正気に戻り、彼氏はみるみる青ざめていく。一方彼女はゴミを見るような目で、彼氏を見下ろしている。

　ヨハンとゼッカはこんなに冷たい目をした人間を初めて見た。

「た、たたたたた、助けに来てくれたんだねカロン……そ、そのまま逃げちゃってもよよよよかったのににににににに」

　彼氏ことソラの身体はケータイ電話のバイブレーションのように小刻みに揺れ、奥歯がガタガタと音を鳴らす。

「ヨハンさん、ゼッカさん。どうやら私の彼氏は既に殺されていたようです」

「「「え？」」」

　ヨハンとゼッカ、そして彼氏の声が重なる。

「彼氏は既に殺されていたんです。だから、ダークエルフたちを倒してください。ドロップアイテムは全て差し上げます」

　カロンは今日一番の笑顔を見せた。

「ま、待ってくださいよ……彼氏を助けに来たんでしょ？」

「そうよ。男性だもの。多少は大目に見てあげるべきよ……」

「いいから殺やって」

「「はい」」

　ヨハンとゼッカは素直に従った。

　今、この場で誰が一番怖いのかを理解する。それが賢い生き方なのである。

「ぎぎゃああああお助けー」

　カロンにズルズルと外へ引きずられていく彼氏の声が聞こえたが、華麗にスルー。戦いに入る。

「ようやく戦いですか。待ちくたびれましたよ！」

　戦闘態勢に入ったヨハンとゼッカ。その前に、ダークエルフたちが立ちはだかる。

「お前たち、この里に人間の女は要らないよ。やっておしまい！」

　立ち向かってくるダークエルフたち。

　しかしヨハンは動かない。

「……ふうむ」

　ヨハンはダークエルフたちを見て、思っていたことがある。

（顔が……似ているのよね）

　ダークエルフの顔は全て同じ。女王でさえ顔の造形は同じで、衣装が豪華になっただけという感じである。

「ちょっと、何してるんですかヨハンさん！　集中しないと」

　ゼッカに促されてようやく動き出し、そのダークエルフたちの顔が誰かに似ていると思いながら戦っていると、ふと思いつく。




『びえええええんんん哀あい川かわせんぱあああいいいいたずげでくだざいいいいいいいいいい』




「ああ、顔があの子に似ているのね！」

「え、似ている？　ヨハンさん？　今日一番の楽しそうな声で、一体どうしたんですか？」

「ねぇゼッカちゃん。ダークエルフと戦うの、私に任せてくれないかしら？」

「い、いいですけど……え、なんか怖いですよヨハンさん」

「いいから……いいから」

「わかりました。ああそうだ。ヨハンさん、ダークエルフは厄介な状態異常攻撃を使ってきます。注意してください」

「わかったわ。状態異常ねぇ、だったら。あなたに決めたわ、召喚獣召喚──バスタービートル！」

　幾何学的な魔法陣から、二本の巨大な角を持つヘラクレスオオカブト型の召喚獣【バスタービートル】が姿を現した。

　現れたバスタービートルはヨハンを守るように敵の前に立ち、ダークエルフたちを威嚇するように羽をバチバチと鳴らす。

　対するダークエルフたちは女王を守るように陣形を組むと、手に持った杖つえをこちらに向けてきた。そして、一斉に魔法を放つ。

「「「──【呪縛の呪文】！」」」

　行動を封じる状態異常を付与する闇魔法が放たれる。

　だが、その呪文はバスタービートルに命中したかと思うと、跳ね返り、呪文を打ったダークエルフに命中する。

　状態異常魔法を跳ね返すカウンタースキル、【ビートルアーマー】が発動したのだ。

「がっ……ああああ」

　大勢のダークエルフたちがその場で動けなくなる。

　その様子を楽しそうに眺めていたヨハンは、バスタービートルに追撃の指示を出す。

「トドメよバスタービートル──【テラーズブラスター】！」

「ビジッ！」

　バスタービートルの角と角の間の空間に、稲妻のようなエネルギーが満ちていく。それが集まったところで、一気に解放すると、白いビームとなってダークエルフたちを襲う。

　中級召喚獣が持つ攻撃スキルの中でも最高クラスの威力を持つ【テラーズブラスター】が、跳ね返された闇魔法で動けなくなっていたダークエルフたちを一瞬で蒸発させた。

「よくやったわ、バスタービートル」

「ジュッ！」

「あははは。それにしても……気持ちいいわね～！」

　ヨハンは笑った。一週間溜ため込んでいた社会人の闇ストレスが解放されたからだ。こうなっては誰にも止められない。

「くっ……調子に乗るなっ！」

　これ以上好きにはさせないと、生き残ったダークエルフたちが武器を構える。【テラーズブラスター】の射線上に入らないようにと、四方から取り囲むようにして襲い来る。

「無駄よ。バスタービートル、今度は──【バグ】！」

「ジュジュイ！」

　指示を受けると、バスタービートルの装甲と装甲の隙間から、無数の黒い虫がボトボトと落ちた。

　直径三〇センチほどの黒い虫は地面に落ちると、カサカサとダークエルフたちに近づいて、飛びつく。

「きゃっ」

「キモッ!?」

「何この虫ぃ!?」

　当然のように気持ち悪がるダークエルフたち。振り払おうと黒い虫に手を触れた瞬間。

「「「ぎゃああああああああ」」」

　黒い虫が大爆発。そのダメージで、ダークエルフたちは消滅した。

「全員一撃で倒すなんて……凄すごいわバスタービートル！」

「ジュウウ！」

「くそー破れかぶれだー！」

　最後のダークエルフがやけくそ気味に声を荒らげながら、飛びかかってきた。だがその狙いはバスタービートルではなく。

「はは！　いくら召喚獣が強かろうと、召喚師サモナーを倒してしまえば問題はな……あああああああああ」

　掴つかみかかってくる最後のダークエルフの攻撃を正面から受け止めると、ヨハンは片手で相手の首を押さえ、動きを封じる。召喚獣たちのステータス強化スキルによって自身も強化されているヨハンには、生半可なモンスターでは太刀打ちできないのだ。

「つーかまーえた」

「ひぃぃいい」

　そしてそのままゼロ距離で【ブラックフレイム】を放つ。

　怯おびえたダークエルフは黒い炎に包まれて、そのまま消滅した。

「後は、貴方あなただけね」

　ヨハンはダークエルフたちによって守られていた最後の一人に向き直る。

　ダークエルフたちと殆ほとんど同じビジュアルながら、一際ゴージャスな衣装に身を包んだダークエルフの女王は、尊大な態度で立ちはだかる。

「このダークエルフの女王と戦おうというのか？　愚かな」

「ぷっ……やっぱり顔が似てるわ」

　妖よう艶えんでいて艶あでやかな、男であれば見とれてしまいそうなダークエルフの女王の姿。だがそんな彼女の姿は、ヨハンから見ると、職場の後輩がコスプレしているようにしか見えないのだ。自然と笑みが零こぼれてくる。

「よくやったわバスタービートル。一旦戻ってちょうだい」

　ヨハンは腹が痛くなるほど笑った後、バスタービートルの召喚を解除する。そして、ストレージから別の召喚石を取り出した。

「美女にはイケメンをぶつけるわ。召喚獣召喚──サイバーエンジェル！」

　幾何学的な魔法陣から、天使型のバチモンが現れた。

　鍛え抜かれた長身の身体を、近未来的なデザインの鎧よろいで包んでいる。背には八枚の銀色の羽。銀色のマスクで顔は見えないが、唯一さらされた口元だけでも、相当の美形であることがわかる。その姿は神々しくもあり、また歴戦の勇士のようでもあった。

「わぁ……凄いイケメン召喚獣ですね！」

　ゼッカですら、思わずそう呟つぶやくほどの美び貌ぼうを携えた召喚獣は、姿を現すなり、主人であるヨハンに傅かしずく。

「呼んだか？　我が主あるじよ」

　耳当たりのよい美声。相変わらずの完成度の高さにヨハンは一人頷うなずくと、サイバーエンジェルに指示を出す。

「アレを倒してちょうだい」

「了解した。我が主よ」

　立ち上がり、ダークエルフの女王を睨にらみ付けるサイバーエンジェル。主の敵と闇の勢力相手には、容赦しない。

　そのままスキル【エクスキャリバー】を発動し、その手に聖剣を握る。この光の聖剣を手にした者は、筋力値に＋80される。

　中級召喚獣は、レベル30のプレイヤー相当のステータスを持つが、それがさらに強化されたのだ。

「ウフフ……」

　だが、相対するダークエルフの女王は余裕の笑みだ。その笑みに何か嫌なものを感じたヨハンは、サイバーエンジェルに指示を出す。

「何か狙ってる。速攻で倒して」

「了解した。我が主よ」

「よもや妾わらわに男をぶつけてくるとは……愚かな。【完全魅了】発動！」

　ダークエルフの女王の瞳ひとみが妖あやしく光る。

　スキル【魅了】とは確率で男性プレイヤー、及び男性型のモンスターを支配下に置くことができるスキルである。

　そしてダークエルフの女王の使った【完全魅了】はその上位版。男性であれば一撃で支配下にしてしまう恐ろしいスキルである。

「あっははは。さぁサイバーエンジェルよ。妾の前にひざまずき、哀れな主人を斬きり殺せ」

「いや、断らせてもらう」

「なっ!?」

　だが、魅了されたはずのサイバーエンジェルは、ダークエルフの女王の命令を突っぱねた。それに動揺するダークエルフの女王。

「何な故ぜだ……このスキルに逆らえるはずが」

「私には主との絆きずながある。その絆は誰にも断ち切れないのだ」

　キッパリと言い放つサイバーエンジェル。その優雅な物言いに、ゼッカは感動し目を潤ませている。

（絆ねぇ……）




『サイバーエンジェルのスキル【アンチ闇】が発動しました。闇属性モンスターからの状態異常攻撃を無効にしました』




　ヨハンは目の前に表示されたメッセージを冷めた目で見つめた。
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「くっ……半永久的な若さと美貌を持つ妾よりも、年齢を重ねたその女の方がよいというのか！」

　悔しそうに目に涙をにじませながら、ダークエルフの女王が吠ほえる。

「我が主を侮辱するのはやめてもらおうか。我が主は確かにかなり歳としを重ねている。だが我が主は、歳を重ねたからこその魅力に溢あふれている」

「サイバーエンジェル」

「どうした？　我が主よ」

「下がっていて」

「主!?」

　ヨハンはサイバーエンジェルを下がらせると、自ら前に出る。

　先ほどのダークエルフの女王とサイバーエンジェルとの会話で、繊細なアラサーの心が傷ついたのだ。その痛みは、目の前のモンスターで吹き飛ばす算段だ。

「女なら私に勝てると思ったか！　──【呪縛の呪文】！」

　前に出たヨハンに、ダークエルフの女王は闇の魔法を放つ。それは、手下の使っていたのと同じ闇魔法。

　女王の両手から放たれた闇の魔法がヨハンの身体からだを包む。だが、ヨハンを守る鎧がその魔法を、女王に跳ね返す。

「ぐあああ……ば、馬鹿な」

「スキル【ビートルアーマー】で跳ね返させてもらったわよ」

「馬鹿な……それはバスタービートルのスキルのはず……なぜ召喚師サモナーであるお前が使える!?」

「私が答えよう」

　地に倒れもがく女王の質問に、サイバーエンジェルが得意げに答える。

「ユニーク装備カオスアポカリプスの力により、我が主は従えた召喚獣の全てのスキルを使えるのだ」

「そ、そんな召喚師サモナーがいるわけないわ」

「それがいるのだ。どうだ。我が主は素晴らしいだろう」

　立ち振る舞いこそ優雅で紳士だが、サイバーエンジェルの今の様子は親を自慢する子どものようだった。

「サイバーエンジェル」

「どうした？　我が主よ」

「下がっていて」

「主!?」

　ヨハンは倒れた女王を見下ろすように立つ。そんなヨハンに、泣きじゃくった女王が命いのち乞ごいする。

　どこまでリアルに作っているのだろう、ここまで必死に命乞いされれば、倒しづらくなるというのが人情というもの。

「た、助けてくれ……頼む！　なんでもする……だから」

『びええええええんん哀あい川かわせんぱああああいいいいだずげでぐだざいいいいいい』

　だが不幸にも、ダークエルフの女王のその泣き顔は、ヨハンの最近のストレスの元、後輩を連想させた。つまり、死に値する。

「──【ファイナルメテオインパクト】発動」

　メテオバードのスキルを発動すると、ヨハンの全身が炎に包まれる。そして、そのまま倒れている女王の頭を蹴けり飛ばした。

「おりゃあああああああああ！」

　炎を纏まとった足が頭部にぶつかった瞬間、物もの凄すごい爆音と共にダークエルフの女王は消滅した。

「あー楽しかったー！　凄いストレス発散になったわ！」

　本人も知らない間に溜ためていたであろうストレスを爆発させきったヨハンは、まるで少女のような綺き麗れいな瞳をしていたという。鎧で全く見えないけれど。

「よ、ヨハンさーん。終わったらこっちも手伝ってください～」

　振り返ると、そこではもう一つの戦いが行われていた。

　彼氏の胸ぐらを掴み上げ、顔を殴り続ける彼女。その横で、彼氏にヒールをかけ続ける涙目のゼッカ。

「ゼッカさん、ヒールを。彼氏が死んじゃうので」

「えっと……彼氏さんが死にそうなのはカロンさんが殴るからでは？」

「そうよ。人は殴ると死んでしまう。でもここはゲーム。いくら痛めつけてもＨＰが残っていれば死ぬことはないの。回復させて殴る。この繰り返しで、彼がもう二度と他の女にデレデレしないように、教育するのよ」

「そ、そんな拷問みたいな真似まねはちょっと……」

「早くシテ？」

「……はい」

　カロンに凄まれて、ゼッカはヒールをかけるしかなかった。その光景を見て、ヨハンは顎あごに手を当てる。

「ふむ、これが本当のダークエルフ（の里）の拷問ね」

「いや、わけわかんないこと言ってないで、彼女さんを止めてくださーい!!」
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　その後、彼氏だったものを血祭りに上げたカロンは、

「ちょっとこの後、アレの家に行ってきます。色々と相談があるので。本当にお世話になりました」

　と言ってログアウトしていった。

　カロンの姿がなくなったのを見計らって、レンマがおずおずと出てくる。

　いけないシーンに続いて本物の拷問まで始まってしまったので、怯えてずっと隠れていたのだ。

「レンマちゃん、怖い思いをしたわよね」

「……うん」

　ヨハンがまだ震えているレンマの背中を擦さする。

「さて、それじゃあ今回のこの【ダークエルフの拷問】というイベントについて、まとめようかと思います」

　ようやく身体の震えが止まったゼッカが、これまでの事実を踏まえ、この謎のイベントを総括した。

「完全に運営のおふざけですね」

「まぁそうよね」

「……でも、ゼッカが聞いた経験者の話ってのは……？」

「あーあれ、ロランドって人から聞いた話なんですよ」

「ロランド……ああ、あのナンパな人ね」

「ええ。男たちで競合して、過酷だとか女には耐えられないと触れ回って、女性プレイヤーが行かないようにしていたんでしょう。女性が行ったら、なんだこれってクレーム入れますからね」

「まぁ子どももやってるゲームなわけだし、当然よね」

「うん……教育上よくない」

　案の定、このイベントに参加した女性プレイヤーたちは激怒。当然まともな感性を持つ男性プレイヤーも異議を唱えたのだろう。そうしてこのイベントは削除される運びとなったと推測できる。「クリア条件はあの状態を振り切ってダークエルフたちを全滅させる。するとこの【愛のピアス】というアイテムが手に入るということみたいですね。【あらゆる魅了状態の無効】という強力な効果を持ってます」

「ちなみにロランドさんはクリアしたのかしら？」

「してないと思われます」

「さすがね」

　この【愛のピアス】はゼッカかレンマが持つのがいいだろうということで落ち着いた。

「……ねぇ、こっちにもアイテムが落ちてるよ」

「あ、本当だ。多分女王以外の雑ざ魚こダークエルフがドロップしたんですね」

「あら……これ召喚石だわ……しかもダークエルフの。嬉うれしい」

　兜かぶとの奥のヨハンの口角が上がる。

「……これを使えばダークエルフが召喚できるんだね」

「うわー、男の前じゃ使えないですね……。私、こういう無駄に胸がデカいキャラクターって嫌いで……ヨハンさん？　どうしたんですか、そんなに笑って？」

　クスクスと笑っているヨハンに、ゼッカが恐る恐る問いかける。

「いえ、このダークエルフの顔がね、知り合いにそっくりでそっくりで、面白くて」

「へぇそうですか、知り合いにそっくり……あれ？　でもさっきダークエルフたちを殺して魔王みたいに笑ってたじゃ……むぐ」

　それ以上言っちゃいけないと、レンマに口を塞ふさがれるゼッカ。

　ヨハンはダークエルフの召喚石を大切そうに撫なでながら、呟つぶやく。

「……ずっと仲良くしましょうね」

　その時の兜かぶとの奥のヨハンの表情は、誰も知らない。
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　一日目の午後。

　ダークエルフの里を抜け、新たなアイテムを求めて森を探索していた時のことだった。

「プレイヤーに囲まれていますね」

　周囲を睨にらみながら、ゼッカが達人のようなことを言い出した。

　何故わかるの？　と疑問に思いながら、ヨハンとレンマも身構える。すると、茂みの向こうから三人のプレイヤーが姿を現す。

　三人ともが男性プレイヤーで、知らない顔だった。

「待っていたぜ、ヨハン。今日こそ貴様を倒す」

「お知り合いですか？」

「いいえ……」

　ヨハンは首を振った。記憶をたどったものの、目の前のプレイヤーたちには全く見覚えがなかった。

「あの、どこかでお会いしたことがあるでしょうか？」

「覚えてないのも無理はねぇ」

「私たちは全員、前回のランキングイベントで貴方あなたに殺された者」

　ヨハンの言葉に、男性プレイヤーたちはさほど気分を悪くした様子も見せずに答える。

「つまりは復ふく讐しゆうってこと？　ダッサ」

　バッサリと切り捨てるゼッカに、それでも男たちは不気味に笑う。

「復讐？　そんなもんじゃねぇ……この感情、まさしく愛だ！」

「この数週間、私たちはずっと貴方のことを考えていたんですよ？」

「ずっとずっと会いたかった」

　その男たちの執念に、ゼッカとレンマは背筋の凍る思いがした。

「うえぇ……何この人たち。気持ち悪い」

「……うん、なんか怖い。ここで始末しておいた方がよさそうだね」

「そうしよう。あれ、ヨハンさん、どうかしました？」

「もしかして私、モテ期かしら？」

「違うと思いますよ」

　ここで天然をかますヨハン。

「さて、話はここまでだ。数週間待った。そろそろ戦いを始めようぜ」

「お嬢ちゃんとゴリラもかかってきな。チーム戦といこうぜ」




　ヨハン　Ｌｖ：19　職業：召喚師サモナー

　ゼッカ　Ｌｖ：50　職業：剣士セイバー

　レンマ　Ｌｖ：41　職業：守護者ガーデイアン




　ＶＳ




　アベンジャーマスオ　Ｌｖ：34　職業：槍使いランサー

　レイモン　Ｌｖ：30　職業：魔法使いウイザード

　女子力　Ｌｖ：29　職業：剣士セイバー




　まず始めに動いたのは、ダークエルフとの戦いでレベルを19まで上げたヨハンだった。手を広げ、クワガイガーのスキルを発動する。

「──【放電】！」

　ヨハンの手の平から電撃が放たれる。その電撃は三人に命中するが──

「「「ふっふっふ」」」

　三人のプレイヤーは余裕の表情である。

「悪いがヨハン。お前の切り札は対策済みさ」

「アンタが召喚獣のスキルを使えるという情報も知っている」

「私たちは雷属性の攻撃を弱める装備に身を包み、さらにスタン耐性を付与するアクセサリーも装備している」

「この勝負、俺たちの勝ちだ!!」

「へぇ……」

　感心するヨハン。その反応に相手プレイヤーたちは満足そうに笑う。どうやら、既に勝ちを確信したようだ。無理もない。彼らはヨハンの最大の切り札を封じたと思っているのだから。

「それなら、この子を出そうかしら」

　一方ヨハンは、相手がクワガイガー対策をしてきたことを気にした様子もなく、ストレージからバチモン、【メテオバード】の召喚石を取り出した。

「おおっと、そうはいかない──【マジックドレイン】！」

　魔法使いウイザードのレイモンがスキルを使用。

　ヨハンたちから半径数メートル範囲が赤いエフェクトで覆われたかと思うと、三人のＭＰが０になってしまった。

【マジックドレイン】。魔法使いウイザード職が使用できる、相手のＭＰを吸収するスキルである。

「これで召喚もスキルも封じた。俺たちの勝ちだ！」

「チッ。こちらは研究済みというワケですか」

「……厄介だね」

　舌打ちをするゼッカとレンマ。

　ＭＰを０にされると、かなり行動が制限される。だが、ヨハンだけが顔色を変えることなく、次なるスキルを発動する。

「それなら……私はメテオバードのスキル発動──【メテオレイン】」

「「「は？」」」

　ヨハンが手を天に掲げると、空から五つの隕いん石せきが降り注ぐ。アイドルスターズイベントで手に入れた素材によって解放された、メテオバード二つ目のスキルである。

　炎を纏まとった隕石のうち一つが相手プレイヤー女子力に命中。そのＨＰを一撃で削りとった。

「一人撃破ね！」

　嬉しそうに言うヨハン。だが相手はそれどころではない。ＭＰがなくなったにも拘かかわらず、ヨハンがＭＰを使わなければ使用できないスキルを発動したことに、動揺を隠せない。

「今だ！」

「ぐあああああ!?」

　そして、ゼッカは敵の隙を見逃さない。

　守りが疎おろそかになっていたレイモンへ一太刀。一撃でＨＰを削り去った。胴体に走った赤いダメージエフェクトと共に、レイモンの肉体も消滅する。

「残るは一人」

「くっ……何な故ぜだ……ＭＰ消費を封じたのに何ぎゃあああああ」

　何が起こったのかわからずに混乱するアベンジャーマスオは、黒い炎に包まれて消滅。

　ヨハンがヒナドラのスキル【ブラックフレイム】を使ったのだ。

　目の前の脅威が去ったことを確認したゼッカとレンマは、急いでヨハンに駆け寄った。

「どういうことですか、ヨハンさん」

「……ＭＰが使えないのに何故？」

　召喚獣の攻撃スキルは基本的にＭＰを消費して発動する。にも拘らず、ヨハンは次々とバチモンのスキルを使用した。そのことに、二人は驚いているのだ。

「ああ、それなら……ほら」

　ヨハンはストレージから召喚石を一つ取り出す。それは、かつてゼッカから貰もらった召喚師サモナースターターセットの最後の一体【リトルウィザード】。

　攻撃を司つかさどるこの召喚獣のスキルは三つ。

　無属性魔法攻撃を行う【初級魔道弾】。さらに魔道弾を三発打つ【初級連続魔道弾】。どちらもヨハン自身が直接使用するならかなり使いやすいスキルだ。

　しかし、ヨハンがヒナドラの【ブラックフレイム】を積極的に使うため、今まで日の目を見ることはなかった。

　そして、ヨハンが見せたいのは三つ目のスキル【マナ加速】。三十秒ごとにＭＰを５ポイント回復するスキルだ。

「……なるほど」

「でも、それだけじゃ足りませんよね？」

「え、足りるけど」

「え？」

　ゼッカたちとの会話がかみ合わない。

「だ、だってヨハンさん、召喚獣の強力なスキルを連発してますよね？」

「……【メテオレイン】と【ブラックフレイム】。連続で使うのは厳しい」

「ああ、なるほどね。ようやく二人の聞きたいことが理解できたわ。つまりこういうことよね？　召喚獣のスキルを連発しているけれど、その分のＭＰはどこから確保しているのか？」

　ゼッカとレンマはコクコクと頷うなずいた。

「結論から言うと【暗黒の遺伝子】で召喚獣のスキルを発動する時、私のＭＰは減らないのよ」

「「……は？」」

　二人の声がハモる。驚くのも無理はない。

「いや……いやいやヨハンさん」

「……お姉ちゃん。流石さすがにそれはありえないよ」

「それがあり得るのよ。いい？　【暗黒の遺伝子】は、召喚獣のスキルが使えるようになるスキルじゃないのよ」

「……え？」

「どういうことです？」

「召喚獣のスキルを『発動することができる』なのよ。つまり、召喚獣のスキルを発動させるまでが【暗黒の遺伝子】の効果。みんながＭＰを使って発動させているスキルを、私はスキルを使って発動させているの。だからＭＰの消費はないのよ」

　ヨハンが初めてそのことに気づいたのは、ランキングイベントに向けて準備をしていた頃。ステータスポイントの振り分けに悩んでいた時のことだ。

　召喚師サモナーならばＭＰにも振り分けた方がよいかと考えた時、気づいたのだ。

「あれ、そういえばスキルを使っても、全然ＭＰが減ってない？」と。

　そこからスキル説明を熟読し、ヨハンなりの解釈を得て今に至る。

　ヨハンの説明に、二人は目をぱちくりさせた。

「……な、なるほど。滅め茶ちや苦く茶ちやだけど納得した」

「『スキルを使えるようになるスキル』ではなく『スキルを発動できるようになるスキル』ってことですか」

「そういうこと。日本語って難しいわね」

　苦笑いするヨハン。一方、レンマは頭を抱えていた。

「……ボクも言っててワケがわからなくなってきた」

「微妙な違いですけど、【暗黒の遺伝子】。私が想像していたより、もっと恐ろしいスキルなのかも」

　ヨハンのデタラメな強さの一端に触れたゼッカとレンマだった。しかしそれだけでは終わらない。

「あ、ＭＰが全回復したわ」

「「ええ!?」」

【マナ加速】があるとはいえ、いくらなんでも早すぎる。そう思った二人の疑問に、ヨハンが答える。

「メテオバードを覚えてる？」

「はい。アイドルスターズのイベントで使っていた、あの火の鳥ですよね」

「そう。あの子がね。新しいスキルを覚えたの。【羽休め】って言うんだけど」

　メテオバード第三のスキル【羽休め】。地上に降りていると十秒ごとに、ＨＰとＭＰを最大値の50％分回復するというスキルだ。

「……空中用の召喚獣が地上に降りるのはかなりのリスクだけど」

「これ、ヨハンさんに適用されるとどうなるんですか？」

「永続スキルだから立っているだけで十秒ごとに回復するわね」

「デ、デメリットがデメリットになってない……」

　まさにローリスクハイリターン。

「回復の十秒を【ガッツ】後の無敵と組み合わせれば強力よね」

「……ボク、ランキングとか興味ないけど。お姉ちゃんと戦わなきゃいけない人たちが素直に気の毒だよ」

「おっと、呼んだかい？」

　レンマがぼやいた次の瞬間、頭上から声がした。見上げると、木の上には数名のプレイヤーが獲物を見る目でこちらを見下ろしている。

「……呼んでないよ」

「貴方あなたたちは、もしかして先ほどの方々の仲間ですか？」

　キッと睨にらみ付けながら言うゼッカの言葉を受けて、男たちが笑う。

「仲間？　まぁそうなるのかな？」

「ヨハンさんよぉ。俺たちもアンタに恨みを持つ者だ」

「覚悟してください！」

「次から次へと……いいでしょう。全員叩たたき潰つぶしてあげますよ」

「……うん。次はボクたちの番だ」

　二刀流を構えるゼッカ。レンマもファイティングポーズで戦闘態勢へ。

「ハハハ！　俺たちをさっきの奴やつらと一緒にしていると痛い目を見るぜ？」

「それに、この森にはあと五十人ほどの戦士たちが貴様の命を狙っている」

「さて。生きて森を出られるかなぁ？」

　男たちの言葉に「うげぇ」という顔をするゼッカ。敵の陰湿さにドン引きしているようだ。

「……まぁ幸い相手のレベルもそんなに高くないし、三人で協力して戦おうよ」

　うんざり顔のゼッカを励ますように、レンマが言った。だがそんなレンマの言葉が癇かんに障ったのか、敵プレイヤーたちはギロリとレンマを睨む。

「黙っていれば言ってくれるな」

「気色わりぃ見た目の装備しやがって。まずはテメーから始末してやる」

　ゴリラアーマーを貶けなされて、レンマが傷ついた顔をする。

「むぅ……有名な人にデザインしてもらった自慢の装備なのに……」

「いやいや」

「ねーわ」

　落ち込むレンマへ男たちはさらに畳みかける。

「君たち。戦うのは構わないけど、あんまり相手の見た目に関して悪く言うのは、お姉さん感心しないわね」

　レンマの装備への思い入れを知っているヨハンは、苛いら立だつ感情を抑えて、冷静に敵プレイヤーたちに対して苦言を呈する。

「どうせなら、お互いに楽しくゲームがしたいじゃない？」

「うっせぇババア！」

「つーかテメーの見た目が一番ヤベーんだよぉ!!」

「……」

　怒っているのはレンマの装備を馬鹿にされたからである。ババアと言われたからではない。念のため。

「よ、ヨハンさん……？」

　場の空気が変わったことを察したゼッカが恐る恐る尋ねる。兜かぶとの奥に隠されたその表情を読み取ることは、残念ながらできなかった。

「敵は五十人……なら、あれを試してみましょうか」

　ヨハンは静かに言うと、ストレージからサイバーエンジェルの召喚石を取り出した。

「ヨハンさん、一体何を？」

「ウフフ。見ていてちょうだい。すぐに終わらせるから」
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「先走った馬鹿共が消えたか……」

　森でヨハンたちを待ち構えていたプレイヤーの一人、ドロソは遠くから仲間たちの死を見届けると、深くため息をついた。

　仲間とは言っても、所しよ詮せんは今日出会ったばかりの人間ばかり。団結力などなく、烏う合ごうの衆という言葉がよく似合う。

　だが、ここ数日、掲示板越しではあるが一緒にヨハンを倒そうと共に頑張ってきた仲だった。ドロソとて、思うところがないわけではない。

「しゃーねぇ。仇かたき討ちと行くか！」

　ドロソは自慢の剣を構える。チラリと周囲を見やれば、身を潜めた同志たちも皆同じ思いのようである。

　ある者は覚悟を決めたような顔をして。

　ある者は清すが々すがしい笑みを浮かべ。

　ある者は「大丈夫か？」と心配になるほど青い顔をしている。

「ま、全員同時に攻め込めば、倒せない相手じゃない……さて」

　攻めるか！　ドロソがそう思った時だった。

「……ありゃ、何だ？」

　空に向かって、光の柱が伸びているのが見えた。一本の光の柱が、雲の向こうへと吸い込まれていく。

「おいおいおい……なんだよありゃ……」

　光の柱が消えた頃。雲を突き破り、大きな黄金の門が姿を現した。

　まるで天界へと続くような神々しい門。ギシギシと大きな音を立てながら、その扉が開く。

【ゲート・オブ・ヘブンズ】。

　サイバーエンジェルの命と引き換えに放たれる広域殲せん滅めつ型の超強力なスキルである。その能力はフィールド上の敵全体に即死判定を行うというもの。

　サイバーエンジェルのスキルまでは未研究だったドロソたちプレイヤーは慌てる。

「そうだ……何かの攻撃があるかもしれない……準備を……あれ、スキルが発動しないぞ？」

　門から何か攻撃があるのでは？　例えば水が流れ出たり、モンスターが出てきたり。そんな想像に身を震わせたドロソは防御用のスキルを発動させようとする。だが、何な故ぜかスキルは発動しなかった。バグか？　と思い、ステータスを確認してみると……。

「俺のＨＰが０だとおおぉ!?」

　ステータスに表示された自分のＨＰが０になっている。周囲のプレイヤーたちも、おそらく同じ状況だったようだ。皆いきなりＨＰが０になったことに戸惑いを隠せないでいる。

　レベル30以上のプレイヤーともなれば、即死対策は必ひつ須すとなる。

　即死対策の装備や装飾品、即死を肩代わりしてくれる御守りアイテム等、最低一つは持っておくのが常だ。

　だが今回のヨハンとの戦いにおいて、殆ほとんどのプレイヤーがクワガイガーのスタン対策にリソースを割いたことで、この広範囲に及ぶ即死攻撃に対応することができなかったのだ。

　ヨハンの進化を予測できなかった彼らのミスだ。彼らがこの一ヶ月で成長したように、ヨハンもまた、このゲームを楽しみ、成長していた。

「クソ……こんなイベントじゃなきゃ……俺だって」

　ドロソとて、普段ならば不意の即死を防ぐため、御守りアイテムを持ち歩いている。対人でなくとも、見慣れぬモンスターがいきなり即死攻撃を使ってくる可能性だってあるからだ。

　だが今回のこのイベントはアイテム持ち込み禁止。当然、持っていない。

「あ……なんだ……あわあああ」

　終しゆう焉えんの時。ドロソや他のプレイヤーたちの身体からだが浮かび上がる。彼らの身体はすぐに森の木々を越え、はるか上空へ。そこでようやく、あの門へ吸い込まれているのだと気が付いた。

【ゲート・オブ・ヘブンズ】は、発動と同時に敵に即死判定を行う。そして、ここで即死となった者に、ゆっくりと空の門へと吸い込まれる演出が行われるのだ。

　それはさながら、キャトルミューティレーションのようだった。

　地上を見てみれば、ヨハンとその仲間であるゼッカ、レンマが、門に吸い込まれていくプレイヤーに向かって手を振っている。

「ちくしょう……チクショおおおおおおおおお」

　最も早はや戦うことすらできず、ドロソをはじめとした待ち伏せプレイヤーたちは門の向こうへと吸い込まれていった。

「……お姉ちゃん、ありがとう」

　礼を言うレンマに、ヨハンは弾はじけるような笑みを浮かべ、親指を立ててみせたのだった。








五章　幻の召喚獣









　一日目の夜。

　星の広がる空の下、小高い丘の上に見つけたテラスのような場所で、ヨハンたちは集めた食料アイテムを食べていた。

　ヨハンとレンマは装備を非表示にして、楽にくつろいでいる。

「もう、変な連中に絡まれたせいで全然探索が進みませんでしたねー」

　カレーに食らいつきながら、悔しそうな顔のゼッカ。

　サイバーエンジェルの【ゲート・オブ・ヘブンズ】によって大多数の敵は始末できたものの、その後も生き残りたちによってゲリラ戦を仕掛けられ、あの森の中で長いこと足止めを食ってしまった。

　だが、悪いことばかりではない。変な連中と一緒に多くのモンスターを撃破したことで、ヨハンのレベルは20に上がり、同時にスキルも習得したのだ。

　新しく入手した【パートナー】というスキル。手持ちの召喚獣一体をパートナーに設定することができ、その召喚獣は常に実体化し、プレイヤーと共に行動することができる。召喚ではなくスキルで設定するのでＭＰを消費しないし、通常であれば召喚中に時間経過で減っていくはずの召喚獣自体のＭＰも、このスキルでは減らない。

　だが、この状態では戦うことはできないので、戦わせたい場合は再度召喚を行う必要がある。

　つまり、この【パートナー】は、召喚獣をマスコットとして一緒に冒険できるという遊びスキルなのだ。

　もちろん、【パートナー】取得前でもモフモフするためだけにバチモンを召喚していたヨハンにとっては、願ったり叶かなったりなスキルだった。

　早速やる気満々なヨハンに、ゼッカが優しく教えてくれる。

「ヨハンさん。アイテムは、入手日順にソートできますよ」

　ゼッカにやり方を教わり、アイテムをソート。

　すると、あの日最初に手にしたヒナドラの召喚石が先頭に並ぶ。ヨハンはそれを、パートナーとして設定した。

「もっきゅ！」

　するとボンッと音がして、黒い子竜が姿を現す。

「んん～可愛かわいい！」

　そのヒナドラを抱き上げると、ヨハンは顔を埋うずめる。

　今まではいちいち召喚しなくてはならなかったうえにＭＰ消費による時間制限もあったが、このスキルを使えば、常に一緒にいられるようになる。

「もっもっ」

　ヨハンに抱きしめられて身動きが取れないヒナドラだったが、並べられた食料アイテムに興味を示したらしい。ヨハンの腕から脱出し、ハンバーガーを「もっもっ」と食べ始める。

　その様子を眺めながら、三人の会話は弾む。

「まぁ変な人たちに絡まれたけど……概おおむね楽しかったじゃない？」

「……そうだね。数日を跨またぐイベントって、ボク初めてだから……リアルでもゲームでも」

「はぁ？　修学旅行とかあるじゃないで……むぐんんご」

　言いかけたゼッカの口を塞ふさぐヨハン。

　レンマのログイン時間は、かなり長い。平日の昼間から夜遅くまで。普通の中学生なら考えられないことである。

　だからヨハンは何も言わなかった。

　それは詮せん索さくするべきことではないし、言いたくなった時、レンマが自分たちを認めてくれた時に話してくれればそれでいいと考えたのだ。

「私もちょっとワクワクしてるわ。だって貴方あなたたちみたいな、すごく年下の子たちと一緒に泊まりがけで遊ぶなんて、初めてだもの」

　少し前のヨハンには、考えられないことだった。

　二十五歳くらいまでは、大学時代の友人たちと旅行に行くこともあった。だが、友人たちの結婚や出産、その他諸々で、次第にそういう機会は減っていく。

（私も……いつまでこうして遊んでいられるのかしらね）

　そんなことを考えてしまう。

「ヨハンさん！　私、バーチャルモンスター観ましたよ」

　ゼッカはヨハンがさみしそうな目をしたことを、見逃さなかった。何か話しかけなければ、どこか遠くへ行ってしまいそうな気がして。思わず声をかけたのだ。

「あら、そうなの」

　ヨハンの声の調子が上がる。

「まだ十話くらいですけど。動画配信サービスで。早く寝なくちゃいけないのに、ついつい続きを見ちゃって。あと一話……あと一話だけ……って」

「……いいな、ボクも観たい……前にググったんだけど、【ゴリザル】ってキャラクターがボクの中で激アツだった」

「あれ、敵よ」

「……え？　あああ……で、でも、無理すれば行ける！　お姉ちゃんの大好きなアニメ、ボクも観てみたい」

「ありがとう。でも、若い子には退屈かもよ？　二十年前のとっても古いアニメだから」

　冗談めかして笑うヨハンに、ゼッカとレンマはきょとんとする。

「いやいやヨハンさん。名作に新しい古いは関係ないですよ」

「……うん。新しい駄作もあれば古い名作もある。面白い面白くないに、時代は関係ない」

「は、はぁ……」

　ヨハンは二人の熱の入りように、気け圧おされる。

「もしかして……二人ともアニメが好きなの？」

「「大好き！」」

　二人は一瞬の迷いもなく、そう言い切った。その様子を見て、ヨハンは少しだけ心配になった。

「ゼッカちゃん、もう高校生でしょ？」

「年齢なんて関係ないですよ！　大人も子どもも関係ない。好きなモノは好きなんです！」

「……ボクも。どんな大人になるか、わからないけどさ。きっとアニメやゲームが大好きで、毎日毎日わくわくしている……そんな大人になっていると思うよ」

「同感ですねー」

『いつまでこんな幼稚なモノを……お前もう高学年だろう？』

　父の言葉が、耳に蘇よみがえる。ヨハンはしばらく、なんと言っていいのかわからない感情に支配される。

　あの頃。

　小学生だった圭けいの周りには、アニメが大好きだ！　なんて大人は、誰もいなかった。

　だからゲームやアニメというものは、大人になるにつれて、卒業しなくてはいけないものなのだと考えていた。

　それでも、バーチャルモンスターが好きという気持ちが拭ぬぐえなかった自分は、どこかおかしい人間なのだと、欠陥を抱えているのだと、好きな気持ちをひた隠しにして生きてきた。

　でもこの子たちは違う。

　ヨハンには、それがとても嬉うれしかった。

（そう。嬉しい……）

　時代は変わった。好きな物を好きでいて何が悪い！　そう高らかに叫ぶことができる子どもたちが、育っていた。

（この子たちには。いつまでも好きなものを好きと、堂々としていてほしいな）

「ねぇ、二人の好きなアニメ、教えてよ。私、知りたいな」

　ヨハンはそう口を開いた。二人がどんな物語を好きになって育ってきたのか、聞いてみたくなったのだ。

　言った途端、ゼッカとレンマの二人は頬を紅潮させながら、我先にとヨハンに迫った。

「え、私の好きなアニメですか!?　もちろん私はＶＲＭＭＯ物が大好物です！　特に好きなのは、ゲームの世界からログアウトできなくなって命がけのデスゲームが始まるという作品でタイトルは……」

「……待ってゼッカ。ここはボクが先攻。……ボクの好きなアニメは映画なんだけど……」

「ええい黙ってくださいレンマちゃん。ヨハンさんが私の趣味に興味を持つなんて、こんな珍しい機会、滅多にないんですから！」

「……それはボクだって同じ」

　競い合うように自分の推しアニメを語ろうとするゼッカとレンマの様子に、ヨハンは思わず笑ってしまう。

「もっきゅ……」

　そんな二人に、ヒナドラでさえ「落ち着けよ」と言いたげである。

「まぁまぁ二人とも。時間は十分にあるんだから……」

　その夜。自分の大好きなアニメの話を楽しそうに語る二人の姿を、ヨハンとヒナドラは嬉しそうに眺めていた。




　　　　＊＊＊＊＊




　二日目の朝。

「あ、あれ！」

「メテオバードですねぇ」

　新たなアイテムを求めて草原を移動していたヨハンたちは、空を旋回しているメテオバードを発見した。

　メテオバード。バーチャルモンスターコラボイベントで手に入る、期間限定召喚獣。八種からランダムで配られる仕様だったが、コラボイベントに参加していれば誰が持っていても不思議ではない。だが──

「あれ、私たちを誘ってますよね？」

　こちらを認識したメテオバードの羽の動きは、まるで手招きをしているようだった。

　そしてメテオバードが誘う先には……。

「あれは幻げん蝶ちようの森……」

　不穏な口調でゼッカが呟つぶやく。

　その森は木々が紫色の光で照らされていて、非常に幻想的だ。

「綺き麗れいねぇ」

「……うん。ファンタジーだ。でも多分、罠わなだよ？」

「もしかして、昨日の人たちの仲間かしら」

「違うとは言い切れませんね」

　だが目の前の幻蝶の森、その並々ならぬ雰囲気に、否いや応おうなく三人の胸は高鳴る。明らかに何かレアなアイテムが手に入りそうな雰囲気がある。

「……行こうよ。もし何かの罠でも、ボクがみんなを守るから」

　意外にも行こうと言い出したのは、レンマだった。

　ヨハンとゼッカは顔を見合わせると、うんと頷うなずく。いつになく積極的なレンマの言葉が嬉しかったのだろう。三人は警戒レベルを上げながら、幻蝶の森へと足を進めた。




　幻蝶の森。

　フィールド内の木々のグラフィックは他の森の使い回しといったところか。

　だが空中をほわほわと浮かんでいる紫ピンクのパーティクル、そしてヒラヒラと舞う蝶のエフェクトが、どこか異世界に迷い込んでしまったような、そんな気持ちにさせてくれる。

　いつしか警戒心も薄れ、この景色を楽しみながら進むヨハンたち。そして森の奥へ入ったところで、一人の女性プレイヤーが待ち構えていた。

「よう来はりましたなぁ。待っとりましたえ、魔王はん」

　京都弁で話しかけてくるプレイヤーの名は【コン】。レベル50で職業は召喚師サモナー。

　はらりと揺れる銀色の髪。色白の肌の上に薄桃色のシャツとスリット入りのタイトスカート、さらにその上から白いライダースジャケットを着込んでいる。

　こちらを見つめる切れ長の瞳ひとみも相まって、まるでハリウッド映画に出てくる有能な女性キャラクターのようでもある。

　そして、そんなとっつきにくい雰囲気を、茶目っ気たっぷりの狐きつねの耳と尻尾しつぽの装飾品で相殺している。

「人違いじゃないかしら？」

「いややなぁ。うちは人違いなんてしておらへん。ヨハンっていうプレイヤーを待っとったんどす。うち、魔王はんのファンなんよ」

「え、私、他の人たちから魔王って呼ばれてるの!?」

　ヨハンはショックを受けた。そんなヨハンの様子を見てクスクスと笑うコン。

「それで？　ヨハンさんを待ち伏せしていたのはわかりましたけど、何が理由なんですか？　戦い？　それとも略奪？」

　敵意むき出しのゼッカを怯おびえたようなジェスチャーで「嫌や、怖いわぁ」とからかうコン。その態度にゼッカの怒りのボルテージが上がる。

「……ゼッカ。相手のペースに呑のまれちゃだめ……戦場では冷静さを失ったヤツから死んでいくんだ」

「はっ！　そうでした……危うく冷静さを失うところでした。ありがとうレンマちゃん」

「……ふふ、いいってことだよ」

「あら、そっちのイエティはんには話が通じそうやわ」

「……っ!?　これはゴリラだって言ってるだろ誰がイエティだ、潰つぶすぞ！」

「レンマちゃん、落ち着いて！」

　二秒で冷静さを欠く白ゴリラ。

「で、そろそろ本題に入ってもらえます？」

「かんにんしてな？　あんさんらが面白いから、ついつい調子に乗ってしまうんよ」

　ケタケタと笑うコンを見て、ヨハンは悪い人ではないのかもしれないと思う。

　前日のように襲撃されるのはごめんだが、こうしてファンだと言ってくれるのは、少しくすぐったいくらいで、悪い気はしなかった。

「うちの目的はトレード」

「トレード？」

「そうどす。うちの探しとるアイテムを魔王はんらが持っとったらでええんやけど」
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　三人は顔を見合わせる。トレードなら、いいかと。

「とりあえず何が欲しいのか教えてください。持ってなければ話になりませんから」

「それもそうやね。と言うても、うちもアイテム名は知らへんのよ」

「はぁ？」

　ゼッカが声をあげた。自分が探しているアイテムの名前を知らない……そんな話があるのかと。

「そう驚くことでもあらしまへん。何せ、このトレジャーイベントには、第三層で実装されるいう新アイテムが先行実装されているいう噂うわさやきに」

「アイテムの先行実装……？」

「そうどす。な？　名前を知らへんのも納得ですやろ？」

「確かに……」

　そんな情報はゼッカでも知らなかった。てっきり過去に配布されたレアアイテムや、誰にも見つからないままだったユニークアイテムの復刻イベントだと思っていたからだ。

「なんでも既存の装備やアイテムの能力を拡張させることができるゆう話やけど。その様子やと、知らへんみたいやね」

　さしてがっかりした様子もないコン。

「ええ。先行実装の話自体、初耳でしたから」

「そうどすか。魔王はんらも持ってはらへんいうことは、ガセやったんかな？」

「そうだと思いますよ？」

「残念やわ」

　言うほど、残念そうでもない。コンは「ほなまたどこかで」と小さく手を振りながら、ゼッカたちが来た方向へと向かっていく。

「奥へは行かないんですか？」

「へぇ。この森の奥のイベント、そこで手に入るアイテムはうちもう持っとるんよ」

「もう持ってる？」

「そうどす。この森の奥で手に入るアイテムは、あの【プレレフア】の召喚石どす」

「!?」

　コンがその召喚獣の名を口にした途端、ゼッカとレンマが固かた唾ずを飲のんだ。

「え、知ってるの？　二人とも」

「……ボクでも流石さすがに知ってるよ、【プレレフア】。有名だからね」

「魔王はんは知らへんみたいやね」

「まぁ、私初心者だからね」

「ふふ、冗談キツいわ～……って、ええ？　何なん周りの反応。本当に初心者なん？」

　始めて一ヶ月半の初心者である。

「で、【プレレフア】っていうのは？」

「【プレレフア】いうんはな、最強の召喚獣のことどす。ほうら」

　そう言って、コンはヨハンに召喚石を手渡した。透明なクリスタルの中には、妖よう精せいのようなモンスターが入っている。

「最強って……可愛かわいいじゃない」

「見た目は可愛らしいんよ」

【中級召喚獣】プレレフア。サポート型の召喚獣として実装された、蝶の羽を持った妖精型のモンスターだ。

「見た目だけは可愛いです。ですが凶悪なのはスキル。三つのスキル全てが凶悪なんですが、特に第二スキル【フラワー・オブ・ライフ】。支援スキルで、この効果を受けた対象は、一定時間、魔力の数値が三倍になります」

「確かに強いけど……そんなに？」

「なぁゼッカはん。魔王はんってもしかしたら、あの事件のこと知らへんのんちゃうん？」

「そうでした。ヨハンさんが初ログインしたのは、あの事件のひと月後でしたね」

「事件？」

　ゼッカは語る。

　ヨハンがログインする一ヶ月前にあった、召喚師サモナー大幅弱体化アップデートのことを。

「召喚師サモナーが一度に召喚できる召喚獣の数は一体まで。この仕様は、実はこのアップデートで追加されたものなんです」

「じゃあそれまでは？」

「ＭＰが続く限り、どんどんモンスターを喚よび出せました」

　ヨハンはここで思い至る。

「あ、もしかして」

「そうです。ＭＰ消費を一度だけ肩代わりすることのできる【アンゴルモア鉱石】を使って一度に十体のプレレフアを召喚」

「【フラワー・オブ・ライフ】を全部自分に使うて魔力の数値を大幅に上げる。後は攻撃魔法をボン！　簡単なお仕事やわ」

　どんなクエストやボスが来ても、召喚師サモナーがいればクリアできる。

　そんな状態が続いてしまったある日、事件が起きた。それが召喚師サモナー大幅弱体化アップデートである。

　同時に扱える召喚獣は一体まで。そしてプレレフアは一プレイヤーにつき一つまでしか所持できないという制限が設けられた。

「それ、召喚師サモナーの人たちは怒らなかったの？」

「怒りましたよ。でもそれ以上に他の職業の人たちが大喜びしたんです」

「あの頃の召喚師サモナーは調子に乗っとったさかいね。ヘイト集めてはったんよ」

　職業変更などの保証やサポートがなかったため、殆ほとんどの召喚師サモナーは引退。別のゲームに移動した。現在も召喚師サモナーを続けているのはごく一部で、アクティブ数人という噂もある。

　そんな事件の後も召喚師サモナーを続けているコンも、何か思うところがあるのだろうか。ふと思い立ったように、歩き出す。

「ちょっと喋しやべりすぎてしもうたわ。ほな、うちはこれで」

　そう言って立ち去るコン。そして去り際に、

「今日はほんのご挨あい拶さつどす。ほなまたな……魔王はん」

　そうクスクス笑いながら、コンは森の向こうへと消えていった。
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　コンというプレイヤーと別れて数十分。誘われるようにヨハンたちは森の奥へと足を進めた。

　幻蝶の森の最深部に、神殿のような場所があった。蝶の幻影が舞う神殿の周りは魔法陣のような水路があり、中央部には玉座が置かれている。

　ヨハンたちが近づくと、幻影の蝶ちようたちが集結し、やがて人型となり、煌きらびやかな衣装に身を包んだ老人が姿を現した。

「よく来た。我は妖精王。そしてここは、妖精郷とこの世界をつなぐ境目」

　妖精王と名乗った老人は、耳がエルフのように尖とがっており、白い肌は光の加減でプリズムのように輝いて見える。

「旅人よ、我が試練を受けるがよい。もしこの試練を突破することができたなら、蝶の精霊を授けようぞ」




『イベントクエスト【妖精王の試練】が開始しました』




「始まったわね」

「ええ。しかし試練ってなんでしょう？　バトルですかね？」

　好戦的な笑みを浮かべ背中の剣に手を伸ばすゼッカ。

「待て旅の者たちよ。我は争いを好まぬ。お主たちには、我が用意した【謎】に挑んでもらう」

「……謎か」

「今までやったことのないタイプのクエストだわ」

　ヨハンは困ったように首を傾かしげる。

「では第一問！」

　妖精王の頭上に画面が表示され、そこに問題が五つ書かれている。

「……何かと思えば、試練っていうよりクイズだね」

「もっと高度な謎解きとか、パズルみたいなものを想像していたんだけど」

　とはいっても、書いてある問題は『ジェネシス・オメガ・オンライン』に関するクイズで、なかなかの難易度を誇る。ちなみにヨハンには一つもわからなかった。

「どうしましょうか」

「……」

　ヨハンが首を傾げていると、ゼッカが一歩前に出て、口を開く。

「１、スライム。２、五つ。３、マスターソード。４、王様。５、この虫野郎！」

「全問正解である」

　どうやら、問題の答えを順番に答えたようである。ゼッカは正解したことに内心ほっとすると、振り返ってガッツポーズを決める。

「どーですか！　ＧＯＯの知識なら誰にも負けませんよ！」

「ゼッカちゃん凄すごいわ」

「……やるね」

　ゼッカのお陰で第一の試練を難なく突破。そして、第二の試練が始まる。

「次のクイズでは、召喚師サモナーよ。お主自身の知識が試されるぞ」

「ついにクイズって言っちゃいましたよこの人」

「お主が持つ召喚獣の中から、我がランダムに一つを選択する。その召喚獣に関して知っていることを全て喋ってもらう」

「全て？」

「その通りじゃ。この試練では、お主の召喚獣に対する理解の深さが試されるぞ」

　妖精王の言葉を聞いて、戸惑うヨハン。

「どうしましょう。クワガイガーとか選ばれたら何も話すことがないわ」

「それはあまりにもクワガイガーが可哀かわい想そうでは？」

　だがヨハンの心配は杞き憂ゆうに終わる。

　選ばれたのは超級召喚獣【クロノドラゴン】。バチモンコラボイベントで手に入る召喚獣だった。

　つまり、ヨハンの得意分野である。

「……やった。これなら！」

「ええ。ヨハンさん、語っちゃってください」

　ヨハンはコクリと頷うなずくと、異様なテンションで語り始めた。

「クロノドラゴン。バチモンの中でも最強とされる【究極形態】で、ブラックドラゴン系の最終進化形態よ。ヒナドラから続くずんぐりとしたデザインから一転、洗練されたスマートなデザインになったわ。戦闘時に背中から虹にじ色いろのオーラが飛び出して、それが蝶の羽のようになるわ。アニメではそのエフェクトが物もの凄すごくいいのよ！　それで、設定なのだけど、『失われた時を取り戻す力を持つ伝説の竜』と言われているわ。まぁあくまでそれは設定で、アニメだとそんな力はなかったけれど。必殺技は【ジオサイドフォース】。口から強力なエネルギー波を発射するわ。全身は黒い鎧よろいのようになっているけれど、実はあれは鎧ではなく、バチモン世界に存在する『生物と金属の両方の性質を持つ』という特殊合金【モノゾイドメタル合金】なの。しかも、クロノドラゴンが纏まとっているモノはよりエネルギー伝導率の高い【ブラックモノゾイド】と呼ばれているわ。初出は定価２９８０円の携帯ゲーム機【バーチャルモンスター　Ｖｅｒ．Ｘ】。確かアニメ開始と同時に発売されたシリーズに収録されていたわ。ちなみに私も昔持っていたのだけれど、当時は所謂いわゆる隠しキャラ的な存在で、子どもたちは疎おろか、大人でさえその存在を知らなかったわ。私も気になって調べてみたのだけれど、その進化条件は鬼畜そのもの。育成ミスや呼び出し無視を一度でもしてしまったら、もう進化できないらしいの。学校にこっそり持っていくとか、そういうズルをしないと、決して進化できなかったでしょうね。まぁそこをクリアしたとしても、バトルで無敗とか、ミニゲームの完全制覇とか、そういった要素も絡んでくるから、やっぱり小学生だった私には、難しかったかもしれないわ。アニメ版【バーチャルモンスター】では第三十九話で初登場。本来【ヒナドラ】→【ブラックドラゴン】→【メタルブラックドラゴン】→【クロノドラゴン】と順番に進化していくのだけれど、アニメはヒナドラから一気に進化する演出が見られたの。そのシーンの完成度の高さは今でもファンの間では語り草よ。まぁ進化シーンこそ凄かったのだけれど、物語は終盤。その分、敵も強かったことから、結構苦戦するシーンが目立つのよね。ただ、一方的に負けたりはしないから、弱いという印象もないわ。強敵を何体も撃破しているし……ね。その後のアニメシリーズでの出番はなかったけれど、これはしょうがないのよ。別に人気がなかったというワケではなくて、人気すぎて、扱いが難しいから、逆に出番がなかったの。ほら、他の作品でもそういうことあるでしょう？　まぁ簡単にまとめてみたのだけれど。こんな感じでいいかしら？」

「お、おう……」

　ヨハンの早口解説に引き攣つった表情を浮かべる妖精王。横で聞いていたゼッカとレンマも、なんとも言えない表情をしている。

「え、ちゃんと聞いていた？　聞き逃したところがあったなら、もう一度答えるけれど。最初から」

「いや、マジでやめて。ご、合格じゃ。合格でオーケーじゃ！　第二の試練、突破～おめでとう！」

　やけくそ気味に叫ぶ妖精王。その姿に、先ほどまでの威厳はなかった。

「では最後の試練じゃ。この試練では、お主と召喚獣との絆きずなが試される」

「絆？」

「そう。お主がパートナーとして設定しているその召喚獣。その召喚獣との【絆ポイント】が３以上なら合格じゃ」

「絆ポイント!?」

　絆ポイントとは、各召喚石ごとに定められている、召喚師サモナーと召喚獣の親密度を示す数値であり、０ポイントから最大５ポイントまである。

　基本的には召喚を繰り返し、触れ合いを続けていれば自然と上がっていく数値で、特定の場所やイベントでしか、その数値を確認することはできない。

　言わば隠しステータスのようなものだ。

　だが上がるにつれて召喚獣側からの愛情表現も増えたりするため、やり込み要素の一つとして、召喚師サモナーたちからは人気だった要素である。

「私とヒナドラの絆……」

　ゴクリとつばを飲むと、頭に乗ってすやすや眠っているヒナドラを抱き抱える。そして、審判を待った。

「ふむ。絆ポイントは最大の５ポイント。合格じゃ！」

「やった！　やったわヒナドラ！」

「も？」

　ことあるごとに召喚していたのが良かったのだろう。ヒナドラとの絆ポイントは、既に最大になっていたようだった。

「コホン……」

　妖よう精せい王はヒナドラを抱きしめキャーキャー騒いでいるヨハンを鎮めるように咳せき払ばらいをすると、一つの召喚石を取り出した。

　その召喚石は、先ほどコンに見せてもらったクリスタルと同じ【プレレフア】のもの。

「……ついに最強召喚獣がお姉ちゃんの手に」

「やりましたねヨハンさん……ヨハンさん？」

　喜ぶゼッカとレンマ。しかしヨハンは手に入れた召喚石を見つめながら、難しい顔をしていた。

「う～ん、確かに可愛かわいいんだけど……これ、使うかしらね？」

　言いながら、首を傾げる。

「……確かに。お姉ちゃんがバチモンよりそいつを優先させている姿は想像できないね」

「言われてみればそうですね」

　納得する二人。

「えぇ……せっかくあげるんだから使ってよ……」

　と、残念そうにする妖精王を残し、ヨハンたちは幻蝶の森を後にした。
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　二日目の夕方。

　幻蝶の森を抜けて少し歩いた草原で、ヨハンたち一行は大学生の男女六人で組まれたパーティーと遭遇した。

　初日の森で襲ってきた連中とは違い、理性的で話も通じるプレイヤーたちだったため、戦闘にはならず、戦利品のトレードと雑談を交えた情報交換が行われた。

「こんなに貰もらってしまっていいのかしら？」

　槍使いランサーのプレイヤーであるオシリオンから多くの召喚石を貰ったヨハンは、興奮を抑えきれない様子で聞き返す。

「いいっすよ。召喚石を持ってても使えないし。それに、俺はホラ。こんなに立派な槍を二本も貰うわけだし。トレード成立っす」

　オシリオンも嬉うれしそうな顔で、ヨハンから貰った槍を掲げてみせた。

　太陽の光をキラリと反射する槍を見て、そういえば森で襲ってきた連中からドロップしたものだったと思い出す。

（よい持ち主に出会えて、槍も喜んでいるようね）

　そして振り返ると、このパーティーのリーダーと思われる長身のプレイヤーとゼッカが情報交換をしていた。

「ハンター？」

「そう。二日目から出没しているらしい。アンタたちも気をつけた方がいいぜ。何しろ、かなり強いって話だ」

　ハンターとは、イベントの難易度を上げるために運営が投入したＮＰＣである。

「噂うわさじゃレアアイテムを多く持っているパーティーほど狙われやすいらしい。お互い気を付けよう」

「そうですか……情報ありがとうございました」

　ゼッカがペコリと頭を下げると、リーダー格のプレイヤーは照れたように頬を搔かきながら笑った。

「いいっていいって。こっちだって凄い情報を貰ったわけだし。なぁみんな？」

「おうよ」

「ありがとうなぁ、ゼッカちゃん」

　彼の言う凄い情報とは、ヨハンたちが初日に遭遇したイベント【ダークエルフの拷問】のことである。ゼッカがその話題を切り出した瞬間、パーティー内の男たちの目の色が変わった。

「それじゃ、俺たちはこれで失礼するよ……。いよっしゃあああああいくぜええええええ野郎共おおおおおお!!」

「「「おうよぉおおおおお!!」」」

　まるで青春映画のワンシーンのように爽さわやかに、男子たちはこれまでヨハンたちが歩いてきた方向へと走り出した。

　そんな彼らの背を冷めた目で見つつ、残りの女子二人も後に続いた。

「男って……」

　女子大生たちと同じく冷たい目をしたゼッカが呟つぶやく。

「まぁ、欲望に正直なのはいいことよ」

「……そういえばお姉ちゃん、アイテムをトレードしてたでしょ？　何を交換したの？」

　ヨハンが抱えた召喚石をにゅっと覗のぞき込むレンマ。

「私も詳細は知らないのよね。ちょっと見てみましょうか」

　近くにあった平たい岩をテーブル代わりに、手に入れた召喚石を並べてみる。

「この【モノリス】は、ヨハンさんじゃ使えませんね。上級召喚獣です」

「あら。結構上級召喚獣が多いわね。【ハイドラプランツ】に【古代王スカルレックス】も……趣味じゃないわね」

「……これはどう？　中級【ブラックファング】！　スキルは持ってないみたいだけど、機動力が高くて使い勝手がいいんじゃない？」

　レンマが手に取った召喚石をヨハンに差し出した。

「召喚してみようかしら。召喚獣召喚──ブラックファング！」

　幾何学的な魔法陣から、黒い犬の召喚獣が姿を現した。目が赤いこと、牙きばが長いことを除けば普通の大型犬といったところか。

「ガウガウ……！」

　召喚されたブラックファングはヨハンの足下でお座りの体勢になる。

「「か、可愛い!!」

　尻尾しつぽを振りながらご主人様であるヨハンの指示を待つ姿に胸をときめかせるゼッカとレンマ。

「う～ん、微妙……」

　そんな中、ヨハンだけが眉まゆを顰ひそめて不満げな表情だった。首を傾かしげながらメニューを操作すると、せっかく喚よび出したブラックファングの召喚を取り消してしまう。

「「え？」」

　そんなヨハンの言葉と態度に驚きを隠せない二人。

「じ、じゃあこっちは？」

　ゼッカがおずおずと差し出したのは【ネコタイガー】の召喚石。

　こちらは初級召喚獣で、スキルを持っていない召喚獣である。

「今度はこっちが見たいのね？　いいわよ、召喚獣召喚──ネコタイガー！」

　再び魔法陣が広がり、ネコタイガーが召喚される。その見た目は虎柄の大きなネコである。

「「可愛い!!」」

　ゼッカとレンマの二人は見た瞬間、目をハートにしてネコタイガーに抱きついた。そして、気け怠だるげなネコタイガーが無抵抗なのを良いことに思う存分モフモフしている。

「……この子はどう？　お姉ちゃん！」

「流石さすがにこの子はモフりたくなるのでは!?」

「なんか気に入らないわね。人間に媚こびている感じが……」

「にゃっ!?」

　ヨハンの辛しん辣らつなコメントに、気怠げだったネコタイガーも流石に驚きのリアクションを披露した。

「ま、待って。もうちょっとモフモフさせてください！」

「……うん。もうちょっとだけ！」

　二人が止めに入ると「そんなのがいいの？」とヨハンは意外そうな表情を見せる。

「でも、抱きつくなら……この子の方がよくないかしら？」

　と言って、ドヤ顔でバスタービートルの玩具おもちや型召喚石をチラ見せする。

「……いやお姉ちゃん。その子は全然モフれないから！」

「装甲カッチカチですよそいつ！」

「ひんやりしていて気持ちいいのに～」

　不服そうに玩具型召喚石をストレージにしまうヨハン。それを横目で見ながら、ゼッカとレンマはヒソヒソと小声でささやき合う。

「……ひょっとしてお姉ちゃんって」

「多分、動物とかそんなに好きじゃない」

　召喚師サモナーになる人は動物好きが多い。ＧＯＯでもそれは例外ではなかった。二人はてっきり、ヨハンも動物好きなのだろうと勝手に思っていた。

「ヨハンさんは完全にバチモン特化型……普通の可愛い召喚獣にはまるで興味ないんだよ」

「……うん。ブラックファングはまだしも、ネコタイガーよりバスタービートルを勧めてくるのはおかしいとしか……」

「二人ともどうしたの？」

「「なんでもないです」」

「……？」

　二人の少女がヨハンの深しん淵えんの一部に触れ、どうしたものかと考えていた時。

『シュピン!!』という無機質な音と共に、赤いレーザーがヨハンたちを襲った。

「レンマちゃん！」

　咄とつ嗟さにターゲットにされていたレンマの盾となるヨハン。

　背中に攻撃を食らうと、みるみるうちにＨＰが減少。【ガッツ】が発動し、ＨＰを１だけ残して耐える。

　ヨハンがダメージを受けると共に、何な故ぜかネコタイガーも、光の粒子となって消滅してしまった。

「敵!?」

　三人がレーザーの飛んできた方向を睨にらむ。

　すると、顔がキャノン砲の形をした、人型のロボットが歩いてくる。

　その頭上には【キャノンチェイサー】というモンスター名が表示されていた。

「……ねぇゼッカ、もしかして」

「間違いない。さっきの人たちが言っていたハンターだよ。ヨハンさん……ヨハンさん!?」
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　一緒に戦いましょう、と言おうとして振り返る。だが倒れたまま動かなくなったヨハンの頭上には、状態異常を示すアイコンが複数表示されていた。

（状態異常!?　【眠り】は時間経過で解除されるからいいとして……もう一つ、アレはまずい）

【スキル封印】。ＧＯＯの中でも最も凶悪と言われる状態異常である。その効果は手持ちのスキルの中から直近に使用したスキルを数個ほど使用不能にされるというもの。

　ネコタイガーが消滅したのも、ヨハンの持つ【初級召喚術】が使用不能にされたせいだろう。

　おそらく【ガッツ】も封印されている。

　眠らされ動きを封じられるものの、三十秒で効果が切れる【眠り】とは違い、特別なポーションやスキルを使わなくては解除できない、対策必ひつ須すの厄介な状態異常だ。

【眠り】で動けなくなっているヨハンに駆け寄ったレンマに向かって、ゼッカが叫ぶ。

「レンマちゃん、ヨハンさんの回復をお願い。私はそれまで敵を引き付ける」

「……あ、待ってゼッカ」

「いいから早く！」

　そう言って、両手に剣を握りしめゼッカは敵へと接近する。

「──【ファイヤーソード】！」

　牽けん制せいを兼ねて、剣から炎の弾を発射するゼッカ。だが──

「ヴィヴィヴィ」

「ちっ……やっぱりか。これだから機械系は厄介なんだ」

　敵の金属による装甲は、ゼッカの放った魔法を弾はじいた。機械系のモンスターは、総じて魔法が効きにくいという特性を持つ。

　そして、装甲に覆われている部分は、物理攻撃であってもダメージを与えることは難しいだろう。

（狙うは装甲の薄い間接部分……）

　狩人かりゆうどのような目で敵を睨むゼッカ。

　対するキャノンチェイサーはキャノン砲のようだった頭部を、人間の頭部のような形状に変形させる。さながら格闘モードといったところか。

　刃物のような爪を装備した両手を構え、ゼッカを迎え撃つ。

「くっ……なんの！」

　二本の剣で器用に敵の攻撃を捌さばくゼッカ。だが、手数では相手の方が上だ。両腕に加え、ヘビのように自在に動く、先端に槍の装備された尻尾も攻撃に加わる。

（くっ……このモンスター、強い。私一人じゃいずれ……それにしても、ヨハンさん遅いな……一体何を……っ!?）

　ゼッカがちらりと後方を見やると、未いまだヨハンの頭上には状態異常を示すアイコンが表示されていた。

「レンマちゃん、早くして！　一人じゃ厳しい！　早くヨハンさんの状態異常を解除して助けに来て！」

「……ってない」

「何？　聞こえないっ!?」

「……ボク……【スキル封印】を解除するスキル……持ってない……」

「は……？」

　ゼッカは足下がぐらつくような感覚を抱いた。

　対人戦において、【スキル封印】は最も警戒するべき状態異常の一つ。食らったら全ての戦術が崩壊するからだ。

　だから皆アイテムで対策している。そして、自前で解除スキルを入手できる守護者ガーデイアンならば、習得していて当然のスキルなのだ。

　だが、エンジョイ勢だったレンマはそのことを知らなかった。

「……でもゼッカが危ないなら助ける──【デコイ】！」

「違っ……今【デコイ】なんて使ったら」

「ヴィヴィヴィヴィ」

　キャノンチェイサーの顔がレンマの方を向く。そしてキャノンチェイサーは飛び上がると、レンマに向かって襲いかかった。

「終わった……」

　ゼッカから見て、キャノンチェイサーの攻撃を捌ききる技量はレンマにはない。

　この位置からでは助けに入るのも間に合わない。

　ゼッカが諦あきらめ掛けたその時──

「【迅雷召喚】！　現れよ──クワガイガー！」

　稲妻を帯びた巨大な魔法陣が広がると、鋼鉄のボディを持った巨大な超級召喚獣クワガイガーが姿を現した。

「ギチギチィ！」

　目を覚ましたヨハンが、封印されていなかったスキルでクワガイガーを召喚したのだ。

「ヨハンさん！」

「お姉ちゃん！」

　ハッとしたようにゼッカとレンマが声をあげると、ヨハンは安心してというように頷うなずいてみせた。

「クワガイガー、少しの間だけ時間が欲しいの。時間稼ぎをお願い」

「ギチギチィイイイ!!」

「ヴィ!?」

　クワガイガーは飛んできたキャノンチェイサーを大顎あごで捕まえると、遠くへと投げ飛ばす。そして地面に落下した敵に追い打ちをかけるように、巨体でのしかかった。

「ヴィー!?」

　クワガイガーに覆い被されたキャノンチェイサー。脱出には、しばらく時間がかかるだろう。

「ヨハンさん、大丈夫ですか!?」

「……お姉ちゃん……ごめんなさい」

　駆け寄ってくるゼッカとレンマに、ヨハンは微笑ほほえむ。

「二人とも落ち着いて。クワガイガーが時間を稼いでいる間に、作戦を考えましょう」




　ハンターことキャノンチェイサー。

　魔法攻撃が一切効かず、防御能力も高い。

　装甲のない間接部分に強力な物理攻撃を打ち込んで初めてダメージを与えられる。

　だがそれも容易ではない。キャノンチェイサーは格闘能力にも秀でているからだ。

　ブレード状の爪と独立稼働する尻尾による攻撃。さらに、距離をとれば【スキル封印】など複数の状態異常を付与するレーザー攻撃を受けてしまうのだ。

　特に時間経過で解除されない【スキル封印】が厄介だ。

「私は今、【ガッツ】【初級召喚獣】【中級召喚術】【パートナー】が使えなくなっているわ」

【暗黒の遺伝子】による強化こそ健在だが、召喚獣に頼ることは不可能に近い。さらに【ガッツ】も使えない以上、いつもより慎重にことを運ぶ必要があるだろう。

　冷静さを取り戻したゼッカとレンマも手短に自分の状況をさらけ出す。

　これまで所々しか把握していなかったお互いのスキル構成やステータスを、完全に把握した。

　それは本来、一番初めにやるべきこと。

　だが、ヨハンは初心者であるが故、それをしなかった。

　ゼッカはランキングプレイヤーであるが故、手の内を晒さらすことをしなかった。

　レンマは人見知りだった故、自分のことを語らなかった。

　これまでは、それでもなんとなくやり過ごせてきたが、先ほどの戦いでボロが出た。お互いがお互いを理解していないから起きた事故のようなものだった。

　だが、もう違う。三人は、ここで初めて、本当のパーティーとなった。信頼し合える、仲間となった。

「レンマちゃん、さっきは話も聞かずにごめんなさい」

「……ううん。必須なスキルを持っていないボクが悪かったよ。イベントが終わったらすぐに習得する」

　ゼッカとレンマが仲直りをしたのを見計らい、ヨハンは先ほど立てた作戦を再確認する。

「それじゃ、覚悟はいいかしら？」

「……準備オーケー！」

「はい、やっちゃってください」

　少し怯おびえた表情のゼッカを、ゴリラアーマーのレンマがぎゅっと抱きしめる。くっついた二人の身体からだを、ヨハンは「よっこいしょ」と持ち上げ、

「はああああああああああ」

　クワガイガーの下に沈む敵に向かって投げた。

「「あああああああああああ」」

　弧を描き飛んでいく二人の悲鳴を聞きながら、その軌道を見守るヨハン。

　そろそろクワガイガーにぶつかろうという頃、レンマがスキル【ルミナスエターナル】を発動。無敵を付与し、落下ダメージを阻止する。

　そして、レンマのスキル発動を合図に、ヨハンもスキルを発動した。

「──【シフトチェンジ】！」

　クワガイガーと自分の位置を入れ替える。そして、すかさずクワガイガーの召喚を解除。

「ヴィ……ヴィ……」

　今までクワガイガーの巨体の下敷きになっていたキャノンチェイサーがゆらゆらと起き上がる。それと同時に、ドシーンという音を立てて、ゼッカとレンマが着地した。

　これで、敵の周囲に三人が集まった。

　一見無謀に見えるかもしれないこの策。だが、これでいいのだ。

　まずは、敵のレーザー攻撃を封じること。

　ヨハンたちが距離を取らなければ、敵はレーザーを打ってこない。

「ヴィヴィ」

「……まずはボクだ。──【スーパーアーマー】【デコイ】！」

　自分だけに十五秒間【無敵】状態を付与する【スーパーアーマー】、そして自分に敵の攻撃を集中させるスキル【デコイ】をレンマは同時発動させ、敵の攻撃を引き付ける。

「ヴィヴィヴィヴィ」

　すかさずブレード状の爪でレンマを狙うキャノンチェイサー。

「させないわよ」

　ぬっと、敵とレンマの間に割って入ったヨハンは、両手でキャノンチェイサーの腕を掴つかむ。

「ふふ、【筋力】だけなら、私の方が上のようね！」

　ゼッカのように装甲と装甲の隙間、関節を攻撃するようなテクニックを持ち合わせていないヨハンは、パワーで敵を足止めする役を買って出た。

「今のうち……にっ!!」

　そしてヨハンが敵の動きを封じている間、ゼッカは物もの凄すごいスピードで敵の周囲を駆け回りながら、各関節を攻撃。ダメージを蓄積させていく。

「ヴィ……」

　ヘビのように独立可動する尻尾しつぽが先端のブレードを光らせて、敵を切り裂こうと動き始める。

　だがヨハンに両腕を拘束されようと、ゼッカに関節を狙い撃ちされようと、【デコイ】によってターゲットを強制されているキャノンチェイサーは、まだレンマしか攻撃することができない。

　尻尾はうねるように動くと、レンマ目掛けて伸びていく。

　その攻撃を、レンマは避よけることなく受ける。尻尾の先端の槍やりがゴリラアーマーの胸に深く突き刺さった。

「……ボクは無敵。それに、これで厄介な尻尾は封じさせてもらったよ」

「ヴィ!?」

　レンマは自分に突き刺さった尻尾をぎゅっと掴む。キャノンチェイサーは引き抜こうとするが、レンマは必死に抵抗した。

　キャノンチェイサーからすれば、尻尾の攻撃力の要とも言うべき槍に、もこもこの鞘さやをつけられたようなものだ。たまったものではないだろう。

「なかなかショッキングな感じなんですが、大丈夫なんでしょうか？」

「レンマちゃーん。大丈夫ー!?」

　ＧＯＯに痛みはないとはいえ、見ていて心配になる状況だった。

「……ボクは無敵」

　引き剥はがそうとぶんぶん振り回されているものの、レンマは余裕そうだった。ピースまでしている。

　だが【無敵】の効果が切れた後は徐々にダメージを受ける。なので回復スキルやポーションを使い続ける必要があるだろう。

　時間に余裕はなかった。

「敵のＨＰは残り半分……ゼッカちゃん！」

「二人が作ってくれたチャンス……必ず削りきってみせる！」

　敵を攻撃するゼッカの速度が上がる。ありとあらゆるスキルを駆使し、物凄いスピードとテクニックで、キャノンチェイサーのＨＰを減らしていく。

「ヴィヴィヴィ……ヴィヴィ」

　だが、このまま黙っている敵ではなかった。キシャキシャと音を立て、頭部の形状が再びキャノン砲へと変形していく。

「まさかこの距離で使うつもり!?　……くっ、ここまで来て負けてたまるかあああ」

　撃たれる前に削りきる。そう思い猛攻を仕掛けるゼッカ。

　一番狙いづらかった首関節。そこに、今日一番の攻撃をたたき込む。

　白い剣を捨て黒い剣を両手で握りしめる。そして叫び声と共に飛び上がり、敵の首筋に剣を振り下ろす。

「──ファイナルセイバーあああああ！！！」

　黄金に輝く刀身が敵の首筋に打ち込まれるのと同時に、キャノンチェイサーの中に莫ばく大だいなエネルギーが注がれ、内側を破壊する。

「ヴィ……ヴィヴィヴィヴィヴィ……ガガガガガガ」

　全身から煙を噴き出し、キャノンチェイサーは膝ひざから地面に崩れ落ちた。センサーアイの赤い光が点滅し、やがて消える。

　そして、その残ざん骸がいが光の粒子となって消滅すると、ザバンと音を立てて、いくつものアイテムが地面に転がった。

　ヨハン、ゼッカ、レンマの完全勝利である。

「「「やった！！！」」」

　戦利品には目もくれず、三人で抱き合いながら、勝利の喜びをかみしめた。

　この日、この瞬間。

　ようやく、三人は本物のパーティーになることができたのだった。
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　そのエリアは、まるでホテルのワンフロアを貸し切った、パーティー会場のようであった。

　この【待機エリア】は、イベント中にＨＰが０になったプレイヤーたちが、イベント終了までの時間を過ごす場所である。イベント初日にここへ送られた者は丸二日待機なので「退屈なのでは？」と思うかもしれない。

　もちろん、ここに送られたからといって、絶対にこの待機エリアで過ごさなければいけないわけではない。イベント終了まで再ログインはできなくなるが、ログアウトも可能だ。また、スリープカプセルに入れば設定した時間まで意識を止め、眠りにつくこともできる。

　そして、暇つぶしの娯楽も充実している。『ジェネシス・オメガ・オンライン』の運営会社のバックには日本のエンタメを支配する大企業【神かみ永ながエンタープライズ】が控えている。

　待機エリアの娯楽ルームには神永エンタープライズが取り仕切ったアニメが無料で視聴できるというサービスが備えられており、退屈させない。

　だがそれよりも、敗北したプレイヤーたちの関心事は、生き残ったプレイヤーたちの動向だ。

　待機エリア中央にはモニターが浮かび上がっており、イベント中のプレイヤーたちが映し出されている。

　食事をしたり雑談に興じたりしながら、多くのプレイヤーが、生き残った知り合いや仲間、そして気になるプレイヤーのプレイを観戦し、楽しんでいる。

　そして、残り六時間となった時。

　全プレイヤーに対し、運営からのアナウンスが行われる。一体何が始まるのか。

　娯楽ルームでくつろいでいたプレイヤーたちも中央のモニター目掛けて集まってくる。

「なんだ？」

「なんか、最後のイベントが始まるってよ」

「……なるほどレイドバトルか……って……なんだこりゃ」

「ひでぇ」

　トレジャーイベント最終日。最後の戦いが、静かに始まろうとしていた。








六章　海賊王









　三日目。イベントも残り六時間という頃合い。

　キャノンチェイサーを撃破し、無事【スキル封印】状態を解除したヨハンたちは、レアアイテムを求めて移動していたところ、第一層の端、海岸線のエリアまで到達してしまった。

　海岸線にはめぼしいイベントはなく、とうとうヨハンたちはユニークアイテムを手に入れることはできなかった。

「まぁ、現実はこんなもんだよね」

　と三人は開き直る。そして、海岸から、海に沈む夕日を眺める。

「いやーユニーク装備は手に入らなかったですね」

「ええ、ちょっと残念ね。でも……」

「「「楽しかった」」」

　三人の声が重なった。それがとてもくすぐったくて、照れを隠すように笑い合う。

「もっもっ」

　ヨハンの頭上でパートナー設定されているヒナドラも楽しそうだ。

「なんか『ここまでの冒険がなによりの宝物だ』って感じですね！」

「ふふ、何よそれ」

「……でも、ボクもそう思う。だってこの三日間、凄すごく楽しかったから。……お姉ちゃんとゼッカが……ボクの何よりの宝物」

（何この子……可愛かわいい。ゴリラの着ぐるみ脱がしてお持ち帰りしたい）

「何でしょうヨハンさん。私今、胸がきゅんとしているんですが……病気でしょうかね？」

「奇遇ねゼッカちゃん。実は私もよ」

「……え、どうしたの二人とも。……目が怖いよ？」

「「ふふ、気のせいよ」」

　一線を越えないように歯を食いしばって、自分を抑えつけるお姉様二人。




『緊急クエストー！』




　その時だった。突如空から声が聞こえ、全員の目の前にメッセージが表示される。タップすると、音声によるアナウンスが流れた。

『楽しかったイベントも残り六時間。みんなどうでしたー？　ユニークアイテムをいっぱいバラ撒まいておいたけど、ゲットできたかなー？』

「もっと大事なものをゲットしたんでー！　そんな煽あおりは効きませーん！」

「うふふ」

　空に向かってゼッカが叫ぶ。テンションが高い。

『さて、ここで非常事態発生です。皆様がレアアイテムを沢山ゲットしたせいで、第一層に封じ込められていた最強のボスが、怒りで目を覚ましてしまいました』

「え？　私たちのせい？」

　ヨハンが首を傾かしげると、「そういうストーリーなんだと思いますよ」とゼッカがささやく。

『その名も【海賊王バンデット】。なんとＧＯＯ史上最強最悪のボスなのです！　コイツを倒すには、皆様の協力が不可欠。さぁ、みんなで海賊王をやっつけましょうー！』

「海賊王……間違いなく新ボスですね……まさかここでこんなサプライズをぶち込んでくるなんて。先に散っていった人たちは、さぞ悔しいでしょう」

　アナウンスに少し遅れて、各プレイヤーに最終クエストの概要が送られてきた。






最終クエスト【怒りの海賊王】レイドバトル

開催場所：海賊の入り江

クリア報酬：海賊王の持つ全てのアイテム








「私たちついてる！　海賊の入り江はこのすぐ近くですよ！」

「どうする？　行ってみましょうか？」

「……うん、興味ある」

　ゼッカの案内で海賊の入り江に移動すると、そこには魔法陣が輝いていた。ゼッカ曰いわく、前はなかったものらしい。

「おそらく、これに乗るとボスのいるエリアに転送されるんでしょうね」

「なるほどね……」

　ヨハンたちは、すぐには魔法陣に乗らず、他のプレイヤーが来ないかどうか待つことにした。

　レイドバトルとは、多くのプレイヤーが協力して戦うイベントで、出現するボスも、それ前提の能力値にしてある可能性が高いのだ。

　しかし待つこと三時間。未いまだに一人もプレイヤーが来ない。

「残っているプレイヤーが少ないのかしら？」

「そうかもしれませんね。もう残り時間もないですし、私たちだけで行っちゃいますか？」

「……うん。最悪勝てなくても、お姉ちゃんが終了時間まで耐えてくれれば、アイテムは失わなくて済むし」

「それもそうね」

　念のため、このイベントで得た換金アイテムをヨハンのストレージに移す。

　そして、三人は同時に魔法陣を起動した。
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　転移させられたのは、地底湖のような場所だった。

　東京ドームくらいの、地下空洞。地底湖の中央の浮島となっている場所が、バトルフィールドなのだろう。ゴツゴツとした岩が散乱するフィールドは、見通しが悪い。

「げはははははは。よく来た。我が宝に群がるハエ共よ」

　そして中央に陣取っていたのは、一体のモンスター。

　肉体は既に朽ち果てていて、骨だけになっているものの、その骨は金色に輝いている。海賊帽と船長服を身に纏まとっていて、まさしく宝への執着で蘇よみがえったアンデッドといった風ふう貌ぼうだ。

「あれが海賊王バンデット。大きさは普通ですね」

「げはははははは。貴様ら、俺の宝をかなり溜ため込んでいるようだな……返してもらうぞ」

　その時。三人の目の前に、メッセージが表示された。




『海賊王バンデットのシステムスキル【この世全ての財は俺の物】が発動されました。プレイヤー【ゼッカ】【ヨハン】【レンマ】のアイテムストレージ内の全てのアイテムが海賊王バンデットのアイテムストレージに移動しました』




「「「は？」」」

　三人の声が重なる。全員が、今メッセージで伝えられたことを理解できないでいた。

「ど……どうしようみんな……本当にないわ。全部……」

　ストレージを確認したヨハンが絶望的な声をあげる。ストレージからは本当に全てのアイテムが消えていた。

「よ、ヨハンさん……ヒナドラも……」

　スキル【パートナー】で実体化していたヒナドラも、定位置と化していた頭部から姿を消している。おそらく、召喚石を奪われたためだろう。

「全部って……もしかして!?」

「召喚石もなくなってる……」

「そんな……」

「これじゃあ私、戦えないわ」

　全ての召喚獣の所有権を奪われたことで、カオスアポカリプスの持つ【暗黒の遺伝子】がその意味を失う。

「げははははは！　この世界に存在する宝は全て俺の物！　それを返してもらったまでよ」




『大変！　みんなが一生懸命集めたアイテムが、海賊王に奪われちゃった！　取り返す方法は二つ。一つは海賊王を倒すこと。そうすれば海賊王に奪われた宝は全部帰ってくるのです。二つ目は、海賊王のＨＰを一定値まで削って【略奪者の末路】を発動させること。このスキルを発動させる度たびに海賊王のストレージからアイテムがドロップします。でも、負けちゃったら今まで集めたアイテムが全部無駄になっちゃう！　頑張って倒してね！』

「ふざけんなっ！」

　アナウンスに対し、ゼッカが叫んだ。

「……本当にふざけてる。こんな理不尽な状況じゃ召喚師サモナーは戦えないよ」

「ヨハンさんは下がっていてください。私が【略奪者の末路】とやらで、ヨハンさんの大事なバチモンを全て取り返してきます」

　ゼッカは白と黒の双剣【デッド・オア・アライブ】を構えると、敵に向かって走り出す。

「うあああああ」

　気合と共に白い刀身で斬きりかかる。だが、海賊王もサーベルにて応戦。高いレベルに設定されているのであろう剣技は、ゼッカの攻撃を全く受けつけない。

「げはははははは」

　それどころか、敵の攻撃にゼッカの方が押され気味だ。

「──【スピードアップ】！」

　補助魔法でゼッカを強化するレンマ。すると、海賊王の顔がレンマの方を向いた。海賊王はゼッカから距離を取る。

「げはは……その宝、気に入った……【オールスティール】」

　海賊王がレンマに向かって手を伸ばすと、レンマの足下から竜巻のようなエフェクトが現れる。すると、レンマはゴリラアーマーではなく、普通の少女の姿となっていた。




『【ゴリラアーマー】が海賊王バンデットのアイテムストレージに移動しました』




「そ……そんな……ボクのゴリラアーマーが……」

　ショックのあまり、その場に座り込んでしまうレンマ。

　ゼッカは舌打ちすると、レンマに追撃が行かないよう、海賊王に連続攻撃を叩たたき込む。だが──

「くっ……こんなことが」

　ゼッカの攻撃は全て躱かわされる。

　海賊王は骨の身体からだをバラバラにすると、そのまま移動しゼッカの攻撃を回避、レンマの背後で再び組み上がる。そしてサーベルを振り上げた。

「レンマちゃん！」

　ヨハンはレンマを抱えて逃げようとするが、右足に攻撃が当たってしまう。

（く……ちょっと掠かすっただけなのに、ＨＰが半分以下に）

　カイガラスの守りがなくなったことを改めて実感する。そしてさらなる絶望が。

「げはは……その宝、気に入った。【オールスティール】」

　ヨハンの足下から、竜巻のエフェクトが発生する。次の瞬間、ヨハンは装備を剥はがされ、無装備の服を着た状態となっていた。

「げはは……げはははははははははは」




『【カオスアポカリプス】【マジックリングＺ】が海賊王バンデットのアイテムストレージに移動しました』




「くっ……鎧よろいまで……そんな」

　この三日間で、自分たちは最高のパーティーになれた。そんな自信が、崩れていく。

　今までにない、圧倒的な絶望感が、三人を支配していた。




　　　　＊＊＊＊＊




　惜しくもＨＰを失ったプレイヤーたちが集まる待機エリア。

　海賊王クエストが中継されているこの待機エリアは現在、異様な雰囲気に包まれていた。

「ふざけんなボケがあああ！」

「このボス考えたヤツ出てこいや！」

「装備品押収とか勝てるわけねーだろがあああ」

　怒号とブーイングが飛び交っている。その怒りは全て理不尽なボスモンスターと、それを用意した運営へ向けたものだった。

　当然である。戦う前にアイテムを全て奪われ、さらに装備も奪われる。この状態で戦えるプレイヤーが一体どれだけいるのか。

　しかも、ボス戦が始まってから告げられる、負けたらアイテム全て没収という事実。もし自分がその立場だったら、まともな精神状態でプレイできるかどうか。

　この中には、ヨハンたちに対して「ザマァ見ろ」と思う者は、誰もいなかった。

　ここにいるプレイヤーたちはそれぞれが月額１２８０円という、高額ではないが、決して安くもない料金を支払い、そして多くの時間を費やし積み上げてきたものを持っている。

　装備だったりキャラクターの能力であったり仲間であったり。

　それが今、目の前で理不尽に奪われている。それが彼らには、堪たまらなく悔しくて仕方がなかった。

「頼む！　俺たちも参戦させてくれ！」

「俺にあいつらを助けさせてくれ！」

「報酬は要らねぇから！」

　だが敗者の声が聞き入れられることはなかった。ヨハンたちに注目していたプレイヤーは泣き崩れていた。

「さっきまであんなに楽しそうだったのに……許せん……許せんぞ運営」

「いや、まだ希望はある……」

　目を逸らさずに画面を見つめていた一人のプレイヤーが呟つぶやく。

「大手ギルドの【最果ての剣】と【神聖エリュシオン教団】は、殆ほとんど無傷。それに有名ソロプレイヤーたちも未だ健在。彼らが集まってくれれば、あるいは……」

　その言葉を聞いて、他のプレイヤーたちの顔に希望が宿る。

「そ、そうだ！　これはレイドバトル！」

「援軍が来る可能性があるんだ！」

「ああ。まだ希望は残ってる」

「耐えてくれ……応援が来るまで、折れずに耐えてくれよ……三人とも」

　一人のプレイヤーが、神に祈るように呟いた。




　　　　＊＊＊＊＊




　海賊王レイドの様子は、現在生き残っているプレイヤーたちもメニューを開くことで確認することができた。

　ソロの召喚師サモナーであるコンは、モニターに表示されている海賊王とヨハンたちの戦いを鋭い目で見ていた。

「なんなんこのボス……ありえへんわ」

　コンはどこかの大手ギルドに先陣を切らせ、ある程度敵の情報を得てから参戦するつもりだった。だがヨハンたちの戦いを見てわかった事実は──





　・ボスエリアに入ると同時にアイテムストレージのアイテム全没収。

　・回避不能の装備強奪攻撃。

　・このボスが倒されなかった場合、装備やアイテムの返却はなし。






「こんなん誰も行かへんわ。アホらし」

　特に召喚師サモナーであるコンにとって、最悪の相性の相手である。こう考えるのは無理もない。コンは運営へ呪じゆ詛その言葉を吐き捨てながら、乱暴にメニューを閉じた。




　　　　＊＊＊＊＊




　現在ＧＯＯにて最強と言われているギルド【最果ての剣】。

　そのメンバーであり、ランキングトッププレイヤーでもあるロランドは、悲痛な面持ちでヨハンたちの戦いを見守っていた。

　そして、意を決した表情をすると、近くでくつろぎながら、同じく海賊王レイドを観戦しているギルドマスターに声をかける。

「ギルドマスター。我々も向かいましょう。このモンスター、自らの手で葬り去らないと気が済みません」

「ダメ。却下」

【最果ての剣】のギルドマスターである黄金の鎧に身を包んだ桃髪の少女【ギルティア】はロランドの申し出を一いつ蹴しゆうした。

「アタシらは対人戦最強ギルド。対モンスターは攻略班に任せておけばいいのよ」

「ですが……」

「装備を失う可能性があるのよ!?　装備品は私の宝物なの！　絶対に嫌！　行かない！　以上！」

「ですが……海賊王と戦っているのは、ゼッカさんですよ？」

「うぐっ。……し、知ってるわよ」

「いいんですか。このまま敗北し、装備を奪われたりしたら。親友のゼッカさんまで引退してしまいますよ？」

「……知らない！　知らない知らない知らない！　引退したいなら勝手にすればいいわ！　私を捨てたあの子のことなんて……絶対に知らなーい！」

　ロランドは「しまった、挑発しすぎた」と、説得の失敗を悟る。

「やってしまいましたな～ロランド殿」

「諦あきらめろロランド。こうなってしまっては、ギルマスは梃てこでも動かんぞ」

　周囲のギルドメンバーたちがやれやれといった感じで、ロランドに忠告した。そして、ギルドメンバーの一人がロランドに尋ねる。

「それで。ＧＯＯ最強プレイヤーのロランドさんから見て、勝ち目はあるのかい？　あの海賊王ってボスは」

「勝ち目はないでしょうね……手持ちアイテムを奪われる関係上、弓使いアーチヤーと召喚師サモナーは戦力になりません。そのうえ、装備を剥ぎ取るスキルも使ってくる」

「改めて酷ひどいボスだな。アイテムも装備も奪われ、負ければ返ってこない。なんだそれは、賠償金案件ではないか」

「下手したら問題になって、サービス終了もありえますぞ」

「……ええ。特に、事前に装備を奪われることを伏せていたことに、私は強い嫌悪感を覚えます」

　拳こぶしを握りしめるロランド。できれば自分で倒したいが……単独で助けに行って勝てるほどの圧倒的な力は持ち合わせていない。

「やはり挑まないのが正解か」

「……ですな。ギルドメンバーやそのフレンドたちにも広めておきますぞ。あのレイドボスには挑むなと」

　この瞬間、控え室で観戦していたプレイヤーたちの希望だった、大手ギルドの助っ人という道は、完全に潰つぶされることとなった。

　ロランドだけが一人、必死に戦うヨハンたちの姿を、悔しそうに見つめていた。




　海賊王との死闘の中……ゼッカは昔のことを思い出していた。それはヨハンと出会う前のこと。

【ギルティア】と【ミュウ】、二人の友人と共にＧＯＯを始めたゼッカは、最強のギルドを作るという目標を持って、ゲームを楽しんでいた。そして作り上げたギルド【最果ての剣】は、見る見るうちに頭角を現していった。

　だが勝気なゼッカとギルティアは良かったが、大人しいタイプのミュウは、そんな目標についていくことができなくなっていった。




『二人とゲームをするのが辛つらくなっちゃったよ……』




　ミュウはそんな言葉を残し、ＧＯＯから去った。

　最強を目指していたゼッカとギルティアは、もう一人の友人が苦しんでいることに気づけなかった。

　その後、ギルティアとの関係も悪化し、ゼッカは【最果ての剣】を抜けた。ゼッカがヨハンと出会ったのは、そんな、目標も友人も失った時のことだった。




　地底湖に、剣同士が打ち合う金属音が響き渡る。

「はああああああ──【デュアルスラッシュ】！」

「げはははは」

　高い戦闘能力を持つ相手になんとか食らいつくゼッカ。だが敵モンスターのＡＩは高度で、ゼッカの攻撃は全く通用しなかった。

「はぁはぁはぁはぁ」

　誰もが目を覆いたくなる絶望的な状況。だがゼッカは諦めていなかった。

　海賊王のＨＰを一定数減らすことで発動するという【略奪者の末路】。これによりヨハンのカオスアポカリプスと召喚石を取り戻すことができれば、確実に勝てる。確率は非常に低いが、これに賭かけるしか、皆の大切なアイテムを取り戻す術すべはない。

「げははははは──【アクアスラッシュ】」

「──しまっ」

　だが疲労から判断をミスったゼッカに、敵の攻撃が迫る。

「──【ルミナスエターナル】！」

　地底湖全体に魔法陣が広がり、プレイヤーに十秒間の【無敵】が与えられる。

「レンマちゃん！」

「……装備がなくたってスキルは使える……やれることをやる……ボクはまだ諦めない」

「ナイス！」

　その隙をついて、海賊王に一撃。

「わ、私も何か……できることを」

　一方、未いまだ混乱から立ち直れないヨハン。そんなヨハンにレンマが叫ぶ。

「……お姉ちゃんはじっとしてて！　今、ゼッカが必死に戦ってるのはお姉ちゃんの装備を取り返すため」

「カオスアポカリプスと召喚石を取り返して……ヨハンさんがコイツを倒す」

「……ボクたちに残された手は、それしかない……いくよゼッカ──【マジックヒール】」

　レンマはありったけの回復と支援をゼッカに送る。

　ゼッカはそれを受けとり、敵のＨＰを削る。削る。削る。削る。

　一人海賊王に挑むその姿は、まさに鬼神のようだった。

（もしこの勝負に負けて、全てを奪われたら……レンマちゃんもヨハンさんも、きっとＧＯＯを引退するだろう……）




『このゲームをするのが辛くなっちゃった』




「……嫌だ……嫌だ嫌だ嫌だ。私はもう嫌だ」

（私はもう……一緒にゲームを遊ぶ友達を……失いたくない！）

「げはは……その宝、気に入った。【オールスティール】！」

（……来た。この瞬間こそ、私が求めていた勝機！）




『【聖騎士のピアス】が海賊王バンデットのアイテムストレージに移動しました』

『【ファントムミラージュ】が海賊王バンデットのアイテムストレージに移動しました』

『【蒼そう天てんのマント】が海賊王バンデットのアイテムストレージに移動しました』




　足下から竜巻のエフェクトが現れ、ゼッカの頭部装備と胴体装備が消滅。

　だが。ゼッカは気が付いていた。先ほど、海賊王はわざわざゼッカから距離をとってこのスキルを発動させていた。このスキルを使うほんの一瞬だけ、海賊王に隙が生まれるのだ。

　ゼッカは十字に剣を構える。

「食らえ糞クソボス──秘技【グランドクロス】！」

「ぐあああああああああ」




『【デッド・オア・アライブ】が海賊王バンデットのアイテムストレージに移動しました』

『【ファントムブーツ】が海賊王バンデットのアイテムストレージに移動しました』

『【インヴィンシブルアイ】が海賊王バンデットのアイテムストレージに移動しました』




【デッド・オア・アライブ】が消え去る直前。二刀流最強の攻撃スキルが海賊王を直撃し、ＨＰを大きく減らした。




『海賊王のスキル【略奪者の末路】が発動しました』




「やった……お願い……神様！」

　全ての装備を失ったゼッカ。だが、作戦は上手うまくいった。予想通り、海賊王の身体からだからアイテムがドロップされた。だが──

「二つ、だけ……？」

　海賊王が落としたのは、アイテム二つだけだった。ゼッカの顔が青ざめる。

　ゼッカはいつの間にか思い込んでいた。

　最初に取られたアイテムは八〇〇以上。だから一回につき、大量にドロップするはず。

　いや、それこそがこのレイドバトルの趣旨なのだと、そう思っていた。

　みんなで協力して海賊王のＨＰを削り、奪ったアイテムを吐き出させ、こちらの戦力を立て直していく。そういう攻略が想定されたレイドバトルなのだと、思っていた。

　だがそれは希望的観測だったと思い知る。

「……勝てない。勝たせる気がない……」

　頭の中が真っ白になったゼッカは、その場で立ちすくんでしまう。その状態を、海賊王は放ってはおかなかった。

「げはははは──【アクアスラッシュ】！」

　水流を纏まとった剣が振り下ろされる。ゼッカが目を閉じたその時、誰かに強く身体を押された。

「ぐああああああああ」

「レンマちゃん!?」

　ゼッカをかばったのは、既にＭＰが尽きてしまっていたレンマだった。攻撃を受けたレンマのＨＰは０になり、その身体は粒子となって消滅していく。

「……泣くのは後だよゼッカ……アイテムを……お姉ちゃんに」

「そうだよね……レンマに貰もらったチャンス、絶対に無駄にしない……してたまるかあああ!!」

　消えゆくレンマはゼッカの背を、笑顔で見送った。

「……大丈夫だよゼッカお姉ちゃん。もし負けても……ボクはやめないから……ずっとみんなと一緒に」

　ゼッカは振り返らない。

「なんでもいい……逆転のアイテムを……これは!?」

　海賊王がドロップしたアイテムを見て、ゼッカは目を丸くした。

　敵が落としたアイテムのうち、一つは【くず鉄】という素材アイテム。そしてもう一つは召喚石だった。

　卵の形をした召喚石。ゼッカとヨハンが仲を深めるきっかけとなったアイテムである。

「【ヒナドラ】の召喚石……」

　海賊王がドロップしたアイテムは【ヒナドラ】の召喚石。それは、絶望の知らせでもある。ヒナドラ一体でこの状況をひっくり返すことは不可能だからだ。




『これ、きっと運命ですよ！　二十年の時を超えて、ヨハンさんの相棒がＧＯＯに復活したんです！』




　だが、ゼッカの脳裏に、初めてヨハンとヒナドラに会った日の出来事が思い浮かんでいた。

「よかった……これだけは……取り返せた……」

　たとえこのまま負けたとしても。大好きなヨハンの宝物を取り返せた。

（あの人が、大切なものをまた失わずに済んだんだ……）

　そして、ヒナドラの召喚石を力強く握りしめる。自らの思いを、託すように。

「ヨハンさん……コレを！」

　ゼッカはヒナドラの召喚石をヨハンに投げ渡す。そんな無防備なゼッカの背に、海賊王のサーベルが突き刺さった。

　ＨＰは一瞬で０になり、ゼッカの肉体は消滅した。

「ゼッカちゃん──!!」

　ヨハンの叫びだけが空むなしくこだました。
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「げはははははははは！」

「くっ……召喚石を使う隙がないわ」

　ヨハンは海賊王の執しつ拗ような攻撃を受けていた。

　ある程度敏びん捷しようステータスにポイントを振っているとはいえ、何かしながら避よけるなんてことはできない。相手の攻撃モーションを覚え、相手の攻撃パターンを予測して避ける必要があるからだ。

（耐える……耐えるのよ。ヒナドラはゼッカちゃんたちが残してくれた希望……耐えていれば必ずチャンスがくる）

　ぎゅっと卵型の召喚石を握る。だが──

「……あっ」

　ヨハンは岩場に躓つまずいてしまった。

　それを見逃してくれる海賊王ではない。ヨハンの目の前に、海賊王が迫る。そして剣を振り下ろす。

（終わった……）

　そう思った、その時。

「──【不ふ死し蝶ちようの舞】！」

　幻蝶の森で見た輝く蝶のエフェクトが、ヨハンを守るように包み込むと、海賊王の攻撃を妨害する。海賊王は蝶たちを恐れるように距離を取った。

　声のした方向を見てみると、そこには最強の召喚獣プレレフアと……。

「貴方あなたは……！」

「一日ぶりやな魔王はん……助すけっ人と参上どす」

　幻蝶の森で出会った召喚師サモナー、コンが立っていた。

　絶望的なこの状況に駆けつけてくれたのは、かつて一度だけやり取りをしたプレイヤー・コンとその召喚獣プレレフアだった。

「え……ええ!?　コンさん？　どうして……それに召喚獣も!?」

「ああコレな？　ここに入る前に先に召喚しとったんよ。頭ええやろ、うち？」

　困惑するヨハンに朗らかに答えるコン。相変わらず何を考えているのかわからない人だと思いつつ、ヨハンは尋ねた。

「ここに来たってことは、何か策があるの？」

「策？　そんなんあらへんよ。あれは正真正銘の糞モンスターや」

「だったら……どうして来ちゃったの!?　知っているでしょ、アイテムも装備も全部取られちゃうこと」

「知っとる。全部知っとるんよ。うちも来るつもりはありまへんでした」

「じゃあ、どうして？」

「何でやろな。一生懸命戦ってる魔王はんらを見ていたら、胸が熱うなって。気づいたら身体が勝手に動いとったんよ。うちアホやわ」

　コンはペロリと舌を出して笑う。

「全然アホじゃないわ。素敵よ貴方」

「ほんまに？　照れるわ」

「げははははは！」
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【不死蝶の舞】による幻惑効果が切れ、海賊王は再び戦闘態勢に入り、狙いをヨハンとコンに定めた。だが、そんな海賊王に迫るもう一つの影あった。

「はあああああああああ！」

「げは？　げははははは！」

　海賊王に斬きりかかったのは、一人の剣士セイバー職のプレイヤーだった。

　その頭上に表示されている名は【ロランド】。ヨハンがかつて戦った、ランキングトップのプレイヤーだった。

「間に合ったようですね。よかった」

　ロランドがこちらを見て、やけに爽さわやかな顔で叫んだ。

「あらあら。助っ人はまだおったみたいやね。それもかなりの有名人や。知り合いなん？」

「いや……確かイベントで一回戦っただけの人……」

「イベントで一戦。ほなら助けに来る理由には十分や。あのイケメンもアホなんやろ。ええアホや」

　コンはからからと笑う。

「ここからは私が相手だ。言っておくが、私はゼッカさんより強いぞ」

「がははははっ」

「悪いが彼女たちの宝物は私が全て奪い返す」

　ロランドと海賊王の剣が火花を散らす。

　ゼッカより強い、その言葉に嘘うそはなく、素人のヨハンから見ても、まるで動きが違う。純粋な技量ならば、海賊王を圧倒している。

　そんなロランドに負けていられないと、コンも自身の召喚獣に話しかけた。

「プレレフア……【フラワー・オブ・ライフ】をうちに」

「ぷーわー」

　可愛かわいらしい鳴き声をあげながら、プレレフアを最強たらしめている【フラワー・オブ・ライフ】を発動させる。その能力により、コンの魔力ステータスは三倍となる。

「そしてこれがうちの魔法杖つえや」

　自慢げに取り出したのは、どう見ても拳けん銃じゆうにしか見えない装備。だが紛れもない魔法杖に分類される装備である。

「これで撃って撃って撃ちまくったる。ええい全速前進や！」

　ロランドを援護しようと、初級火魔法ファイヤーボールを銃から撃ちまくるコン。一発の破壊力こそ少ないが、着実に相手のＨＰを削っている。

「げははははは」

「この私相手に余よ所そ見みとは……命知らずが」

　ロランドは剣けん戟げきスキル【ハイパースラッシュ】を叩たたき込こむ。

「げはっ……げははは」

　だが、ゼッカほどＨＰを削ることはできない。

「くっ……なんて防御力だ」

「うちらが目指す勝ち筋は変わらへん。魔王はんの鎧よろいを取り返すことや」

「確かにそれしかなさそうだ」

「私も、自分にできることを……召喚獣召喚──ヒナドラ！」

「もきゅ！」

　幾何学的な魔法陣から、小さな黒い幼竜が姿を現す。

　スキルの【ブラックフレイム】を使うと一発で退場なので、打撃戦で参戦させる。

「もっ……もっ……」

　ヒナドラの繰り出す体当たりはダメージを与えられているのかさえ怪しかったが、それでも三者同時攻撃は強い。手数の多さで、海賊王に【オールスティール】を発動させる暇を与えない。

「げははははは」

　だが海賊王は自分を骨単位でバラバラにすると、ヨハンたちから遠く離れた場所まで飛んでいき、再び組み上がる。そしてこちらに手を翳かざしてくる。

「げはは……その宝、気に入った。【オールスティール】！」

「おのれ……卑ひ怯きような」

「いやん……」

　ロランドとコン、二人の装備が一斉に奪われた。

「げはははははは」

　そして、海賊王は再びこちらにやってくる。

「うちら弱すぎひん？　一回もアイテム落とさせられへんかった」

「こうなれば奥の手。格闘技で勝負だ！」

　ロランドは素手で海賊王に殴りかかる。現実で心得があるのか、その戦い方は随分と様になっている。

「こうなったら破れかぶれや！　うちも行ったるわ！」

　コンもやけくそになって海賊王に襲いかかった。ヒナドラもその後に続く。

「よ、よし……こうなったら私も」

「あかんわ……魔王はんはそこにおり」

「ど、どうして！」

「ヨハンさん。私たちが必ず貴方の鎧を取り戻す。だからそこで待っていてください」

「もっきゅ」

「で、でも……」

　鎧が手に入ったところで……他の召喚獣がいなければ何もできない。そんな無力感が、ヨハンの心を支配する。

「げはははは」

「もっ!?」

　そして、ついに海賊王の剣がヒナドラをとらえた。

「ぐっ……あああああ」

　しかし、その刃がヒナドラに命中する直前。ロランドが身を挺ていして、ヒナドラを守った。

　攻撃力と機動力に特化したステータス振りをしているロランドは、この一撃で全てのＨＰを失った。

「くっ……ここまでとは」

　悔しそうに消滅するロランド。

「んもう！　いい加減にぃ……落ちろ落ちろ落ちろー！」

「もっきゅもっきゅもっきゅー！」

　ロランドが作ったチャンスを逃すコンとヒナドラではない。

　素手による攻撃が一体どれだけのダメージになるのかわからない。だが、たとえ１ポイントのダメージだろうと、積み重なれば、やがて大きなうねりとなる。




『海賊王のスキル【略奪者の末路】が発動しました』




　ようやく、海賊王の身体からだから三つのアイテムがドロップした。コンがめざとくそのアイテムを見定める。

（一つは薬草……これは使えへん。残りの二つは……っ！）

　コンはそのアイテムを見た瞬間……この戦いの勝利を確信した。

（なんやあの情報……ほんまやったん）

　コンの口角が上がる。

　コンは二つのアイテムを拾い上げると、それをヒナドラの口に押し込んだ。

「ももっ!?」

「これを魔王はんのところに」

「も？」

「ええから。はよ行くんや」

「もっきゅ」

　もっもっと跳ねながら、ヨハンの下を目指すヒナドラ。それを見た海賊王はヒナドラに向けて剣を構える。

「アンタの相手はこっちや。プレレフア！」

「ぷーわー」

　ＭＰが尽きかけ、もうスキルを発動する余力のないプレレフアと一緒に、海賊王に掴つかみかかるコン。だがその拘束をたやすく振りほどいた海賊王は、プレレフアを一刀両断する。

「ぷーわあああ」

　真っ二つになり消滅するプレレフア。

「げははははは！」

「ってあかんわ。うちの力だけじゃコイツを押さえられへん。かんにんな魔王はん」

「げははははは──【トルネードスラッシュ】！」

　コンの拘束もむなしく、海賊王は攻撃を放った。

　振り下ろされたサーベルから放たれた竜巻のような斬ざん撃げきが、ヨハンとヒナドラを襲う。

「──負けた……!?」

　海賊王の放った攻撃が目の前に迫った時。ヨハンは終わりを確信して、思わず目を閉じた。
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『哀あい川かわ先輩はぁ、何が楽しくて生きてるんですかー？』

『何よ急に？　失礼ね』

　いつだったか。会社の後輩がこんなことを尋ねてきた。

『だって哀川先輩、趣味とかないんですよね？　それってぇ、楽しいのかなーって？』

　趣味はある。バーチャルモンスターのアニメを見返したり、バチモンの絵を描いたり。それが私の人生唯一の楽しみだった。……でも。そんなことを堂々と言えるわけがない。

　あれ？

　一体、いつから私は、好きなものを素直に好きって言えなくなったんだろう。




『わぁ……生まれた！』




　二十年前。八歳の時。

　初めてバーチャルモンスターのゲームを手に入れた時の感動は今でも忘れていない。プラスチックの安っぽい卵形のケースの中央に四角い液晶があって。

　その中では16×16ドットで表現されたモンスターたちが動いていた。

　今見れば、安っぽい玩具おもちやだろう。けれど当時の私は、その16×16ドットの世界で生きている彼らに本当の命を感じていた。

　習い事が多く、友達と遊ぶ時間のなかった私は、バチモンを本当の友達のように愛し、育て、どこへ行くにも一緒だった。

　当時からゲームが下手だった私は、残念ながらヒナドラを最強形態のクロノドラゴンに進化させることはできなかった。いつもその手前で止まってしまうのだ。




『きっと、私がまだ子どもだからだわ！　大人になったらもっとゲームが上手うまくなって、きっと貴方あなたをクロノドラゴンに進化させてあげられる。だから、その時までずっと一緒よヒナドラ！』




　当時は大人になってもこの子と一緒にいるのだと、何の疑いもなく信じていた。




『いつまでこんな幼稚なモノを……お前もう高学年だろう？』

『やめて……返して……返してよ！』

　バチモンを取り上げた父に泣きすがる私。だが小学生の力で大人に勝てるわけもなく、父は物もの凄すごい力でバチモンを床に叩きつけ破壊すると、ゴミ箱に投げ捨てた。

『これはお前のためなんだ。いつまでもこんなモノで遊んでいたら、お前はダメになってしまう。ニュースを見てみろ。凶悪犯罪を起こすのは、いつだっていい歳してゲームだのアニメだの言っている大人だ。私はお前をあんな連中のようにするわけにはいかない。これはお前が立派な人間になるために、必要なことなんだ』

『……』

　私はバチモンを、ゴミ箱から取り出すことはしなかった。

　もし立派な人間になれなかったら。私もああなるんだろうと思えて足が動かなかった。だから、ゴミ箱の中に捨てられた友達を、助けに行くことができなかった。




　私はここから勉強やスポーツに力を入れた。高校に入りアルバイトを始めてからは、こっそりとＤＶＤを買って、時々見返して、勇気を貰もらったりしたけれど。でもそれはとても後ろめたいことで。恥ずかしいことで。いけないことで。だから私はこう答えるのだ。

『哀川さん趣味は？　好きなものは？』

『何もありません』

　その後、何か足りない日々を過ごしながら、無難な大学を卒業し、無難な会社に就職。一人で暮らしていくに困らない、自立した立派な大人になることができた。

　そして三年前、父が亡くなった。




『お前は立派になった。父さんの誇りだ、圭けい』




　私は、父の望んだ立派な大人になることができたんだ。よかった。厳しかったけど、私を大切に育ててくれた父に、最後に認められたんだ。




『本当に……？』




　誰かが、問うてくる。

『本当に……？　本当に立派な大人になれましたか？』

「え……？」

　壊れたバチモンを手に載せた少女がこちらを見ていた。それは、かつての私。

『貴方は立派な大人になったんですか？』

　かつての私が問いかけてくる。

『一番大切な友達を見捨てて、忘れたふりをして。嫌いなふりをし続けて。それで本当に立派な大人になれたんですか？』

　私はしゃがんで彼女の目線に合わせると、その頭を撫なでた。

「立派な大人には……なれなかったよ」

『……そう』

　少女は悲しそうに目を伏せた。私は彼女が持つ壊れたバチモンを手に取る。

「でもね。この子のお陰で、新しい友達ができたの。歳としは一回り以上も違うんだけどね」

　私はゼッカちゃんとレンマちゃんの顔を思い浮かべる。こんな年齢になってできた、年の離れた、最高の友人の顔を。

『……本当!?　どんな人なの？』

「自分の好きなものを、素直に好きって言える人」

『……素敵！　それだよ！　それがきっと、立派な大人の条件だよ！　私はきっと、いつまでもバチモンが大好き。それを恥ずかしいなんて思ったりしない！　だってそれが、私が本当になりたかった私だから！』

「え、そう？　そうね、きっとそう。だからね……」

　私は目の前の少女から手を離し、立ち上がる。

「ちょっと遅いけど。私も《立派な大人》ってヤツに、なってこようと思うの」

『なれるよ！　貴方なら絶対なれる！　だって貴方は……私がなりたいと思った、最高の私だから』
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　しがみついて海賊王の動きを妨害してくれていたコンのお陰で、攻撃がヨハンに命中することはなかった。しかし──

「もきゅぅ……ぅぅ」

「ヒナドラ!?」

【ガッツ】によってなんとか耐えたものの、ＨＰが１となってしまったヒナドラはボロボロだ。今にも消えてしまいそうな痛々しい姿が、あの時父に壊されたバチモンと重なる。

「ヒナドラ……え、何か持っているの？」

　よく見れば、ヒナドラは何かアイテムを口に咥くわえていた。もしかしたら逆転の手がかりかと思いつつ取り出して、ヨハンは肩を落とす。

　超級召喚獣クロノドラゴンの召喚石。特別な召喚条件を持つ召喚獣。今のヨハンには、喚よび出すことはできない。これは逆転の一手にはならない。

「もっもっ！」

「え、もう一つあるの……？　これは……」

　不思議な輝きを放つ水晶のようなアイテムがヨハンの手に転がった。






【トランスコード】

　装備、又はアイテムに対して使用可能。その能力を拡張させる。








「これは……コンさんが言っていた、第三層で実装予定のアイテム!?　アイテムの能力を拡張ってことは。これがあれば……もしかして」

　ヨハンはこの奇跡のような展開に震えた。いや、これは決して奇跡ではない。

　ゼッカとレンマが全てを懸けて、ヒナドラを取り返してくれた。

　ロランドとコンが、希望を繋つないでくれた……勝利へのラストピース。誰一人欠けても駄目だった、ラストチャンス。

　彼女たちの思いに、今度はヨハンとヒナドラが応える番だ。

「聞いてヒナドラ。貴方はきっと、ゼッカちゃんが言ったとおり、壊されてしまったあの時のヒナドラ。二十年の時を超えて、私のところに帰ってきてくれた、一番大切だった友達」

「もきゅ!?　……もっきゅ！」

「あの時の私は、お父さんがとても怖くて……捨てられた貴方を助けられなかった」

　大人というのは、ヨハンにとって決して逆らうことのできない、絶対の存在だった。圧倒的な理不尽の象徴だった。

「でも、傷ついてた。本当に傷ついていたの。大切なものを失うって、とっても辛つらいの。だから、あの子たちに同じ思いをさせたくないの。理不尽に、一方的に大事なものが奪われる悲しさを味わってほしくない。そんな思いを抱えたまま大人になってほしくないの」

　ゼッカとレンマに、好きなものを奪われる苦しみを味わわせたくない。目の前の理不尽に、屈したまま終わってほしくなかった。

　何より、二人はヨハンが勝つと最後まで信じていてくれたのだ。

　その思いに応えたいと、強く願った。

「だから一緒に戦いましょう！」

「もっきゅ！」

　ヨハンはヒナドラの額に【トランスコード】を押し込んだ。

「もっきゅ……もっきゅー！」

　途端……ヒナドラの身体からだが強く輝く。空間が震え、周囲を漂っていたデータがヒナドラの身体に流れ込む。この現象に見覚えがある。

「これは……もしかして進化!?　……そうよ、きっとそうだわ！」

　それは現在のＧＯＯには存在しない機能。しかしヨハンは、これが進化なのだと確信する。

「ブラックドラゴンに？　それともメタルブラックドラゴン？　……いえ、さらにその先の……」

　それは子どもの時のヨハンにはたどり着くことができなかった場所。ゲームが下手っぴで、どんなに頑張っても、ヨハンのヒナドラがそれになることはなかった。

　しかし。

　このゲームを遊んで、関わった全ての人たちの思いを繋ぎ……あの時、ヨハンとヒナドラの二人だけでは決してたどり着けなかった場所へ今。

　ヨハンは手に持った超級の召喚石をかざす。

「ヒナドラ！　進化よ！」

「もっきゅぅうううううう！」

　ヒナドラはヨハンの声を受け取る。全身を震わせ、その小さな身体に収束させていた力を解放する。




　──幼き心は成長し。




　──その肉体は成熟を迎え。




　──やがて目指した完全すら超えて。




　──いざ、究極へと至る。








七章　超級召喚獣









　ヨハンを守るために装備なしの状態で、たった一人で海賊王を足止めしていたコン。

　ついにその身体を切られ、ＨＰを全て失ってしまう。身体が粒子となって消滅していく中で、コンはその輝きを見た。

　光の中から巨大な竜が現れた時、勝利を確信し、不敵に微笑ほほえむ。

「海賊王……アンタの負けや」




　　　　＊＊＊＊＊




　ヨハンの視界にメッセージが表示される。

　そこには【トランスコード】によってヒナドラに宿った新たなスキルの効果が記されていた。






【進化召喚・ヒナドラ】

　ＭＰを全て消費して発動する。召喚者のストレージ内にある【クロノドラゴン】を特殊召喚する。

（絆きずなポイントは、ヒナドラのものが引き継がれる）








「なるほど……バチモンの【進化】をＧＯＯで再現するとなると、このようになるのね！」

　この【進化召喚】こそ、隠された超級召喚獣クロノドラゴンを召喚するための方法だったようだ。

　実体化したクロノドラゴンはヨハンを守るようにして立つと、地底湖全体を震わせるように咆ほう哮こうする。

「ぎゅああああああ」

　パートナーであるヨハンを守れるくらい強くなったことへの喜びと、二度とヨハンを泣かせないという決意を秘めた叫びであった。

（深紅の目、ブラックモノゾイドメタルの黒い外装、巨大な左右の翼……ヒナドラの意匠を受け継いだ二本のツノ……どこから見てもイケメンすぎるわ……後で一緒にスクショ撮る時間あるかしら）

「うふふ……私のクロノドラゴン……カッコいいなぁ」

　じゅるりと垂れそうになる涎よだれをすする。

「よし行くわよクロノドラゴン！　あいつをボコボコにして、【トランスコード】をもっとドロップさせるのよ！」

「……」ジーッ

「な、何よその目は……わかってるわよ……私を信じてくれたみんなのために……必ず勝つ……でしょ！」

「もぎゅああああああ」

　クロノドラゴンが雄お叫たけびをあげる。

「げはははははは」

　海賊王がクロノドラゴンに襲いかかる。クロノドラゴンの体長は六メートルほど。対する海賊王の身体は通常の人間と同じ。普通なら勝負にならないが──

「げはははは」

　海賊王は高く跳躍すると、クロノドラゴンの脳天目掛けて剣を打ち付ける。爪をクロスさせてガードするクロノドラゴンだったが、敵の攻撃力は凄すさまじく、その衝撃で後ろに倒れてしまう。

「クロノドラゴン!?」

　超級召喚獣はプレイヤーでいうとレベル80程度の戦力。非常に強いが、流石さすがに一体でレイドボスを相手にするのは厳しいのだろう。

「そうよ。これはゲーム。進化してはい勝ったー！　じゃないんだ。私があの子を勝利に導かないと」

　ヨハンはメニューからクロノドラゴンのスキルを確認する。まだヨハンが召喚できない【上級】すら超える超級召喚獣のスキルには強力なものが揃そろっているはず……なのだが。

「なっ!?　スキル１個だけ!?」

【中級】と同じく、最初は一つのスキルしか使えない。召喚可能になった以上、必要素材さえ揃えば解放できるのだが、生あい憎にくストレージは空のまま。

　だが、勝利のチャンスは逃せない。ヨハンは唯一使えるスキルの能力を確認する。

「いける……ええ、これなら勝てるわ」

　クロノドラゴンに使えるのは、たった一つのスキルだった。だがそれは、一つであって一つではない。

「行くわよクロノドラゴン……スキル発動──【真時空竜皇領域タイムメイカー】」

　その時、クロノドラゴンの背から、光が放たれる。それは蝶ちようの羽のように広がって、やがてフィールド全体を包み込んでいく。

　そして上空にはいくつもの時計を模した魔法陣が現れる。地底湖は、全くの異質な空間へと変へん貌ぼうする。

「その効果により、クロノドラゴンはこの戦闘中に発動した全てのスキルを発動できる！」

　クロノドラゴンの能力は、仲間たちの思い、そして敵の思いすらもその翼に宿し、未来へと飛ひ翔しようする。

　ヨハンの視界には、この戦闘で使われた全てのスキルが羅列されている。それは、ゼッカやレンマ、ロランドやコンが残した思い。彼らの戦いは今、この瞬間のためにあった。

「……でもやっぱり、やられっぱなしってのも……ねぇ？」

　ヨハンが意地悪く笑う。クロノドラゴンを沈めた海賊王は天井まで飛び上がると、壁を蹴けって加速。そのままこちらへ剣を振り下ろしてくる。

「クロノドラゴン──【オールスティール】！」

　海賊王の身体を、竜巻のエフェクトが包んだ。




『【海賊王の帽子】がヨハンのアイテムストレージに移動しました』

『【海賊王の服】がヨハンのアイテムストレージに移動しました』

『【海賊王の指輪】がヨハンのアイテムストレージに移動しました』

『【海賊王の闘剣】がヨハンのアイテムストレージに移動しました』

『【海賊王のマント】がヨハンのアイテムストレージに移動しました』




「げはははははは……は？」

　全ての装備を奪われた海賊王。最も早はや、ただの金色の骸がい骨こつだ。

「上手うまくいった！　今よクロノドラゴン──【ハイパースラッシュ】！」

　ロランドが使った攻撃スキルで迎撃する。クロノドラゴンは鋭い爪を伴った手刀を、装備を失い防御力の大きく下がった海賊王に直撃させる。




『海賊王のスキル【略奪者の末路】が発動されました』




　海賊王の身体からアイテムがドロップする。だがそれを拾っている暇はない。これは勝機だ。

「畳みかけるよクロノドラゴン！」

「ぐるうああああああ」

　クロノドラゴンはその巨大な手で海賊王の身体を掴つかみ上げると、そのまま岩へと叩たたきつける。何度も何度も。




『海賊王のスキル【略奪者の末路】が発動されました』

『海賊王のスキル【略奪者の末路】が発動されました』

『海賊王のスキル【略奪者の末路】が発動されました』

『海賊王のスキル【略奪者の末路】が発動されました』

『海賊王のスキル【略奪者の末路】が発動されました』

『海賊王のスキル【略奪者の末路】が発動されました』

『海賊王のスキル【略奪者の末路】が発動されました』




　やはり装備がなくなったことで、相手の防御力は大きく下がっているようだ。先ほどのコンたちとの苦労が嘘うそのように【略奪者の末路】が発動する。

　そして、ドロップするアイテム数も、十、二十、三十と次第に多くなっていく。一向に装備は返ってこないが。

「思い通りに戦えなかった私たちの気持ちが少しは理解できたかしら？」

　クロノドラゴンは跳躍すると、手に掴んでいた海賊王を思いっきり地面に叩きつける。




『海賊王のスキル【略奪者の末路】が発動されました』

『海賊王のスキル【略奪者の末路】が発動されました』

『海賊王のスキル【略奪者の末路】が発動されました』




　海賊王のＨＰは、もう残り一割を切っていた。

「トドメよ。追撃の──【デュアルスラッシュ】！」

　ふらふらと立ち上がった海賊王目掛けて二連撃を打ち込もうとするクロノドラゴンだが。

「速い……躱かわした!?」

　自分の身体からだを分解し、攻撃を躱す海賊王。さっきまでとは速さが違う。

　そしてバラバラになった骨は組み上がることなく、それぞれがランダムな軌道を描き、こちらに攻撃を仕掛けてくる。その骨の速さはさっきまでの比ではない。

　見てみれば、青いオーラを纏まとっている。ＨＰが残り一割を切ったことで、新しい攻撃パターンが追加されたのだ。

「返せぇ……我の宝を返せぇえええええ！」

　地底湖中に海賊王の声が響く。その声は本当に地獄の底から生者を呪っているようで、鳥肌が立つ。

（声優さん、いい仕事しすぎじゃないかしら？）

　と思いながらも対抗策を探る。

「くっ……【ルミナスエターナル】……レンマちゃんのこれでなんとか」

　魔法陣がフィールドに広がり、敵の攻撃から身を守る。これで召喚師サモナーであるヨハンが不意打ちで落ちるという心配はなくなった。

　しかし──

「このままではクロノドラゴンが……」

　骨によるオールレンジ攻撃は、徐々にではあるが、クロノドラゴンのＨＰを削っていく。それは、【ルミナスエターナル】でなんとかなった。

　だが、ＭＰも問題だ。【真時空竜皇領域タイムメイカー】の力でスキルを発動する際は、カオスアポカリプス同様ＭＰの消費はない。しかし、召喚獣は存在するだけでＭＰを消費し、０になれば消滅する。

　こうしている間にもクロノドラゴンのＭＰは徐々に減っていく。時間がない。

「……どうしたらいいの」

「返せ……我の宝あああああああ」

「宝……そうか！」

　ヨハンは閃ひらめきのままにアイテムストレージを開く。取り出すのは先ほどクロノドラゴンが【オールスティール】で奪った【海賊王の指輪】。それを取り出すと、地面に投げ捨てる。

「そんなに欲しいなら……返してあげるわ！」

「宝……たあああかああああらああああ」

　地面に転がした海賊王の指輪目掛けて、散っていた骨が集結する。海賊王の姿に組み上がると、指輪を拾い上げ、自らの指に嵌はめようとする……。

　その隙は絶対に見逃さない。

「これがラストチャンス！　クロノドラゴン！　──【グランドクロス】！」

　ゼッカ最強の技が、クロノドラゴンを通じて放たれる。

「いっけええええええええ!!」

「もぎゅああああああああ!!」

　十字の斬ざん撃げきは無防備な海賊王を直撃すると、その肉体を粉々に打ち砕く。海賊王の身体から、溜ため込んでいたアイテムが滝のようにあふれ出す。

「ぜははああああああああああ！」

　それは笑い声なのか、それとも断末魔の叫びか。やがて海賊王の身体は黒い霧のようになって、霧散した。

「……勝った？　勝った！　ゼッカちゃんレンマちゃん、私やったわよ！」

　地底湖に、ヨハンの歓喜の声が木霊していた。




『ありがとう！　本当にありがとう！　貴方あなたたちのお陰で、海賊王は完全に消滅しました！』




『【カオスアポカリプス】【マジックリングＺ】がヨハンのストレージに戻りました』




　海賊王がまき散らした自分たちのアイテムをせっせと集めていたヨハンとクロノドラゴンの頭上から、そんなアナウンスが鳴り響いた。どうやらこのレイドバトルも、これで終了のようである。

「もっぎゅ」

　クロノドラゴンの声に、ヨハンは振り返る。そして、足下から消えかかっているその姿を見て、別れの時が来たのだと悟った。

「私たち、頑張ったよね？」

　一抹のさみしさを感じながら尋ねる。するとクロノドラゴンは、まるで犬の伏せのような体勢になって、その大きな顔をヨハンに押しつけた。




　──親友のしるし。




　それだけで、目の前のクロノドラゴンが、あの日出会った甘えん坊のヒナドラなのだとわかった。

　ヒナドラも哀あい川かわ圭けいも、それぞれその姿を大きく変えた。成長した。大人となった。だが、紡がれた絆きずなは、二十年前から変わっていない。

　ヨハンは嬉うれしくなって、クロノドラゴンの顔を抱きしめる。

「助けてくれてありがとう。そして……」

「もぎゅ？」

[image: ]

「これからは、ずっと一緒よ」

「もっぎゅ！」

　クロノドラゴンは名残惜しそうに頬ずりすると、その姿を完全に消滅させ、召喚石に戻った。ヨハンはそれを、大事そうにストレージに戻す。

　すると。

「もっきゅ！」

　スキル【パートナー】の効果で、ヒナドラが姿を現した。ヒナドラはぽんぽんと跳ねるようにやってきて、ヨハンの頭部によじ登ると。

「も……スヤァ」

　と眠ってしまう。おそらく、再召喚可能になるまで目覚めないだろう。

「お疲れ様……ヒナドラ」

　ヨハンは集めたアイテムを自分たち、それ以外に分別する。

　そこで不思議だったのが、召喚石のみが自動で、いつの間にかストレージに戻っていたことだ。装備が戻った時にあったアナウンスが、召喚石の時にはなかった。

「不思議ね……」

　ヨハンが首をひねっていると。

「ヨハンさーん！」

「……お姉ちゃん！」

　突如、後ろから小柄な少女と大柄なゴリラに抱きつかれる。

「ゼッカちゃん！　レンマちゃん……よかった、生きてたのね！」

「いや、これゲームですから！　死んでないですから！」

「……ボクは不死身」

「うふふ、ごめんなさい。二人が負けるところを見たことがなかったから」

　ヨハンもゼッカとレンマをぎゅうっと強く抱きしめる。

　二人とも見慣れた姿で、ヨハンは心底安心する。そして、今更ながらに勝利を実感した。

　話を聞いてみると、二人とも普通の待機エリアとは別のエリアで、ヨハンの戦いを見守っていたという。そして海賊王が倒されると、ゲートが出現。潜くぐり抜けると、この場所に戻ってこられたらしい。

「まぁ、あの人が来たのはびっくりしましたけどね」

　二人の後ろから、パチパチと静かに拍手しながら歩いてくるコンと、少し気まずそうに歩いてくるロランド。二人とも元の装備に戻っている。

「ありがとうコンさん。貴方あなたのお陰で勝てたわ」

「ええよ別に。久しぶりに楽しめたわ。魔王はんがクロノドラゴンを喚よんだ時、心が震えてもうて……勝ち確やー！　てな。いやーうちと魔王はんとゼッカちゃんとレンマちゃん、四人の友情の勝利やね」

「いや、さらっと私が抜けているのですが……」

　苦言を呈する最強プレイヤー・ロランド。どこか寂しそうだった。

「ロランドさんもありがとう。お陰で助かりました」

　ヨハンは頭を下げた。それだけで気をよくしたのか、ロランドは嬉しそうに表情を明るくした。

「いえ、困っている方のもとに馳はせ参さんじるのは当然。あと、呼び方は【さん】ではなく【くん】でお願いしたい」

　そんな風に盛り上がった後、海賊王がドロップしたアイテムをロランドとコンに返す。大量に獲得したゴールドは五等分に。そして同時にドロップされた新アイテム【トランスコード】は９個。それをヨハンたちで五つ。ロランドが二つ。コンが二つで分けた。

　ヨハンが一つ使ったのを含めると、これで一人頭二つ手に入れたことになる。

「そういえば、コンさんの召喚石は？」

「それな。死んだ時には全部元に戻っとったんよ。なんのメッセージもなしや」

「私もそうだったの。どういうことかしら」

「これはあくまで私の考えなのですが」

　ロランド曰いわく、召喚石まで奪われたのはバグだったのではないかということだ。

「このトレジャーイベントは、原則アイテム持ち込み禁止。このルールは、このボスとの戦いのためにあったと思われます」

「……貴重なアイテムをストレージに入れたままこのレイドバトルに参加する人が出ないためのルールだったんだね」

　レンマの言葉にロランドは「そういうことです」と言うと、さらに考察を続ける。

「弓使いアーチヤーと召喚師サモナーという職業はそれぞれ【矢】と【召喚石】がないと戦うことができません。なので、この職業の方々は、例外的にアイテムをイベントに持ち込んでいました」

「なるほど。ロランドさんの言いたいことがわかってきましたよ」

「本来なら召喚石は【この世全ての財は俺の物】で奪える対象ではなかったのだと思います。ただ、バグか、それとも不具合か。どちらにしろ、奪えてしまった。だから、このレイドバトルがクリアされた瞬間にサイレントで戻したのではないかと思われます」

　ロランドは最後に、あくまで仮説ですけどね……と付け加えた。

「ロランドさんにしてはまぁまぁな推理ですね。でも、装備は？　なんか死んだら勝手に返ってきましたけど？」

「装備は……ヨハンさん。クロノドラゴンが海賊王を袋ふくろ叩だたきにしていた時、装備をドロップしましたか？」

「そういえば、してないわね」

　クロノドラゴンがもしカオスアポカリプスを吐き出させていたら、それを着てヨハンも加勢しようと考えていた。だが、とうとう海賊王は、誰の装備もドロップせずに退場した。単に確率の問題かと思っていたが。

「ロランドくんが言いたいのって……」

「ええ、このクエストが始まる時、運営のアナウンスがありました。確かに負けたら奪われた宝が無駄になると言ってましたが……途中で奪われた装備に関しては特に言及してないのです。だから死んだ私たちのところに装備が返ってきたのは、仕様だったのではないかと」

「つまり、私たちはてっきり糞クソゲーを仕掛けられたと思っていたけど、運営の落ち度は召喚石まで盗とられるようになってたバグだけってことですか？」

「……ロランドの考え通りなら、そうなるね。ボクたちはこのレイドバトルに挑む時、装備やアイテム……これまでゲームで積み上げてきた全てを賭かけなくてはならないと思っていたけど」

「ほんまの賭け金はこの三日間で集めたアイテムだけいうこと？　んなあほな」

　全員が脱力感に包まれる。さっきまでの盛り上がりは消えていた。

「まぁ、あくまで私の仮説です。あんまりにも炎上してるから、レイドバトル中に運営がサイレント修正したって可能性もありますし」

「え、炎上!?　炎上しているの？」

　ヨハンが怯おびえると、コンは目をキランと輝かせる。

「そうや。燃えに燃えとる。まさに祭りや」

　嬉しそうに笑うコンに、ゼッカは軽けい蔑べつするような目を向ける。

「あんまり喜ぶことじゃないと思いますけど？」

「えーなして？　ええやん。燃え上がれば燃え上がるほど、運営がいい詫わびアイテムをくれはるんやから」

「詫びアイテム？」

　単語にヨハンが首を傾かしげると、ゼッカが教えてくれる。

「運営からの補償みたいなものでしょうか。主に運営の落ち度でユーザーに不利益を与えた場合、お詫びとしてアイテムを配ることがあるんですよ」

「まぁ、今回それが出るかは微妙ですけれど」

「なんやろなー。素材引換券？　ポイント振り直し券？　胸が躍るわー」




『お待たせ致しました。それでは海賊王を倒したヨハンさんに、超レアアイテムを贈呈致します！』




「わ、私が貰もらっていいのかしら!?　みんなで掴つかんだ勝利なのに!?」

「ＭＶＰは貴方です。遠慮なく受け取ってください」

　と紳士な表情を見せるロランド。

「うちは物による」

　と、物によっては全力でゴネると、狩人かりゆうどの目をするコン。




『では気になるそのアイテムとは……【ギルドホーム引換券】でーす！』




　首を傾げるヨハンの一方、驚く四人。

「凄すごいですね……引換券とは」

「うちはソロやしなぁ……いらんわ」

「凄い！　凄いですよヨハンさん！　しかもギルドホーム引換券が貰えるってことは、いよいよギルドホームが実装されるってことですよ」

　ギルドホームとは、ギルドメンバーだけが利用できる空間である。




『そう、第三層では、念願のギルドホーム機能が実装予定なのです。さらに引換券をお持ちの方には、優先的にギルドホームを選ぶ権利が与えられるのです』




「凄い！　多分ギルドホームを買うのって、凄いお金がかかると思うんです。でもヨハンさんはそれをタダで入手できるんです。これってとても凄いことなんですよ」

「……うん。一番高いところを貰った方がいい」

　盛り上がる四人。だが、ヨハンだけはいまいち盛り上がれないでいた。

「あの……ギルドって何？」

　残り四人が盛大にずっこけた。








エピローグ









　ゴールデンウィーク初日の今日、ＧＯＯに大幅アップデートが行われる。

　昨夜からメンテナンス期間に入り、今日の十七時を過ぎれば、第三層が実装される。

　そのメンテナンス時間中に、動画配信サイトにてプロデューサーや声優を交えたトーク番組が配信された。そこで少しだけ、この前の海賊王レイドの問題が取り上げられたそうだ。

　ああなってしまった原因は大体がロランドの推理通り。また、海賊王にはアイテムをストレージに溜ため込めば溜め込むほど防御が上がっていき、反対にスピードが落ちる。逆にアイテムを吐き出させ続ければ防御力が落ちていき、スピードが上がるという特性があったことが告げられた。

　本来ならば大勢のプレイヤーが参加することを想定していたが、アナウンスにやや問題があり、プレイヤーが参加を渋る結果となったことを、深く反省するとのこと。

　だがヨハンこと、哀あい川かわ圭けいはその動画を見ていなかった。

　その日は妹と甥おいっ子こが久々に遊びに来る予定だったのだ。

『ピンポーン』

　インターホンが鳴る。圭は妹たちを部屋に招き入れる。

　甥っ子は持ってきた怪獣の人形で勝手に遊び始めた。手のかからない良い子だ。

「お姉。早速本題なんだけど……」

　妹は、少し緊張した様子で、それを差し出してきた。それを見た圭の目が見開かれる。

「バチモンじゃない……どうしたのこれ？」

　置かれたのは卵形の携帯ゲーム機。

　そのバチモンはまるでバラバラになったものを組み合わせたようなヒビがある。

「これ……お姉のバチモン。あの時、親父おやじに壊されちゃったでしょ？」

　あの日。父に泣きすがる私の姿を、妹は見ていたらしい。そして、ゴミ箱に捨てられたバチモンを、拾ってくれたのだ。

　妹曰く、あの日以来、圭はとても冷たい表情をするようになったらしい。圭自身にその自覚はなかったが。それで、なんとか元の姉に戻ってほしいと願い、自分の手で修理しようと思ったそうだ。だが、当時六歳か七歳だった妹がゲーム機を修理するなんて不可能に近く。

「余計……酷ひどいことになっちゃって。直そうとすればするほど……元に戻らなくなって……だから怖くなって……自分の机の奥に隠して……それで……」

　そのまま、いつしか妹の記憶から消えてしまった。

　しょうがない。何せ、妹はとても幼かったのだからと、圭は妹を抱きしめる。

「ごめんね……ずっと忘れてた……」

「ううん。それよりも、私のバチモンを大事に持っていてくれて……ありがとう」

　妹がバチモンを思い出すきっかけとなったのは、ＶＲゲームの機械のセッティングに来た夜のこと。今までゲームに興味を持たなかった姉がどんなゲームを遊ぶのか、気になって調べたところ、バチモンコラボイベントのＣＭを目にしたという。そして、遠い日の思い出が蘇よみがえったのだ。

「でも、貴方あなた本当になんでもできるのね？」

　流石さすがにこのような工作ができるとは知らなかった圭は、素直に驚く。

「ああそれねー。旦だん那なに手伝ってもらったの。ほら、プラモ好きだったじゃん？」

「いや、ほらと言われても、知らないけど」

「子どもが生まれてからは、ちょっと控えてるの。パーツを飲み込んだりしたら危ないからね」

「ふふ、優しい人じゃない」

「でしょ？　いつか息子と一緒にプラモ作るのが夢らしいよ」

「素敵な夢だわ」

　お惚のろ気け話を頂いて、圭は改めてバチモンを手に取る。

「その全体の割れの跡、消そうと思えば消せたらしいんだけど、旦那が『こういうのは残しておこう』って言って……」

「なるほど……いいセンスしてるわ」

　ゼッカがよく語る【厨ちゆう二に】的なセンスが感じ取れる。

「でも……やっぱり……どんなに頑張っても、起動させることはできなかった」

　妹の顔が陰る。物理的なダメージや経年劣化によって、基盤を復活させることは、不可能だった。かといって、別のものを買ってきて中身を移植するというのも、何か違う気がしたという。

「いいのよ。ここにいたあの子は……今は違う場所にいるから」

「え……それってどういう？」

　そんな妹の言葉を遮るように、甥っ子が叫ぶ。

「ああー！　圭ちゃんゲーム持ってる！　見せて見せて！」

　妹は「あちゃー見つかったー」という顔をする。

「これ、僕にちょうだい！」

「ダメよ。これは圭ちゃんの宝物なの！」

　と妹が叱しかるが、出先でテンションの高い甥っ子はそれでは引っ込まない。

「ゲームは子どものものでしょ？　圭ちゃん大人なのに？　変なの！」

「変じゃないわよ。大人でも、大好きなものは、大好きなの」

　圭のその言葉に、以前のような卑屈さはなかった。圭はそっと立ち上がると、引き出しからとあるアイテムを取り出す。

「少年、君にはこっちをあげよう」

「やったー！」

「ちょっとお姉！」

　圭が手渡したのは、卵型の携帯ゲーム機、バーチャルモンスター復刻版。未開封新品だった。

「わーいわーい！　ゲームだ」

「あーあこんなにいいやつ渡しちゃって。お姉いいの？　ああなったらもう返してもらえないよ？」

「いいわよ。あと５個あるし」

「えぇ……」

　起動こそしていないものの、復刻品を集めていた圭。開封して遊ばなかったのは、あの頃の相棒に、どこか後ろめたさを感じていたからだろう。

「でも、あの子飽きっぽいから、すぐ遊ばなくなるわよ？」

「いいのよそれで。別にバチモンじゃなくてもいいの」

　圭は、戻ってきたバチモンを見つめる。

「なんでもいい。多くの物語に触れて、多くのものを受け取って……その中で、何か一つでもあの子の支えになってくれるなにかと出会えれば。私はそれでいいのよ」

　好きなことを無邪気に語っていた、あの歳としの離れた友人たちのようになってくれたら嬉うれしいと、圭は思う。

「あ、お姉ってばバチモンのブルーレイＢＯＸコンプしてんじゃーん。見よう見よう！」

「ふっ、望むところよ。すぐ準備するわ」

「おい息子ー！　こっちに来い」

「どうしたのママー？」

「今からお前に神作品を見せてやる！」

　妹はそんなことを言いながら、甥っ子を抱き寄せた。

「それじゃ、再生っと──」

　幼い子どもが、古く、そして新しい物語に、これから触れる。こうして、物語は受け継がれていく。




　　　　＊＊＊＊＊




　ゴールデンウィークとはいっても、祝日以外は会社に出勤しなければならない。出社した圭はＰＣを起動し、缶コーヒーをすすりながら、一日の予定を確認する。

　少し遅れて、いつもの騒がしい後輩が出社してきた。

「あれー！　これバチモンじゃないですかー」

　圭の鞄かばんに付けられたヒビ入りのバチモンをめざとく見つけた後輩は、大声で騒ぎ立てる。

「懐かしいなー子どもの頃、お兄ちゃんと一緒に見てましたー」

　後輩の声がオフィスに響くと、圭と同年代の男性社員たちが何事かと寄ってくる。

「ええ、哀川さんってバチモン好きだったんすか!?　俺もっすよ！」

「あのクールな哀川さんがキャラクターもののアクセを……ギャップ萌もえだ」

「いや、アクセじゃなくてゲームな。育成ゲーム」

「俺、フェンリルボーグが好きだったわ」

「いや、そこはオメガプライムだろ」

「あーそっちか。あれもなかなか」

　オフィス中のアラサーたちが沸き立つ。中年世代に睨にらまれながらも、その熱は止まらない。

「そういや来年二月に映画をやるって聞いたぞ？　哀川さんは見に行くの？」

「はい。その際は映画公開期間中、全ての日程で有給を頂こうかと思います」

「ははは、哀川さんも冗談言うんだね……冗談だよね？」

　それ以降も、まだ始業前なのをいいことに、男性社員も女性社員も、バチモンの話題に花を咲かせていた。その様子を見て、圭はくすりと笑う。

（なあんだ。ずっと自分が異常なんだって思ってたけど……全然普通ね）

　盛り上がりは留とどまるところを知らない。おそらく部長が怒鳴るまで止まらないだろう。完全に会話の輪に入り損ねた後輩が、ちょっと拗すねたように口を開いた。

「でも初代は神でしたけど、次回作からクソアニメでしたよねー。その後もマンネリ打破狙って奇抜なことやってどんどん人気なくなって。ププーって感じで……あれ？」

　思わず禁忌に触れてしまう後輩。オフィスが静まりかえる。

「お前……言ってはならねぇことを言ってしまったな」

「俺は二作目派なんだが？」

「よく見てもねぇのに語るな」

　どうやら一部の人たちの逆げき鱗りんに触れた後輩。

「びえええん哀川せんぱあああああいたずげでぐだざいいい。なんかみんなが怖いでずううう」

　いつもの泣きつきを前に、圭は後輩そっくりのダークエルフを思い出す。

「あら貴方。今の自分の失言に、まだ気が付いてないの？」

「え、哀川先輩なんか怖い……見たことない怖い顔してる……ひいいいいお助けええええええ」

　この日、この後輩の中での圭の立ち位置が【仕事を押しつけやすいチョロい先輩】から【ガチで怒らせたらヤベー奴やつ】に変わったという。




「ふわぁ……」

　その夜。清すが々すがしい気分のままログインすると、自然とあくびが出てしまった。最近ゼッカから教えてもらったライトノベルを読み込んでいるせいだろう。寝不足なのだ。

「もっ！」

　はじまりの街にアバターが実体化すると、相棒であるヒナドラが「よ！」といった感じで声をかけて出迎えてくれる。手を振ると、笑顔で近寄ってきて、ジャンプ。ヨハンの顔に抱きついて、しばらくすると頭部へとよじ登る。

「あらあら、そんなに私に会いたかったの？」

　言いつつ、嬉しくて口元がニヤつくヨハン。そして、ヒナドラに続いて、見知った友人たちの声が聞こえてきた。

「……こんばんは、だね。お姉ちゃん」

「ヨハンさん、来たんですね！」

　白いゴリラの着ぐるみのレンマがノッシノッシと。ゼッカは海賊王の装備を身に纏まとっている。

　それは、あの日クロノドラゴンが奪い取った装備一式だった。五人での協議の結果、ゼッカの手に渡ったのだ。

　始めこそ『あんなクソボスの装備なんて死んでも嫌だねぇ！』と息巻いていたゼッカ。だがレアドロップ率アップスキルなどに目が眩くらんだらしく、今ではすっかり気に入っているようである。

　ヨハンにとっても忌いま々いましい装備ではあるが、可愛かわいい友人が装備している分には問題ない。

　ちっちゃい女海賊といった風ふう貌ぼうのゼッカも、見ていて楽しいのである。

「三人集まりましたし、何をしましょうか？」

「……三層挑戦前に、レベル上げ？　それとも階層ボスに挑もうか？」

　ゼッカとレンマが、委ねるようにヨハンの目を見た。ヨハンは少し悩んでから。

「そうね。今日は冒険したい気分だわ」

「……冒険か。いいね」

「ならやっぱり、新ダンジョンに行ってみましょう！」

「もっきゅー！」

　頭上のヒナドラも賛成のようだ。

　今日はどんな冒険が待っているのか。期待に胸を膨らませながら、三人ははじまりの街を後にした。








あとがき









『お前のような初心者がいるか！』を手に取ってくださった皆さま、初めまして。瀧たき岡おかくるじといいます。よろしくお願いします。

　僕が子どもだった二十数年前。とあるゲームの記録的な大ヒットをきっかけに「少年（少女）とモンスターのバディもの」というジャンルが、ゲーム、アニメ共に大量に世に出ました。

　それは、単に流行だったという一言で片づけることもできるのですが、僕はもっと別の理由があると思っています。

　家族とも違う。友達とも違う。恋人とも違う。

　自分の良い部分も悪い部分も認めてくれるような相棒を、当時の僕たちは、フィクションのキャラクターに求めていたのではないでしょうか。

　この小説を読んで、どこか「懐かしいな～」と思ってくれた皆さま。ぜひ押し入れの中に眠る、昔一緒に遊んだ相棒たちのことを思い出してあげてください。

　もしかしたら、新たな出会いや、素敵な冒険が待っているかもしれません。そう、この物語の主人公、ヨハンのように。




　最後になりましたが、この場をお借りしてお礼を。

　イラストレーターの猫ねこ猫びよう猫ねこさま。僕の不手際でご迷惑をお掛けして、申し訳ありませんでした。メイン三人のイラストも素晴らしいですが、個人的にはサブキャラクターであるコンちゃんのデザインが神だと思っております。

　それと、ＷＥＢにて連載していた拙作を拾い上げ、ここまで導いてくれた編集さまならびに出版関係の皆さま方。

　そして何より、この本を手に取ってくださった読者の皆さま。本当にありがとうございました。またどこかでお会いできる日が来ることを祈っております。
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お前まえのような初しよ心しん者しやがいるか！




不ふ遇ぐう職しよく『召喚師サモナー』なのにラスボスと言いわれているそうです
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